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埼経協ニュース385号

平
成
二
七
年
新
年
会
員
懇
談
会
は
一
月

八
日
㈭
一
三
時
三
〇
分
か
ら
十
七
時
ま
で
、

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
で
開
催
さ
れ
た
。

当
日
の
出
席
者
は
ご
来
賓
の
方
々
な
ら

び
に
会
員
を
合
わ
せ
て
三
三
〇
名
で
あ
っ

た
。（
ご
来
賓
の
ご
芳
名
は
四
頁
に
掲
載
）

当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
次
の
通
り

【
第
一
部

挨
拶
・
講
演
の
部
】

開
会
挨
拶

西
村
和
義
会
長

（
日
本
信
号
㈱
相
談
役
）

西
村
会
長
は
企
業
を
取
り
巻
く
経
営
環

境
、
平
成
二
七
年
の
経
済
見
通
し
等
に
触

れ
ら
れ
た
後
に
、
今
後
の
日
本
経
済
の
好

循
環
実
現
に
向
け
て
は
、
ま
さ
に
民
間
企

業
が
主
役
に
躍
り
出
る
こ
と
が
必
要
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
経
営
者
が
認
識
す
べ
き

こ
と
と
し
て
、
以
下
の
二
点
に
つ
い
て
話

さ
れ
た
。

◇
依
然
と
し
て
経
営
者
の
思
考
の
中
に
は

「
後
ろ
向
き
、
内
向
き
、
下
向
き
」思
考

が
蔓
延
し
て
お
り
、
こ
の
状
況
を
打
開

す
る
た
め
に
、
将
来
に
明
る
い
希
望
を

持
ち
、「
前
向
き
、
外
向
き
、
上
向
き
」

に
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
を
変
革
す
る
こ
と

必
要
で
、
そ
し
て
、
そ
の
た
め
に
は「
大

風
呂
敷
を
広
げ
る
」
こ
と
が
重
要
。
こ

の
「
大
風
呂
敷
を
広
げ
る
」
と
は
批
判

的
な
言
葉
と
し
て
使
用
さ
れ
る
ケ
ー
ス

が
多
い
が
、
今
、
経
営
者
に
必
要
な
の

は
、
あ
え
て
経
営
者
の
夢
を
大
風
呂
敷

の
よ
う
に
広
げ
、
社
員
に
語
り
続
け
る

こ
と
で
あ
る
。

◇
二
点
目
は
、
ス
ピ
ー
ド
よ
り
ス
タ
ー
ト

が
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
あ
る
経

営
者
が
「
〇
と
一
の
間
は
一
と
九
九
の

間
よ
り
広
い
」
と
語
っ
て
い
た
が
、
最

初
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
力
、
す
な
わ

ち
�
始
動
力
�
は
そ
れ
ほ
ど
価
値
が
高

い
も
の
で
あ
る
。
よ
く
現
在
は
、
ス
ピ

ー
ド
の
経
済
と
い
わ
れ
る
が
、
企
業
を

取
り
巻
く
環
境
が
目
ま
ぐ
る
し
い
速
度

で
変
化
す
る
時
代
に
あ
っ
て
、
経
営
者

が
本
当
に
重
視
す
べ
き
な
の
は
、
ス
ピ

ー
ド
よ
り
ス
タ
ー
ト
を
重
視
す
る
経
営

で
あ
る
。

来
賓
挨
拶

埼
玉
県
副
知
事

岩
崎

康
夫
氏

財
務
省
関
東
財
務
局
長

細
田

隆
氏

厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局
長阿

部

充
氏

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長関

根

郁
夫
氏

来
賓
ご
紹
介

特
別
講
演

演
題
「
人
を
生
か
す
」

講
師

Ｊ
リ
ー
グ
チ
ェ
ア
マ
ン

村
井

満
氏

講
演
の
概
要

◇
仕
事
へ
の
取
り
組
み
の
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
、
ベ
ス
ト
は
「
今
ま
で
の
や
り
方
を

変
え
て
成
功
」。
そ
れ
に
続
く
の
は「
今

ま
で
の
や
り
方
を
変
え
て
失
敗
」。「
今

ま
で
の
や
り
方
で
成
功
」
で
は
評
価
は

得
ら
れ
な
い
。

◇
上
司
の
半
径
一
〇
メ
ー
ト
ル
以
内
で
人

材
育
成
上
の
課
題
・
問
題
点
が
発
生
し

て
い
る
の
が
現
実
で
あ
り
、
直
属
の
上

司
の
考
え
方
や
行
動
を
見
直
す
こ
と
と

と
も
に
、
社
員
の
�
心
の
鐘
�
を
聴
く

こ
と
で
、
人
材
育
成
上
の
多
く
の
課
題

は
解
決
す
る
。

そ
し
て
、
最
後
の
「
Ｊ
リ
ー
グ
百
年
構

想
〜
豊
か
な
ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
発
展
を
目

指
し
て
」
の
説
明
を
行
い
、
講
演
を
締
め

く
く
ら
れ
た
。

【
第
二
部懇

親
パ
ー
テ
イ
ー
の
部
】

開
宴
挨
拶

吉
野
寛
治
副
会
長

（
吉
野
電
化
工
業
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）

来
賓
祝
辞

さ
い
た
ま
市
長

清
水

勇
人
氏

乾
杯

埼
玉
大
学
学
長

山
口

宏
樹
氏

懇
談

閉
宴
挨
拶

斉
之
平
伸
一
副
会
長

（
三
州
製
菓
㈱
代
表
取
締
役
）

平平
成成
二二
七七
年年
新新
年年
会会
員員
懇懇
談談
会会
開開
催催

三三
三三
〇〇
名名
のの
参参
加加
者者
をを
得得
てて
盛盛
大大
にに
開開
催催

特別講演
「
人
を
生
か
す
」
を
テ
ー
マ
に

Ｊ
リ
ー
グ
チ
ェ
ア
マ
ン
村
井
満
氏
が
講
演

一般社団法人 埼玉県経営者協会会報

’15 月号

日本経団連 埼玉

2・3
3
3
0
名
の
参
加
者
を
得
て
盛
大
に

開
催
さ
れ
た

開
会
挨
拶
を
す
る
西
村
会
長
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会会
場場
スス
ナナ
ッッ
ププ

▲会場風景

▲
来
賓
挨
拶

細
田
隆
財
務
省
関
東
財
務
局
長

▲

関
根
郁
夫
埼
玉
県
教
育
委
員
会

教
育
長

▲

来
賓
挨
拶

岩
崎
康
夫
埼
玉
県
副
知
事

▲

阿
部
充
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局
長

▲会場風景
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目

次

頁

�
平
成
二
七
新
年
会
員
懇
談
会

一

�
埼
玉
県
キ
ャ
リ
ア
教
育
実
践
ア
ワ
ー
ド

表
彰
式
・
広
告

五

�
平
成
二
六
年
度
も
の
つ
く
り
大
学
特
別

公
開
講
座

七

�
秋
季
・
春
季
地
区
協
議
会

八

�
第
十
三
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

十
一

�
第
十
四
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

十
一

�
第
十
五
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

十
三

�
第
六
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

十
三

�
第
三
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会

十
四

�
第
四
回
人
事
労
務
委
員
会

十
四

�
第
五
回
人
事
労
務
委
員
会

十
五

�
第
三
回
グ
ロ
ー
バ
ル
委
員
会

十
五

�
第
四
回
グ
ロ
ー
バ
ル
委
員
会

十
六

�
第
三
回
企
業
戦
略
研
究
会

十
六

�
第
三
回
地
域
社
会
問
題
委
員
会

十
七

�
第
一
回
少
子
高
齢
化
対
策
研
究
会

十
七

�
埼
玉
大
学
特
別
公
開
講
座

十
八

�
働
く
女
性
応
援
講
座

十
八

�
企
業
経
営
動
向
調
査

十
九

�
埼
玉
大
学
研
究
者
と
の
出
会
い
の
広
場

二
二

�
も
の
つ
く
り
大
学
へ
よ
う
こ
そ

二
三

�
渋
沢
栄
一
賞
表
彰
式

二
四

�
四
者
面
談
会
・
新
規
高
校
卒
業
予
定
者

就
職
面
接
会

二
五

�
埼
玉
県
教
育
局
「
女
子
高
生
の
働
く
意

欲
促
進
事
業
」

二
六

�
埼
玉
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

二
八

�
産
業
雇
用
安
定
セ
ン
タ
ー
「
生
涯
現
役

社
会
に
向
け
た
雇
用
制
度
の
導
入
を
検

討
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
」

二
九

�
日
本
経
団
連
の
動
き
・
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

労
働
法

三
〇

�
事
業
だ
よ
り
、「
自
分
の
中
の
他
人
」

広
告

三
一

�
告
知
板
、
会
員
の
動
き

三
二

▲パーティーの部開宴挨拶
吉野寛治副会長

▲Jリーグチェアマンとの記念撮影

▲講演に対し謝辞を述べる
藤池誠治副会長

▲懇談風景

▲パーティーの部乾杯挨拶
山口宏樹埼玉大学学長

▲講演風景

▲パーティーの部来賓祝辞 清水勇人さいたま市長

▲講演する
村井満 Jリーグチェアマン

▲パーティーの部閉宴挨拶
斉之平伸一副会長
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▽
埼
玉
県
副
知
事

岩
�
康
夫

▽
さ
い
た
ま
市
長

清
水
勇
人

《
講
師
》

▽
Ｊ
リ
ー
グ
チ
ェ
ア
マ
ン

村
井

満

《
国
関
係
》

▽
財
務
省
関
東
財
務
局
長

細
田

隆

▽
財
務
省
関
東
財
務
局

総
務
部
長

佐
藤
正
之

▽
財
務
省
関
東
財
務
局

総
務
部
次
長

岡
部
勝
巳

▽
財
務
省
関
東
財
務
局

総
務
部
財
務
広
報
相
談
室
長

原

美
晴

▽
経
済
産
業
省
関
東
経
済
産
業
局

地
域
経
済
部
次
長

山
口
栄
二

▽
厚
生
労
働
省

埼
玉
労
働
局
長

阿
部

充

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

総
務
部
長

木
幡
繁
嗣

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局労

働
基
準
部
長

橋
本
和
隆

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局職

業
安
定
部
長

齋
藤
明
男

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

雇
用
均
等
室
長

絹
谷
よ
し
子

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

総
務
課
長

永
堀
昌
一

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

企
画
室
長

吉
原
和
子

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

労
働
保
険
徴
収
課
長

矢
島

栄

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

監
督
課
長

友
住
弘
一
郎

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

賃
金
室
長

新
井
孝
男

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局健

康
安
全
課
長

星
野
定
美

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局職

業
安
定
課
長

鈴
木
良
尚

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局職

業
対
策
課
長

加
藤
秋
雄

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

需
給
調
整
事
業
課
長

浅
見

均

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

地
方
訓
練
受
講
者
支
援
室
長

近
藤

博

▽
防
衛
省
自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部

援
護
課
長

中
尾
京
一

▽
防
衛
省
自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部

援
護
班
長

川
瀬

清

▽
独
立
行
政
法
人
国
立
女
性
教
育
会
館

理
事
長

内
海
房
子

《
県
関
係
》

▽
産
業
労
働
部

産
業
労
働
部
長

山
中

融

▽
産
業
労
働
部

産
業
労
働
政
策
課
長

板
東
博
之

▽
産
業
労
働
部

産
業
支
援
課
長

正
能
修
一

▽
産
業
労
働
部

勤
労
者
福
祉
課
長

斎
藤
和
也

▽
産
業
労
働
部

就
業
支
援
課
長

堀
口
幸
生

▽
産
業
労
働
部

ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
課
長

野
尻
一
敏

▽
埼
玉
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長

牟
田
口
照
恭

▽
埼
玉
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー

副
セ
ン
タ
ー
長

鈴
木
康
之

▽
県
民
生
活
部

国
際
課
長

矢
嶋
行
雄

▽
県
民
生
活
部

広
聴
広
報
課
長

下
田
正
幸

▽
県
民
生
活
部

共
助
社
会
づ
く
り
課
長

加
藤

繁

▽
埼
玉
県
教
育
委
員
会

教
育
長

関
根
郁
夫

▽
埼
玉
県
教
育
局

県
立
学
校
部
部
長

春
山
賢
男

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部

参
事
兼
高
校
教
育
指
導
課
長

髙
田
直
芳

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部
高
校
教
育
指
導
課

主
幹
兼
主
任
指
導
主
事

内
田

靖

▽
埼
玉
県
立
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

所
長

内
田

孝

▽
埼
玉
県
立
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

主
任
指
導
主
事

新
井
秀
明

▽
埼
玉
県
労
働
委
員
会

会
長

石
田

眞

▽
埼
玉
県
労
働
委
員
会

事
務
局
長

鈴
木

享

▽
埼
玉
県
労
働
委
員
会

使
用
者
委
員

安
藤
嘉
明

▽
埼
玉
県
労
働
委
員
会

使
用
者
委
員

柳
沢
幸
一

▽（
公
財
）埼
玉
県
国
際
交
流
協
会

理
事
長

金
子
寿
男

▽（
公
財
）埼
玉
県
国
際
交
流
協
会

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー

副
セ
ン
タ
ー
長

田
口
芳
弘

《
市
関
係
》

▽
さ
い
た
ま
市

市
民
・
ス
ポ
ー
ツ
文
化
局

ス
ポ
ー
ツ
文
化
部
長

柳
沼
清
彦

《
商
工
団
体
関
係
等
》

▽
（
一
社
）
埼
玉
県
商
工
会
議
所
連
合
会

会
長

佐
伯
鋼
兵

▽
埼
玉
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

会
長

星
野

進

▽
埼
玉
経
済
同
友
会

代
表
幹
事

利
根
忠
博

▽
埼
玉
経
済
同
友
会

代
表
幹
事

加
藤
喜
久
雄

▽（
公
財
）埼
玉
県
産
業
振
興
公
社理

事
長

秋
山
秀
次
郎

▽
埼
玉
県
信
用
保
証
協
会

会
長

後
閑

博

▽（
公
財
）埼
玉
県
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー

理
事
長

相
川

博

▽（
公
財
）埼
玉
県
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー

業
務
執
行
理
事
兼
事
務
局
長

吉
田
幸
司

▽（
一
社
）埼
玉
県
物
産
観
光
協
会専

務
理
事

植
木
幸
生

▽
埼
玉
県
商
工
会
連
合
会

専
務
理
事

川
上
和
宏

▽（
公
財
）さ
い
た
ま
市
産
業
創
造
財
団

理
事
長

山
縣
秀
司

▽（
公
財
）さ
い
た
ま
市
産
業
創
造
財
団監

事

江
田
元
之

▽（
公
財
）産
業
雇
用
安
定
セ
ン
タ
ー

埼
玉
事
務
所
長

渡
辺
邦
男

▽
埼
玉
県
生
産
性
本
部

会
長

山
田
吉
隆

▽
埼
玉
県
職
業
能
力
開
発
協
会

専
務
理
事

堀
口
雅
彦

▽
埼
玉
県
雇
用
対
策
協
議
会

専
務
理
事

神
山
哲
雄

▽（
独
）高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機
構

埼
玉
職
業
訓
練
支
援
セ
ン
タ
ー

所
長

横
田

昭

《
経
済
界
関
係
》

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

取
締
役
会
長

上
條
正
仁

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

代
表
取
締
役
兼
専
務
執
行
役
員

岩
田
一
男

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

取
締
役
兼
常
務
執
行
役
員

中
尾
安
志

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

常
務
執
行
役
員
埼
玉
北
地
域
営
業
本
部
長

関
川
朋
史

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

常
務
執
行
役
員
埼
玉
中
央
地
域
営
業
本
部
長藤

田
正
幸

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

執
行
役
員
埼
玉
営
業
本
部
長
兼
公
共
法
人
部
担
当

中
野
真
治

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

執
行
役
員
埼
玉
東
地
域
営
業
本
部
長

小
泉
公
彦

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

執
行
役
員
埼
玉
西
地
域
営
業
本
部
長

中
村
信
也

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

公
共
法
人
部
長

持
田
光
司

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

県
庁
支
店
長

田
中

洋

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

大
宮
西
支
店
長

神
山

透

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

さ
い
た
ま
営
業
部
部
長

芹
沢
直
人

▽
㈱
武
蔵
野
銀
行

常
務
取
締
役

赤
城
功
一

▽
㈱
武
蔵
野
銀
行

常
務
取
締
役

小
山
和
也

▽
㈱
武
蔵
野
銀
行

常
務
取
締
役

長
堀
和
正

▽
㈱
武
蔵
野
銀
行

常
務
執
行
役
員
本
店
営
業
部
長

渡
辺

稔

▽
㈱
武
蔵
野
銀
行

地
域
サ
ポ
ー
ト
部
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

グ
ル
ー
プ
長

仲

邦
雄

《
大
学
及
び
研
究
機
関
》

▽
埼
玉
大
学

学
長

山
口
宏
樹

▽
埼
玉
大
学

理
事
・
副
学
長

佐
藤
勇
一

▽
埼
玉
大
学

理
事

吉
澤
雅
隆

▽
埼
玉
大
学

参
事
役

星
野
雅
志

▽
埼
玉
大
学

経
済
学
部
長
・
大
学
院

経
済
科
学
研
究
科
長

薄
井
和
夫

▽
埼
玉
大
学

経
済
学
部
副
学
部
長
・
教
授

禹
宗

▽
埼
玉
大
学

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
連
携
推
進
・

知
的
財
産
部
門
長

大
澤
清
一

▽
埼
玉
大
学

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

准
教
授

橋
本

智

▽
も
の
つ
く
り
大
学

理
事
長

石
岡
慎
太
郎

▽
埼
玉
県
立
大
学

理
事
長

江
利
川
毅

▽
埼
玉
県
立
大
学

学
長

三
浦
宜
彦

▽
埼
玉
県
立
大
学

事
務
局
長

伏
野

誠

《
労
働
団
体
関
係
》

▽
日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
埼
玉
県
連
合
会

会
長

小
林
直
哉

▽
日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
埼
玉
県
連
合
会

事
務
局
長

佐
藤
道
明

▽
全
労
済
埼
玉
県
本
部

本
部
長

横
田
行
秀

▽
中
央
労
働
金
庫
埼
玉
県
本
部

本
部
長

宮
本
重
雄

▽（
一
社
）埼
玉
県
労
働
者
福
祉
協
議
会

専
務
理
事

竹
花
康
雄

《
報
道
関
係
》

▽
㈱
埼
玉
新
聞
社

代
表
取
締
役
社
長

小
川
秀
樹

▽
㈱
埼
玉
新
聞
社経

済
部
（
編
集
局
）
記
者

三
宅
芳
樹

▽
㈱
テ
レ
ビ
埼
玉

代
表
取
締
役
社
長

平
本
一
郎

▽
㈱
テ
レ
ビ
埼
玉

取
締
役

小
嶋
一
晃

▽
㈱
テ
レ
ビ
埼
玉

報
道
部
長

田
中
秀
一

▽
日
本
放
送
協
会

さ
い
た
ま
放
送
局
長

平
野
幸
三

▽
日
本
経
済
新
聞
社

さ
い
た
ま
支
局
長

長
田

正

▽
産
経
新
聞
社

さ
い
た
ま
総
局
長

杉
山

広

▽
日
刊
工
業
新
聞
社

さ
い
た
ま
総
局
長

川
瀬

治

▽
時
事
通
信
社

さ
い
た
ま
支
局
長

中
谷
真
司

▽
㈱
ぎ
ょ
う
せ
い

石
川
章
一
郎

《
関
係
団
体
》

▽Great
Place

to
W
ork
Institute

Japan

代
表

岡
元
利
奈
子

▽Great
Place

to
W
ork
Institute

Japan

副
代
表

平
田
英
司

▽
税
理
士
法
人
優
和
埼
玉
本
部

代
表
社
員

飯
野
浩
一

▽
日
本
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
会

理
事

加
地
照
子

来来

賓賓

にに

各各

界界

かか

らら

多多

士士

済済

済済

（
敬
称
略
・
順
不
同
・
役
職
名
は
開
催
日
現
在
）

▲ご来賓の方々
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最優秀賞の藤宮製菓の佐藤代表取締役（前列右から一
人目）と県立岩槻商業高校の皆さん

埼
玉
県
教
育
委
員
会
と
本
会
の
共
催

に
よ
る
埼
玉
県
キ
ャ
リ
ア
教
育
実
践
ア

ワ
ー
ド
表
彰
式
が
二
月
三
日
㈫
パ
レ
ス

ホ
テ
ル
大
宮
で
開
催
さ
れ
た
。

今
日
、
若
者
一
人
一
人
の
社
会
的
・

職
業
的
自
立
に
向
け
、
必
要
な
基
盤
と

な
る
能
力
や
態
度
を
育
て
る
キ
ャ
リ
ア

教
育
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
一
方
、

産
業
界
に
お
い
て
も
キ
ャ
リ
ア
教
育
に

対
す
る
支
援
を
含
め
Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
企
業
の

社
会
的
責
任
）
活
動
の
推
進
に
関
す
る

社
会
的
要
望
が
高
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
キ
ャ
リ
ア
教
育
実
践
の
中
で
培
わ

れ
継
続
・
蓄
積
さ
れ
て
き
た
取
組
は
教

育
財
産
で
あ
り
、

県
立
高
校
と
企
業

が
連
携
し
た
キ
ャ

リ
ア
教
育
の
実
践

は
、
産
学
連
携
の

ロ
ー
ル
モ
デ
ル
で

あ
る
。

本
表
彰
式
は
、

そ
の
取
組
の
中
か

ら
優
れ
た
実
践
に

対
し
て
、
支
援
す

る
企
業
と
学
校
双

方
を
表
彰
す
る
こ

と
で
本
県
キ
ャ
リ

ア
教
育
を
推
進
し

よ
う
と
埼
玉
県
教

育
委
員
会
と
本
会

が
実
施
し
た
も
の

で
あ
る
。

当
日
は
県
教
育

委
員
会
教
育
長

関
根
郁
夫
氏
、
県
立

学
校
部
長

春
山
賢
男
氏
、
県
立
学
校

部
参
事
兼
高
校
教
育
指
導
課
長

髙
田

直
芳
氏
、
同
副
課
長

斉
藤
登
志
雄
氏
、

本
会
会
長

西
村
和
義

他
企
業
関
係

者
並
び
に
学
校
関
係
者
総
勢
約
六
十
八

名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
。

最
優
秀
賞
に
は
三
組
の
取
り
組
み
が

表
彰
さ
れ
た
。
一
組
目
は
、
有
限
会
社

藤
宮
製
菓
の
協
力
を
得
て
県
立
岩
槻
商

業
高
校
が
協
同
で
取
り
組
ん
だ
『
企
業

人
の
学
校
教
育
参
画
プ
ロ
グ
ラ
ム
〜

「
課
題
研
究
（
商
品
開
発
講
座
）」
の
授

業
を
通
し
て
〜
』
が
選
ば
れ
た
。

こ
れ
は
地
域
産
業
の
振
興
を
担
う
職

業
人
の
育
成
の
た
め
、
藤
宮
製
菓
の
協

力
に
よ
り
、
十
年
目
を
迎
え
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
あ
り
、
今
年
は
生
徒
が
ア
イ
デ

ア
を
出
し
て
開
発
し
た
ヌ
ゥ
テ
リ
ウ
ム

（
お
菓
子
）
な
ど
を
、
文
化
祭
や
岩
槻

区
民
ま
つ
り
な
ど
で
販
売
し
た
。
課
題

研
究
の
授
業
と
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
毎

年
工
夫
改
善
さ
れ
て
お
り
、
長
期
間
継

続
し
た
地
元
企
業
と
商
業
高
校
の
キ
ャ

リ
ア
教
育
の
実
践
と
し
て
高
く
評
価
さ

れ
た
。

続
い
て
、
二
組
目
は
、
株
式
会
社
エ

ム
・
エ
ル
・
エ
ス
の
協
力
を
得
て
県
立

特
別
支
援
学
校
さ
い
た
ま
桜
高
等
学
園

が
協
同
で
取
り
組
ん
だ
『
企
業
で
の
実

習
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
モ
デ
ル
を
目
指
し

た
取
組
〜
学
校
と
企
業
が
協
働
し
て
就

労
す
る
力
を
高
め
る
〜
』
が
選
ば
れ
た
。

特
別
支
援
学
校
か
ら
の
就
労
促
進
を

目
的
に
、
一
人
ひ
と
り
の
自
立
と
社
会

参
加
意
識
向
上
を
目
指
し
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
充
実
に
取
り
組
ん
だ
。
企
業
独
自
の

チ
ェ
ッ
ク
票
、
実
習
日
誌
、
保
護
者
と

の
情
報
交
換
な
ど
実
習
期
間
後
も
就
労

へ
の
意
識
が
定
着
す
る
よ
う
指
導
・
支

援
の
在
り
方
を
工
夫
し
た
。
企
業
で
の

実
習
は
職
業
教
育
の
中
核
で
あ
り
、
こ

れ
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
就
労
率
の
向

上
に
つ
な
が
る
。
学
校
と
企
業
で
生
徒

を
共
に
育
て
る
と
い
う
就
労
支
援
モ
デ

ル
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
た
。

続
い
て
、
三
組
目
は
、
秩
父
市
地
域

雇
用
対
策
協
議
会
会
員
企
業
の
協
力
を

得
て
県
立
小
鹿
野
高
校
が
協
同
で
取
り

組
ん
だ
『
地
域
連
携
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア

教
育
の
推
進
〜
秩
父
に
だ
っ
て
働
く
場

所
は
あ
る
！
〜
』
が
選
ば
れ
た
。

秩
父
の
地
域
性
を
踏
ま
え
、
生
徒
に

自
分
の
将
来
や
生
き
方
を
考
え
さ
せ
、

自
己
理
解
と
将
来
の
夢
に
向
か
っ
て
一

歩
を
踏
み
出
す
た
め
の
取
り
組
み
で
あ

る
。
地
域
事
業
主
と
生
徒
代
表
の
意
見

交
換
会
、
巡
回
企
業
パ
ネ
ル
展
、
企
業

説
明
会
、
職
場
見
学
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
受
入
れ
な
ど
充
実
し
た
活
動
を
展

開
し
て
い
る
。
都
会
へ
顔
が
向
き
が
ち

な
若
者
を
い
か
に
地
元
に
向
け
さ
せ
る

か
、
地
域
の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
さ
せ

る
か
を
念
頭
に
、
地
域
活
性
化
に
向
け

て
企
業
と
学
校
が
連
携
し
た
キ
ャ
リ
ア

教
育
の
取
組
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
た
。

各
賞
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

最
優
秀
賞
（
三
組
）

○
企
業
人
の
学
校
教
育
参
画
プ
ロ
グ
ラ

ム
〜「
課
題
研
究（
商
品
開
発
講
座
）」

の
授
業
を
通
し
て
〜

・
有
限
会
社
藤
宮
製
菓

・
県
立
岩
槻
商
業
高
校

埼埼
玉玉
県県
キキ
ャャ
リリ
アア
教教
育育
実実
践践
アア
ワワ
ーー
ドド
表表
彰彰
式式
開開
催催

最優秀賞を受賞した皆さん
■県教育委員会 関根郁夫教育長（前列中央右）
■埼玉県経営者協会 西村和義会長（前列中央左）
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最優秀賞の株式会社エム・エル・エスの宮腰常務取
締役（前列左から二人目）と特別支援学校さいたま
桜高等学園の皆さん

最優秀賞の秩父地域雇用対策協議会会員企業代表の
共和電気㈱山根代表取締役（前列左から二人目）と
県立小鹿野高校の皆さん

○
企
業
で
の
実
習
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
モ

デ
ル
を
目
指
し
た
取
組
〜
学
校
と
企

業
が
協
働
し
て
就
労
す
る
力
を
高
め

る
〜

・
株
式
会
社
エ
ム
・
エ
ル
・
エ
ス

・
県
立
特
別
支
援
学
校
さ
い
た
ま
桜
高

等
学
園

○
地
域
連
携
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
の

推
進
〜
秩
父
に
だ
っ
て
働
く
場
所
は

あ
る
！
〜

・
秩
父
市
地
域
雇
用
対
策
協
議
会
会
員

企
業

・
県
立
小
鹿
野
高
校

優
秀
賞
（
二
組
）

○
「
実
践
的
職
業
教
育
グ
ロ
ー
バ
ル
事

業
」
に
お
け
る
海
外
連
携
商
品
開
発

・
イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
株
式
会
社

・
県
立
皆
野
高
校
、
県
立
杉
戸
農
業
高

校
、
県
立
川
越
工
業
高
校
、
県
立
越

谷
総
合
技
術
高
校

内
容
�
企
業
の
開
発
担
当
者
の
指
導

を
受
け
、
ス
イ
ー
ツ
な
ど
の
食

品
に
関
す
る
レ
シ
ピ
作
成
や
商

品
開
発
と
販
売
を
行
う
。
台
湾

の
専
門
高
校
生
と
の
意
見
交
換

に
よ
り
台
湾
の
食
文
化
や
味
覚

を
取
り
入
れ
た
。

○
将
来
の
デ
ュ
ア
ル
・
シ
ス
テ
ム
を
見

通
し
た
産
業
現
場
等
に
お
け
る
実
習

・
株
式
会
社
小
林
ナ
ー
セ
リ
ー

・
県
立
草
加
か
が
や
き
特
別
支
援
学
校

内
容
�
川
口
は
園
芸
が
盛
ん
な
地
域

で
あ
り
、
地
域
交
流
を
意
識
し

て
草
花
の
栽
培
と
販
売
に
よ
る

特
別
支
援
教
育
の
就
労
意
識
の

向
上
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
。

社
会
人
と
し
て
の
意
識
向
上
を

図
る
観
点
か
ら
も
指
導
が
工
夫

さ
れ
て
い
る
。

奨
励
賞
（
五
組
）

○
高
校
生
が
運
営
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
「
羽
実
ま

な
び
や
」

・
道
の
駅
は
に
ゅ
う
（
㈱
ケ
ン
ゾ
ー
）

・
望
月
印
刷
株
式
会
社

・
株
式
会
社
グ
ロ
ー
バ
ル
ジ
ャ
パ
ン

・
か
ぞ
ヤ
ク
ル
ト
販
売
株
式
会
社

・
有
限
会
社
根
岸
自
動
車

・
三
州
製
菓
株
式
会
社

・（
一
社
）埼
玉
県
物
産
観
光
協
会

・
県
立
羽
生
実
業
高
校

※
内
容
�
出
展
企
業
の
募
集
と
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー

ル
の
開
設
、
運
営
。

○
キ
ャ
リ
ア
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ

・
株
式
会
社
浦
野
建
具

・
県
立
進
修
館
高
校

※
内
容
�
ジ
ョ
ブ
シ
ャ
ド
ウ
と
実
践
を

組
み
合
せ
た
独
自
の
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
体
験
活
動
。

○
梨
を
使
っ
た
お
菓
子
づ
く
り

・
野
口
梨
園

・
県
立
蓮
田
松
韻
高
校

※
内
容
�
特
産
品
の
梨
を
使
っ
た
お
菓

子
の
企
画
・
製
作
・
販
売
ま
で

の
一
連
の
活
動
を
行
う
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
実
践
。

○
高
校
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
3
日
間

・
株
式
会
社
井
上
鉄
工
所

・
県
立
大
宮
工
業
高
校

※
内
容
�
作
業
内
容
の
み
で
な
く
、
毎

日
の
社
長
講
和
や
、
製
造
に
関

係
す
る
品
質
管
理
ま
で
行
う
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
。

○
就
労
体
験
活
動
推
進
事
業

・
柳
下
生
コ
ン
株
式
会
社

・
県
立
和
光
高
校

※
内
容
�
身
だ
し
な
み
や
マ
ナ
ー
、
言

葉
使
い
や
接
客
等
か
ら
進
路
意

識
を
向
上
さ
せ
る
体
験
活
動
。

本
会
は
こ
れ
か
ら
も
人
材
育
成
の
た

め
の
本
県
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
支
援
し
て

い
く
所
存
で
あ
る
。
会
員
の
皆
様
方
に

も
ご
協
力
を
賜
り
た
い
。
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も
の
つ
く
り
大
学
と
本
会
が
共
催
し
、

埼
玉
県
、
埼
玉
県
教
育
委
員
会
が
後
援

し
た
「
平
成
二
六
年
度
も
の
つ
く
り
大

学
特
別
公
開
講
座
」
が
二
月
二
〇
日
㈮
、

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
で
開
催
さ
れ
、
高

校
生
を
含
む
一
七
〇
名
の
方
々
が
参
加

し
た
。
こ
の
講
座
は
、
も
の
つ
く
り
大

学
と
本
会
が
地
域
社
会
へ
の
貢
献
活
動

と
し
て
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
今
回

で
十
一
回
目
の
開
催
と
な
っ
た
。

開
講
に
あ
た
り
、
ま
ず
も
の
つ
く
り

大
学
の
石
岡
慎
太
郎
理
事
長
よ
り
主
催

者
挨
拶
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、「
僕
は
ミ

ド
リ
ム
シ
で
世
界
を
救
う
こ
と
に
決
め

ま
し
た
」
と
題
し
て
、
株
式
会
社
ユ
ー

グ
レ
ナ
代
表
取
締
役
社
長

出
雲

充

氏
よ
り
講
演
が
行
わ
れ
た
。

出
雲
氏
は
二
〇
〇
五
年
八
月
に
ユ
ー

グ
レ
ナ
を
創
業
し
、
同
年
十
二
月
に
世

界
初
と
な
る
ミ
ド
リ
ム
シ
の
食
用
屋
外

大
量
培
養
に
成
功
。
ミ
ド
リ
ム
シ
配
合

の
栄
養
食
品
や
化
粧
品
の
製
造
販
売
の

ほ
か
、
ミ
ド
リ
ム
シ
か
ら
ジ
ェ
ッ
ト
燃

料
を
製
造
す
る
研
究
開
発
を
手
掛
け
、

大
き
な
注
目
を
集
め
て
い
る
。

ミ
ド
リ
ム
シ
を
扱
う
き
っ
か
け
に
な

っ
た
の
は
、
東
京
大
学
一
年
の
夏
に
訪

れ
た
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
。「
子
ど
も
た
ち

は
、
タ
ン
パ
ク
質
が
不
足
し
、
栄
養
失

調
で
お
腹
が
膨
れ
て
い
た
。
栄
養
失
調

の
人
は
世
界
で
一
〇
億
人
お
り
、
何
と

か
救
え
な
い
も
の
か
と
、
東
京
大
学
の

文
系
か
ら
農
学
部
に
転
部
し
、
栄
養
に

つ
い
て
勉
強
す
る
よ
う
に
な
っ
た
」

地
球
環
境
が
悪
化
の
一
途
を
辿
り
、

農
地
が
絶
対
的
に
不
足
し
て
い
る
状
況

で
、
何
か
栄
養
価
の
高
い
食
べ
物
を
増

産
し
な
け
れ
ば
―
。
そ
ん
な
中
、
後
輩

の
鈴
木
健
吾
氏（
ユ
ー
グ
レ
ナ
取
締
役
）

か
ら
ミ
ド
リ
ム
シ
を
紹
介
さ
れ
た
。
研

究
に
研
究
を
重
ね
、
沖
縄
県
石
垣
島
で

屋
外
の
大
量
培
養
に
成
功
し
た
。

し
か
し
、
順
風
満
々
と
は
い
か
な
か

っ
た
。
販
売
先
を
探
し
て
企
業
に
営
業

を
か
け
る
も
、
ミ
ド
リ
ム
シ
の
販
売
実

績
先
が
な
い
と
い
う
理
由
で
二
年
間
、

五
〇
〇
社
に
断
ら
れ
続
け
、
会
社
は
破

産
寸
前
ま
で
追
い
込
ま
れ
た
。

初
め
て
商
談
が
成
立
し
た
の
は
、
五

〇
一
社
目
の
伊
藤
忠
商
事
だ
っ
た
。
そ

の
後
、
ミ
ド
リ
ム
シ
を
活
用
し
て
み
た

い
と
い
う
企
業
が
増
加
し
、
会
社
は
急

成
長
、
二
〇
一
二
年
十
二
月
に
マ
ザ
ー

ズ
上
場
、
そ
し
て
そ
の
二
年
後
に
東
証

一
部
上
場
を
果
た
し
た
。

出
雲
氏
は
何
事
に
も
一
番
を
目
指
す

べ
き
と
述
べ
「
一
〇
〇
回
や
っ
て
も
成

功
率
は
一
％
で
も
、
確
率
上
四
五
九
回

や
れ
ば
成
功
率
は
九
九
％
に
な
る
。
成

功
す
る
ま
で
何
度
で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
姿
勢
を
保
持
し
続
け
る
こ
と
。
こ
れ

が
最
も
大
事
だ
」
と
力
を
込
め
た
。

世
界
の
食
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を

解
決
し
よ
う
と
呼
び
か
け
る
出
雲
氏
の

強
い
想
い
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
の
重
要

性
を
説
く
熱
い
呼
び
か
け
に
多
く
の
聴

衆
が
魅
了
さ
れ
た
素
晴
ら
し
い
講
演
で

あ
っ
た
。

な
お
、
出
雲
氏
は
、
講
演
終
了
後
、

高
校
生
、
大
学
生
等
か
ら
の
質
問
に
も
、

分
か
り
や
す
く
か
つ
丁
寧
に
お
答
え
い

た
だ
い
た
。

最
後
に
も
の
つ
く
り
大
学
稲
永
忍
学

長
の
閉
会
挨
拶
に
よ
り
本
講
座
は
盛
会

裏
に
終
了
し
た
。

そ
の
後
、
講
師
控
え
室
で
高
校
生
が

出
雲
充
氏
と
語
り
合
う
姿
も
み
ら
れ
る

な
ど
、
と
て
も
有
意
義
な
公
開
講
座
と

な
っ
た
。

◇
講
師
出
雲
充
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

東
京
大
学
農
学
部
卒
業
後
、
二
〇
〇

二
年
東
京
三
菱
銀
行
入
行
。
二
〇
〇
五

年
八
月
株
式
会
社
ユ
ー
グ
レ
ナ
を
創
業
。

同
年
十
二
月
、
世
界
初
と
な
る
ミ
ド
リ

ム
シ
の
食
用
屋
外
大
量
培
養
に
成
功
。

二
〇
一
四
年
十
二
月
東
京
証
券
取
引
所

第
一
部
上
場
。
現
在
、
ミ
ド
リ
ム
シ
配

合
の
栄
養
食
品
や
化
粧
品
の
製
造
販
売

の
ほ
か
、
ミ
ド
リ
ム
シ
か
ら
航
空
機
向

け
バ
イ
オ
燃
料
を
製
造
す
る
研
究
開
発

を
推
進
中
。
米
国
石
油
大
手
シ
ェ
ブ
ロ

ン
か
ら
技
術
供
与
を
受
け
、
バ
イ
オ
燃

料
プ
ラ
ン
ト
を
国
内
に
建
設
。
二
〇
一

八
年
ま
で
の
稼
動
を
目
指
し
て
い
る
。

二
〇
一
二
年
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム

ヤ
ン
グ
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
に
選
出
。

二
〇
一
五
年
一
月
、
起
業
家
を
後
押

し
す
る
た
め
政
府
が
創
設
し
た
日
本
ベ

ン
チ
ャ
ー
大
賞
（
総
理
大
臣
賞
）
第
一

号
を
受
賞
。

平
成
二
六
年
度
も
の
つ
く
り
大
学
特
別
公
開
講
座

「
僕
は
ミ
ド
リ
ム
シ
で
世
界
を
救
う
こ
と
に
決
め
ま

し
た
」
と
題
し
、
㈱
ユ
ー
グ
レ
ナ
代
表
取
締
役
社
長

出
雲
充
氏
が
講
演
〜
高
校
生
、
教
育
関
係
者
、
企

業
関
係
者
、
県
民
な
ど
一
七
〇
名
が
参
加
し
開
催

高校生からの質問にもわかりやすく回答された閉会挨拶を行う
稲永忍ものつくり大学学長

平成26年度ものつくり大学特別公開講座

特別公開講座終了後、控え室で高校生と
語り合う出雲氏（右から2人目）

開会挨拶をする石岡慎太郎
ものつくり大学理事長

講演する出雲充氏
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春
季
地
区
協
議
会

「『
春
季
労
使
交
渉
に
臨
む
経
営
側
の
基
本
姿
勢
』と

『
勝
て
る
営
業
戦
略
』
の
二
テ
ー
マ
で
開
催

―
西
部
地
区
協
議
会

秋
季
の
中
部
地
区
協
議
会
は
十
二
月
九

日
㈫
、
午
後
か
ら
関
東
グ
リ
コ
㈱
・
北
本

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
を
会
場
に
お
借
り
し
、
四

三
名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。

会
は
、
宮
澤
政
信
本
会
副
会
長
・
中
部

地
区
協
議
会
議
長
（
マ
ル
キ
ユ
ー
㈱
代
表

取
締
役
社
長
）
が
開
会
挨
拶
。
事
務
局
報

告
に
続
い
て
、
関
東
グ
リ
コ
㈱
の
松
下
明

信
代
表
取
締
役
社
長
か
ら
歓
迎
挨
拶
な
ら

び
に
概
要
説
明
を
頂
い
た
。

関
東
グ
リ
コ
は
江
崎
グ
リ
コ
の
菓
子
部

門
に
お
け
る
中
核
工
場
と
し
て
、
北
本
市

で
平
成
二
四
年
四
月
一
日
か
ら
本
格
稼
動

し
、
稼
動
か
ら
三
年
目
を
迎
え
た
。
三
万

四
千
坪
の
敷
地
に
最
新
鋭
の
機
械
設
備
を

擁
し
、
グ
リ
コ
の
主
力
ブ
ラ
ン
ド
、
ポ
ッ

キ
ー
や
プ
リ
ッ
ツ
を
製
造
し
て
い
る
。
工

場
併
設
の
見
学
施
設
「
グ
リ
コ
ピ
ア
イ
ー

ス
ト
」
も
同
年
秋
か
ら
オ
ー
プ
ン
し
、
年

間
八
万
人
、
二
年
間
で
一
六
万
人
が
訪
れ

る
人
気
見
学
施
設
と
な
っ
て
い
る
。

概
要
説
明
に
続
き
、
参
加
者
は
三
班
に

分
か
れ
「
グ
リ
コ
ピ
ア
イ
ー
ス
ト
」
を
見

学
し
た
。
見
学
に
は
専
任
ア
テ
ン
ダ
ン
ト

が
随
行
し
、
一
階
の
グ
リ
コ
タ
ウ
ン
に
て

珍
し
い
グ
リ
コ
の
自
動
販
売
機
や
一
五
〇

〇
点
に
及
ぶ
お
ま
け
の
お
も
ち
ゃ
が
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
と
し
て
展
示
さ
れ
、
参
加
者
は

年
代
別
に
展
示
さ
れ
た
お
も
ち
ゃ
を
興
味

深
げ
に
覗
き
こ
ん
で
い
た
。
さ
ら
に
映
像

施
設
の
カ
レ
ッ
ジ
ホ
ー
ル
で
は
、
創
業
者

江
崎
利
一
の
物
語
や
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
が
で

き
る
ま
で
の
上
映
を
見
学
、
そ
の
後
、
ポ

ッ
キ
ー
と
プ
リ
ッ
ツ
の
製
造
ラ
イ
ン
を
見

学
し
、
最
新
鋭
の
機
械
が
な
ら
ぶ
工
場
に

感
心
し
て
い
た
。

工
場
見
学
後
は
関
東
グ
リ
コ
の
松
下
明

信
社
長
が
、「
関
東
グ
リ
コ
㈱
（
北
本
フ

ァ
ク
ト
リ
ー
）の
コ
ン
セ
プ
ト
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
講
演
。
立
地
の
経
緯
、
工
場
の

コ
ン
セ
プ
ト
、
人
材
育
成
へ
の
取
組
状
況

な
ど
の
紹
介
を
い
た
だ
い
た
。

松
下
社
長
は
、
関
東
グ
リ
コ
・
北
本
フ

ァ
ク
ト
リ
ー
の
使
命
は
「
圧
倒
的
競
争
優

位
性
（
品
質
面
・
コ
ス
ト
面
）
を
発
揮
し

て
、
世
界
の
グ
リ
コ
を
牽
引
す
る
フ
ラ
ッ

グ
シ
ッ
プ
工
場
に
な
る
こ
と
」。
コ
ン
セ

プ
ト
と
し
て
は
、
①
大
消
費
地
域
立
地
の

大
規
模
工
場
、
②
生
産
性
と
多
様
性
を
両

立
す
る
工
場
、
③
環
境
配
慮
性
の
高
い
工

場
、
④
品
質
保
証
力
の
高
い
工
場
と
紹
介

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
具
体
的
な
事
例
を
説
明

さ
れ
た
。

団
体
で
の
見
学
は
半
年
先
で
も
予
約
が

難
し
い
関
東
グ
リ
コ
で
開
催
さ
れ
た
今
回

の
中
部
地
区
協
議
会
は
、
関
心
も
高
く
多

く
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
、
申
込
締
切
り

前
に
定
員
満
了
と
な
る
盛
会
な
協
議
会
と

な
っ
た
。

西
部
地
区
協
議
会
は
二
月
二
日
㈪
、
川

越
の
東
上
パ
ー
ル
ビ
ル
ヂ
ン
グ
で
会
員
三

三
名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。

ま
ず
講
演
一
と
し
て
、「
春
季
労
使
交

渉
に
臨
む
経
営
側
の
基
本
姿
勢
」
と
題
し

て
、
経
団
連
事
業
サ
ー
ビ
ス
人
事
賃
金
セ

ン
タ
ー
長
平
田
武
氏
よ
り
二
〇
一
五
年
版

経
営
労
働
政
策
委
員
会
報
告
の
解
説
が
行

わ
れ
た
。

■
講
演
の
ポ
イ
ン
ト

◇
労
使
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
対
話
の
更
な

る
促
進

・
良
好
で
安
定
し
た
労
使
関
係
は
わ
が
国

企
業
の
経
営
上
の
強
み
で
あ
り
、
競
争

力
の
源
泉
。
労
使
間
の
活
発
な
議
論
を

通
じ
て
課
題
認
識
を
共
有
し
な
が
ら
競

争
力
の
強
化
を
図
る
こ
と
が
重
要
。

・
労
使
自
治
を
有
効
に
機
能
さ
せ
て
い
く

う
え
で
も
、
春
季
労
使
交
渉
・
協
議
の

場
を
活
か
す
。

◇
総
額
人
件
費
管
理
の
基
本
的
考
え
方

・
総
額
人
件
費
と
は
企
業
が
従
業
員
を
雇

用
す
る
た
め
に
支
出
し
て
い
る
全
て
の

費
用
。
そ
の
原
資
は
企
業
の
生
み
出
す

付
加
価
値
で
あ
る
。
自
社
の
付
加
価
値

額
の
増
加
率
や
今
後
の
見
通
し
な
ど
を

踏
ま
え
て
決
定
す
る
こ
と
が
肝
要
で
所

定
内
給
与
の
水
準
引
上
げ
は
総
額
人
件

費
そ
の
も
の
を
大
き
く
増
大
さ
せ
る
こ

と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

◇
二
〇
一
四
年
春
季
労
使
交
渉
・
協
議
の

総
括

・
経
営
環
境
が
改
善
し
、
企
業
業
績
が
急

速
に
改
善
す
る
な
か
で
行
わ
れ
、
デ
フ

レ
か
ら
の
脱
却
と
持
続
的
な
経
済
成
長

の
実
現
に
向
け
て
、
従
来
以
上
に
社
会

的
意
義
が
高
ま
る
労
使
交
渉
・
協
議
と

な
っ
た
。

・
政
労
使
会
議
に
お
け
る
共
通
認
識
も
踏

ま
え
、
企
業
労
使
が

議
論
を
尽
く
し
た
結

果
、
多
く
の
企
業
で

何
ら
か
の
賃
金
の
引

上
げ
が
行
わ
れ
た
。

・
大
手
の
月
例
賃
金
の

引
上
げ
額
は
十
六
年

ぶ
り
に
七
〇
〇
〇
円

を
上
回
り
、
引
上
げ

率
も
十
五
年
ぶ
り
に

二
％
超
の
水
準
と
な

っ
た
。
中
小
の
引
上

げ
率
は
十
三
年
ぶ
り

に
一
・
七
％
を
上
回
っ
た
。

・
基
本
給
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
し
た
企
業

に
お
い
て
は
、
具
体
的
な
措
置
と
し
て

「
一
律
定
額
配
分
」
の
ほ
か
、「
若
年
層

（
三
〇
歳
程
度
ま
で
）へ
の
重
点
配
分
」、

「
職
務
・
資
格
別
に
配
分
」
な
ど
、
自

社
の
実
態
に
適
う
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
が

と
ら
れ
た
。

・
労
使
自
治
の
原
則
の
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の

企
業
に
お
い
て
多
様
か
つ
創
意
工
夫
に

満
ち
た
対
応
が
と
ら
れ
た
こ
と
が
意
義

で
あ
っ
た
と
評
価
で
き
る
。

・
近
年
に
な
い
賃
金
の
引
上
げ
は
、
消
費

税
率
引
上
げ
に
伴
う
駆
け
込
み
需
要
の

反
動
減
緩
和
に
一
定
程
度
、
寄
与
し
て

い
る
。

◇
経
営
側
の
基
本
ス
タ
ン
ス
〜
経
済
の
好

循
環
へ
の
貢
献

・「
経
済
の
好
循
環
実
現
に
向
け
た
政
労

使
会
議
」
で
共
通
認
識
が
取
り
ま
と
め

ら
れ
た
。
経
団
連
と
し
て
も
、
企
業
収

益
の
持
続
的
な
拡
大
を
図
り
、
今
次
交

渉
・
協
議
に
お
け
る
賞
与
や
手
当
を
含

め
た
賃
金
の
引
上
げ
を
目
指
し
、
会
員

企
業
に
呼
び
か
け
る
こ
と
を
表
明
し
た
。

ま
た
、
引
き
続
き
取
引
の
適
正
化
や
取

引
企
業
の
生
産
性
向
上
等
に
資
す
る
支

秋
季
地
区
協
議
会

関
東
グ
リ
コ
㈱
・
北
本
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
の
見
学
を
実
施

―
中
部
地
区
協
議
会
開
催

開会挨拶する
宮澤政信副会長・
中部地区協議会議長

グリコピアイースト見学

関東グリコ（北本ファクトリー）のコンセプトについての講演

経団連事業サービ
ス人事賃金センタ
ー長 平田武氏

西部地区協議会

歓迎挨拶する
松下明信代表取締役
社長

㈱インサイト経営
代表取締役
飯塚英太郎氏
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「『
春
季
労
使
交
渉
に
臨
む
経
営
側
の
基
本
姿
勢
』と『
ベ

テ
ラ
ン
社
員
を
い
か
に
動
か
す
か
』の
二
テ
ー
マ
で
開
催

―
南
部
地
区
協
議
会

「『
春
季
労
使
交
渉
に
臨
む
経
営
側
の
基
本
姿
勢
』と『�
ち

ょ
こ
っ
と
�改
善
が
企
業
を
変
え
る
』の
二
テ
ー
マ
で
開
催

―
中
部
地
区
協
議
会

援
・
協
力
な
ど
、
総
合
的
に
取
り
組
ん

で
い
く
姿
勢
を
明
ら
か
に
し
た
。

・
企
業
労
使
は
、
こ
う
し
た
マ
ク
ロ
的
な

認
識
や
、
春
季
労
使
交
渉
・
協
議
に
対

す
る
社
会
的
な
期
待
の
大
き
さ
を
踏
ま

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

◇
経
営
側
の
基
本
ス
タ
ン
ス
〜
今
次
労
使

交
渉
・
協
議
に
向
け
て

・
賃
金
等
の
労
働
条
件
は
、
企
業
労
使
が

徹
底
的
に
議
論
し
た
う
え
で
、
総
額
人

件
費
の
適
切
な
管
理
の
も
と
、
自
社
の

支
払
能
力
に
基
づ
き
決
定
す
る
こ
と
が

原
則
で
あ
る
。

・
経
済
の
好
循
環
二
巡
目
を
回
し
て
い
く

た
め
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
収
益
が

拡
大
し
て
い
る
企
業
の
よ
り
積
極
的
な

対
応
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
設
備
投

資
や
研
究
開
発
投
資
、
雇
用
の
拡
大
な

ど
と
あ
わ
せ
て
、
賃
金
の
引
上
げ
を
前

向
き
に
検
討
す
る
こ
と
が
強
く
期
待
さ

れ
る
。

続
い
て
講
演
二
は
、「
勝
て
る
営
業
戦

略
」
と
題
し
て
、
営
業
戦
略
支
援
の
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
で
あ
る
㈱
イ
ン
サ
イ

ト
経
営

代
表
取
締
役
の
飯
塚
英
太
郎
氏

よ
り
講
演
が
行
わ
れ
た
。

■
講
演
の
ポ
イ
ン
ト

・
戦
略
な
き
営
業
マ
ン
の
活
動
は
、
訪
問

先
は
行
き
や
す
い
、
会
っ
て
く
れ
や
す

い
と
こ
ろ
へ
、
行
動
目
的
は
人
間
関
係

構
築
と
い
う
仕
事
を
無
視
し
た
雑
談
、

行
動
の
重
点
は
当
月
受
注
へ
の
偏
重
、

当
日
ア
ポ
と
い
う
傾
向
が
見
ら
れ
る
な

ど
、
成
り
行
き
営
業
と
な
っ
て
い
る
ケ

ー
ス
が
多
い
。

・
ま
た
、
こ
う
し
た
営
業
マ
ン
は
自
社
の

強
み
、
競
合
の
動
き
も
知
ら
ず
、
ま
し

て
や
自
分
の
数
値
目
標
さ
え
正
確
に
把

握
し
て
い
な
い
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

・
ま
た
、
営
業
マ
ン
を
管
理
・
指
導
す
べ

き
営
業
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
見
込
案
件
の
動

き
を
把
握
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
潜
在
顧

客
の
存
在
を
知
ら
な
い
た
め
、
あ
る
べ

き
数
値
目
標
の
立
案
が
で
き
な
い
ケ
ー

ス
が
多
い
。

・
営
業
幹
部
の
使
命
は
、
市
場
を
把
握
し
、

売
り
や
す
い
仕
掛
け（
営
業
戦
略
）づ
く

り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
担
当
エ
リ
ア
に

お
い
て
経
営
資
源
を
活
用
し
、
市
場
の

維
持
・拡
大
を
図
っ
て
い
く
こ
と
に
あ
る
。

・
こ
う
し
た
営
業
戦
略
が
不
在
の
た
め
、

営
業
マ
ン
は
、
す
ぐ
に
値
引
き
し
て
し

ま
う
、
キ
ー
マ
ン（
経
営
者
）に
会
え
な

い
、
顧
客
と
信
頼
関
係
は
作
れ
な
い
と

い
う
三
つ
の
大
き
な
課
題
を
抱
え
て
い
る
。

・
戦
略
づ
く
り
の
た
め
の
第
一
の
前
提
条

件
と
し
て
は
、
一
ヵ
月
は
三
〇
日
に
あ

ら
ず
、
他
の
予
定
も
考
慮
す
る
と
平
均

し
て
一
〇
程
度
し
か
営
業
日
数
が
な
い

と
い
う
認
識
を
も
つ
こ
と
で
あ
る
。

・
戦
略
づ
く
り
の
た
め
の
第
二
の
前
提
条

件
は
、「
目
標
数
値
か
ら
見
込
案
件
を

逆
算
し
て
不
足
分
を
把
握
す
る
」、「
見

込
案
件
の
受
注
予
定
か
ら
逆
算
し
確
度

を
高
め
る
」、「
新
規
開
拓
を
顧
客
ラ
ン

ク
か
ら
逆
算
し
案
件
化
の
確
度
を
高
め

る
」
と
い
う
逆
算
志
向
を
根
付
か
せ
る

こ
と
で
あ
る
。

・
高
業
績
営
業
は
逆
算
し
た
訪
問
活
動
計

画
の
立
案
・
活
動
と
深
堀
や
新
規
活
動

を
計
画
的
に
行
い
競
合
か
ら
受
注
を
獲

得
す
る
と
い
う
特
長
を
有
し
て
い
る
。

南
部
地
区
協
議
会
は
二
月
四
日
㈬
、
川

口
文
化
セ
ン
タ
ー
・
リ
リ
ア
で
会
員
三
三

名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。

ま
ず
、
牛
窪
啓
詞
本
会
副
会
長
・
南
部

地
区
協
議
会
議
長
の
開
会
挨
拶
が
行
わ
れ
、

そ
の
後
、
講

演
一
と
し
て
、

「
春
季
労
使

交
渉
に
臨
む

経
営
側
の
基

本
姿
勢
」
と

題
し
て
、
経

団
連
事
業
サ

ー
ビ
ス
人
事

賃
金
セ
ン
タ

ー
長
平
田
武

氏
よ
り
二
〇

一
五
年
版
経

営
労
働
政
策
委
員
会
報
告
の
解
説
が
行
わ

れ
た
。（
講
演
の
ポ
イ
ン
ト
は
西
部
地
区
協

議
会
ご
参
照
）

続
い
て
講
演
二
は
、「
ベ
テ
ラ
ン
社
員
を

い
か
に
動
か
す
か
〜
い
か
に
懐
へ
入
り
込

み
、
信
頼
関
係
を
築
く
の
か
」
と
題
し
て
、

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ
㈱
パ
ー
ト
ナ
ー
エ
グ
ゼ

ク
テ
ィ
ブ
コ
ー
チ

Ｂ
Ｃ
Ｓ
認
定
プ
ロ
フ

ェ
シ
ョ
ナ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ
の
安
室
元

博
氏
よ
り
講
演
が
行
わ
れ
た
。

■
講
演
の
ポ
イ
ン
ト

・
ベ
テ
ラ
ン
社
員
に
つ
い
て
困
っ
て
い
る

こ
と
と
し
て
は
、「
年
下
の
上
司
に
つ

い
た
こ
と
で
や
る
気
が
感
じ
ら
れ
な

い
」、「
愚
痴
や
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
発
言
が

目
立
つ
」、「
自
分
の
や
り
方
に
固
執
し

何
度
も
注
意
し
て
も
聴
く
耳
を
も
た
な

い
」、「
目
標
設
定
が
で
き
な
い
、
目
標

と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
い
っ
た

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

・
一
方
ベ
テ
ラ
ン
社
員
を
も
っ
た
年
下
上

司
の
本
音
と
し
て
は
、「
経
験
豊
富
な
ベ

テ
ラ
ン
社
員
と
の
接
し
方
に
戸
惑
い
が

あ
る
」、「
ど
う
し
た
ら
意
欲
を
も
っ
て

働
い
て
も
ら
え
る
の
か
わ
か
ら
な
い
」、

「
こ
ち
ら
の
言
う
こ
と
に
耳
を
貸
さ
な

い
」
と
い
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

・
ベ
テ
ラ
ン
社
員
の
タ
イ
プ
別
対
応
策
と

し
て
は
以
下
の
よ
う
な
点
を
あ
げ
る
こ

と
が
で
き
る
。

◇
メ
ン
ツ
に
こ
だ
わ
る
「
左
遷
・
降
格
タ

イ
プ
」（
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
へ
の
不

安
）
↓
「
承
認
す
る
」

◇
立
場
の
変
化
に
戸
惑
う
「
定
年
後
再
就

職
タ
イ
プ
」（
自
分
の
ペ
ー
ス
で
ゆ
っ

く
り
働
き
た
い
）
↓
ど
ん
な
仕
事
に
向

い
て
い
る
か
を
見
極
め
納
得
し
た
仕
事

を
任
せ
る
。

◇
出
世
に
縁
が
な
い
「
万
年
非
管
理
職
タ

イ
プ
」（
仕
事
は
失
敗
し
な
け
れ
ば
）

↓
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
と
向
き
合
わ
せ
る
。

◇
苦
労
を
乗
り
越
え
て
き
た
「
雇
用
均
等

法
第
一
世
代
タ
イ
プ
」
↓
右
腕
に
な
っ

て
も
ら
う
。

◇
変
化
と
は
無
縁
で
き
た
「
一
般
事
務
Ｏ

Ｌ
歴
二
〇
年
超
タ
イ
プ
」
↓
キ
ャ
リ
ア

形
成
を
考
え
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
支
援

す
る
。

◇
家
計
を
支
え
る
「
パ
ー
ト
マ
マ
タ
イ

プ
」
↓
会

社
の
方
針

等
を
キ
チ

ン
と
伝
え
、

意
見
に
耳

を
傾
け
る
。

・
ベ
テ
ラ
ン

社
員
に
対

し
て
リ
ー

ダ
ー
が
心

が
け
る
こ

と
と
し
て

は
、「
謙
虚

な
姿
勢
で

あ
る
こ
と
」、

「
相
手
を

尊
重
す
る
こ
と
」
こ
の
二
点
が
特
に
重

要
で
あ
る
。

・
ベ
テ
ラ
ン
社
員
を
動
か
す
ア
イ
デ
ア
と

し
て
は
、
普
段
の
関
り
の
な
か
で
、「
存

在
感
」、「
達
成
感
」、「
充
実
感
」、「
自

己
決
定
感
」
と
い
っ
た
内
的
動
機
付
け

を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

・
具
体
的
取
り
組
み
と
し
て
は
、
①
「
承

認
」
に
よ
り
組
織
の
中
で
の
「
存
在
価

値
」
を
認
識
し
て
も
ら
う
、
②
こ
れ
ま

で
の
キ
ャ
リ
ア
や
経
験
か
ら
得
意
分
野

や
強
み
を
再
確
認
す
る
、
③
ノ
ウ
ハ
ウ

を
若
手
社
員
の
教
育
に
生
か
す
な
ど
の

経
験
知
の
伝
承
、
④
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
諦
め
な
い
こ
と
等
が
あ
る
。

中
部
地
区
協
議
会
は
二
月
五
日
㈭
、
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
内
の
研
修
室
で
会
員

二
七
名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。

ま
ず
、
宮
澤
政
信
本
会
副
会
長
・
中
部

地
区
協
議
会
議
長
の
開
会
挨
拶
が
行
わ
れ
、

そ
の
後
、
講
演
一
と
し
て
、「
春
季
労
使 開会挨拶をする

牛窪啓詞副会長・
南部地区協議会議長

講演する安室元博氏

南部地区協議会
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「『
春
季
労
使
交
渉
に
臨
む
経
営
側
の
基
本
姿
勢
』と『
な
ぜ
人
は
不
正
に

走
る
の
か
〜
今
企
業
に
求
め
ら
れ
る
経
営
倫
理
』の
二
テ
ー
マ
で
開
催

―
北
部
地
区
協
議
会

交
渉
に
臨
む
経
営
側
の
基
本
姿
勢
」
と
題

し
て
、
経
団
連
事
業
サ
ー
ビ
ス
人
事
賃
金

セ
ン
タ
ー
長
平
田
武
氏
よ
り
二
〇
一
五
年

版
経
営
労
働
政
策
委
員
会
報
告
の
解
説
が

行
わ
れ
た
。（
講
演
の
ポ
イ
ン
ト
は
西
部
地

区
協
議
会
ご
参
照
）

続
い
て
講
演
二
は
、「�
ち
ょ
こ
っ
と
�

改
善
が
企
業
を
変
え
る
〜
大
き
な
変
革
を

実
現
す
る
ヒ
ン
ト
」
と
題
し
て
、
現
場
改

善
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

慶
応
義
塾
大
学
大

学
院
経
営
学
研
究
科

特
別
招
聘
教
授

工
学
博
士

技
術
士
（
経
営
工
学
）
の
柿

内
幸
夫
氏
よ
り
講
演
が
行
わ
れ
た
。

■
講
演
の
ポ
イ
ン
ト

・
日
本
の
製
造
業
の
力
が
低
下
し
た
理
由

と
し
て
、
ア
ナ
ロ
グ
時
代
に
日
本
の
強

み
で
あ
っ
た
「
す
り
合
わ
せ
の
技
術
」

が
い
ら
な
く
な
っ
た
か
ら
と
い
わ
れ
て

い
る
が
、
本
当
は
日
本
の
強
み
は
「
知

の
す
り
合
わ
せ
」
に
あ
る
。

・「
知
の
す
り
合
わ
せ
」と
は
社
長
も
役
員

も
管
理
職
も
担
当
者
も
パ
ー
ト
タ
イ
マ

ー
も
、
そ
し
て
製
造
も
設
計
も
営
業
も

調
達
も
、
み
ん
な
が
現
場
で
現
物
を
前

に
し
て
、
自
分
の
役
割
や
や
り
た
い
こ

と
を
語
る
、
そ
う
い
う
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ

ガ
ヤ
を
通
じ
て
、
経
営
を
変
え
る
ア
イ

デ
ア
や
や
る
気
を
生

み
出
す
、
日
本
に
し

か
で
き
な
い
経
営
改

革
手
法
で
あ
る
。

・
日
本
流
経
営
の
特
質

と
は
、
ロ
ジ
カ
ル
シ

ン
キ
ン
グ
、
経
営
戦

略
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク

な
ど
の
欧
米
流
経
営

と
は
異
な
り
、
ワ
イ

ガ
ヤ
や
す
り
合
わ
せ

で
全
員
が
経
営
に
参

画
す
る
�
お
み
こ
し

経
営
�
に
あ
る
。

・
今
の
時
代
に
取
り
組
む
べ
き
こ
と
は
、

①
生
産
性
向
上
と
同
時
に
在
庫
を
削
減

す
る
こ
と
を
通
じ
て
本
物
の
コ
ス
ト
ダ

ウ
ン
を
図
る
こ
と
、
②
再
発
防
止
で
は

な
く
、
未
然
防
止
に
よ
る
品
質
の
向
上
、

③
情
報
の
共
有
化
と
全
員
の
力
の
結
集

の
三
つ
で
あ
る
。

・
改
善
な
ん
て
古
い
、
今
は
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
だ
と
い
わ
れ
る
が
、
改
善
は
極
め

て
重
要
だ
。
一
〇
〇
人
力
の
天
才
一
人

よ
り
普
通
の
一
〇
〇
人
が
現
場
現
物
で

目
標
を
共
有
化
し
て
正
し
い
改
善
を
コ

ツ
コ
ツ
積
み
上
げ
る
こ
と
の
方
が
強
い
。

・
改
善
に
は
、
高
い
と
こ
ろ
か
ら
全
体
を

見
る
「
鳥
の
目
」、
実
物
を
触
覚
で
触

れ
な
が
ら
確
実
に
見
る
「
虫
の
目
」、

そ
し
て
見
え
な
い
流
れ
を
読
む
「
魚
の

目
」
の
三
つ
の
目
を
持
つ
こ
と
が
不
可

欠
で
あ
る
。

・
改
善
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
チ
ョ
コ

っ
と
し
た
こ
と
を
改
善
提
案
と
し
て
報

告
す
る
の
で
は
な
く
、
チ
ョ
コ
っ
と
し

た
こ
と
を
実
行
し
て
報
告
す
る
こ
と
に

あ
る
。

・
改
善
の
心
に
火
を
つ
け
る
た
め
に
は
以

下
の
四
つ
の
原
則
が
極
め
て
重
要
で
あ

る
。

①
改
善
を
要
求
し
た
り
押
し
付
け
た
り
し

な
く
て
も
、
人
は
困
っ
た
り
不
便
を
感

じ
る
と
い
っ
た
き
っ
か
け
で
自
ら
知
恵

を
出
し
て
改
善
を
実
行
す
る
も
の
で
あ

る
。（
改
善
の
心
に
火
を
つ
け
る
火
種

の
存
在
）

②
自
主
的
に
行
っ
た
た
め
埋
も
れ
た
改
善

が
、
経
営
者
・
管
理
者
に
発
見
さ
れ
褒

め
ら
れ
る
と
、
実
行
し
た
人
は
さ
ら
な

る
改
善
に
対
す
る
や
る
気
が
出
る
。（
改

善
の
心
の
火
種
へ
の
点
火
）

③
人
の
実
行
し
た
改
善
を
見
た
り
、
マ
ネ

し
て
実
行
す
る
こ
と
も
改
善
で
あ
る
と

認
め
る
と
、
改
善
活
動
を
広
げ
る
こ
と

が
で
き
る
。（
改
善
の
心
の
火
の
拡
大
）

④
実
行
し
た
改
善
を
自
分
で
簡
単
に
用
紙

に
記
入
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
す
べ
て

見
え
る
よ
う
に
掲
示
す
る
と
、
経
営
者

及
び
従
業
員
の
全
員
に
す
べ
て
の
改
善

の
情
報
が
伝
わ
り
共
有
化
さ
れ
る
。（
見

え
る
化
に
よ
る
改
善
の
心
の
火
の
成
長
）

北
部
地
区
協
議
会
は
二
月
九
日
㈬
、
マ

ロ
ウ
ド
イ
ン
熊
谷
で
会
員
二
〇
名
が
参
加

し
て
開
催
さ
れ
た
。

ま
ず
、
橋
元
健
本
会
副
会
長
・
北
部
地

区
協
議
会
議
長
の
開
会
挨
拶
が
行
わ
れ
、

そ
の
後
、講
演
一
と
し
て
、「
春
季
労
使
交

渉
に
臨
む
経
営
側
の
基
本
姿
勢
」
と
題
し

て
、
経
団
連
事
業
サ
ー
ビ
ス
人
事
賃
金
セ

ン
タ
ー
長
平
田
武
氏
よ
り
二
〇
一
五
年
版

経
営
労
働
政
策
委
員
会
報
告
の
解
説
が
行

わ
れ
た
。（
講
演
の
ポ
イ
ン
ト
は
西
部
地

区
協
議
会
ご
参
照
）

続
い
て
講
演
二
は
、「
な
ぜ
人
は
不
正

に
走
る
の
か
〜
今
企
業
に
求
め
ら
れ
る
経

営
倫
理
」
と
題
し
て
、
埼
玉
大
学
経
済
学

部

准
教
授

水
村

典
弘

氏
よ
り
講

演
が
行
わ
れ
た
。

■
講
演
の
ポ
イ
ン
ト

・
法
令
上
の
要
求
事
項
と
職
業
人
と
し
て

の
倫
理
観
の
2
つ
の
視
点
か
ら
「
違

法
」
と
「
不
正
」
を
考
え
て
み
る
と
、

「
違
法
」
は
と
も
に
満
た
し
て
い
な
い

が
、「
不
正
」
は
法
令
上
の
要
求
事
項

は
満
た
し
て
い
る
も
の
の
、
職
業
人
と

し
て
の
倫
理
観
を
満
た
し
て
い
な
い
も

の
と
定
義
し
て
不
正
に
つ
い
て
考
え
て

み
た
い
。

・
マ
ス
コ
ミ
で
大
き
く
報
道
さ
れ
た「
㈱

阪
急
阪
神
ホ
テ
ル
ズ
の
メ
ニ
ュ
ー
と
異

な
っ
た
食
材
を
使
用
し
た
問
題
」に
つ

い
て
、調
査
報
告
書
等
で
分
析
す
る
と
、

社
内
調
査
で
抽
出
さ
れ
た
問
題
メ
ニ
ュ

ー
五
一
品
目
の
中

で
、「
優
良
誤
認
表

示
」
の
景
品
表
示

法
違
反
に
問
わ
れ

た
ケ
ー
ス
は
十
一

品
目
に
と
ど
ま
り
、

明
ら
か
に
法
令
違

反
と
ま
で
は
い
え

な
い
が
、
消
費
者

の
立
場
か
ら
見
て

提
供
を
受
け
る
料

理
の
選
択
に
お
い

て
、
不
当
な
影
響

を
与
え
得
る
可
能

性
の
あ
る
「
不
適
切
表
示
」
が
四
〇
品

目
と
圧
倒
的
に
多
く
な
っ
て
い
る
。

・
ま
た
「
不
適
切
表
示
」
の
発
生
原
因
と

し
て
は
、
商
品
知
識
の
不
足
、
食
品
・

食
材
に
関
す
る
法
令
等
の
知
識
不
足
が

大
半
で
あ
り
、
そ
の
背
景
と
し
て
行
政

サ
イ
ド
で
の
法
令
の
趣
旨
・
内
容
の
不

徹
底
、
監
視
指
導
体
制
の
未
整
備
が
あ

げ
ら
れ
る
。

・
阪
急
阪
神
ホ
テ
ル
ズ
の
問
題
は
マ
ス
コ

ミ
に
大
き
く
と
り
あ
が
ら
れ
、
社
長
が

辞
任
す
る
事
態
に
ま
で
至
っ
た
が
、
実

は
こ
の
真
因
に
は
形
骸
化
し
た
対
応
な

ど
の
「
行
政
の
死
角
」
が
大
き
く
影
響

し
て
い
る
。

・
こ
の
事
例
の
よ
う
に
、
不
正
の
研
究
か

ら
は
、
意
図
的
で
な
く
、
行
動
は
結
果

と
し
て
倫
理
的
で
な
い
「
意
図
せ
ぬ
不

正
」
が
大
き
な
テ
ー
マ
と
な
り
、
こ
の

要
因
と
し
て
は
、
個
人
的
・
組
織
的
に

様
々
な
要
因
が
考
え
ら
れ
る
。

・
最
後
に
、
今
求
め
ら
れ
経
営
倫
理
と
し

て
は
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
レ
ベ
ル
か
ら
現

場
レ
ベ
ル
ま
で
の
各
層
の
意
思
決
定
の

根
幹
に
�
真
っ
当
な
利
益
�
の
確
保
を

お
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

中部地区協議会
開
会
挨
拶
を
す
る
宮
澤
政
信
副
会
長
・

中
部
地
区
協
議
会
議
長

講
演
す
る
柿
内
幸
夫
氏

北部地区協議会

開会挨拶をする
橋元健本会副会長・
北部地区協議会議長

埼玉大学経済学部
准教授 水村典弘氏
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平
成
二
六
年
度
第
十
三
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

『
二
〇
一
五
年
の
世
界
経
済
、日
本
経
済
を
展
望
す

る
』と
題
し
て
、㈱
第
一
生
命
経
済
研
究
所
経
済

調
査
部
主
席
エコ
ノ
ミ
ス
ト
永
濱
利
廣
氏
が
講
演

平
成
二
六
年
度
第
十
四
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

『
な
ぜ
教
育
に
科
学
的
根
拠
が
必
要
か
〜
科
学
的
な
エ
ビ
デ

ン
ス
に
基
づ
く
教
育
政
策
と
は
』と
題
し
て
、慶
應
義
塾
大
学

准
教
授
中
室
牧
子
氏
が
講
演

―
本
会
、埼
玉
県
教
育
委
員
会
、埼
玉
県
市
町
村
教
育
委
員

会
連
合
会
、埼
玉
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の
四
者
共
催
で
開
催

平
成
二
六
年
度
第
一
三
回
の
ト
ッ
プ

セ
ミ
ナ
ー
は
、
十
二
月
二
四
日
㈬
十
四

時
か
ら
十
六
時
ま
で
、
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ

ィ
ビ
ル
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

日
本
を
代
表
す
る
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
お

一
人
で
政
府
委
員
を
は
じ
め
、
各
方
面

で
活
躍
さ
れ
て
い
る

株
式
会
社
第
一

生
命
経
済
研
究
所

経
済
調
査
部

主

席
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト

永
濱

利
廣

氏

を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、「
二
〇
一

五
年
の
世
界
経
済
、
日
本
経
済
を
展
望

す
る
」
と
題
し
て
開
催
さ
れ
、
七
一
名

の
方
々
が
参
加
し
た
。

永
濱
氏
は
、
二
〇
一
五
年
の
世
界
経

済
、
日
本
経
済
の
展
望
す
る
上
で
の
キ

ー
ワ
ー
ド
は
「
Ｅ
﹈
で
あ
る
と
し
て
、

今
後
の
展
望
を
分
か
り
や
す
く
解
説
し

て
い
た
だ
い
た
。
講
演
の
ポ
イ
ン
ト
は

以
下
の
通
り
。

□
講
演
の
ポ
イ
ン
ト

◇
三
つ
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
Ｅ

・
最
初
の
Ｅ
は
米
国
の「End

of
QE

」

で
あ
り
、
過
去
の
米
国
量
的
緩
和
終

了
時
と
同
様
、
世
界
経
済
が
一
時
的

調
整
局
面
を
迎
え
る
可
能
性
が
あ
る
。

ま
た
二
つ
目
の
Ｅ
は
「Em
erging

」、

新
興
国
経
済
で
あ
り
、
米
国
金
利
の

上
昇
、
原
油
安
で
通
貨
危
機
の
懸
念

が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
調
整

は
一
時
的
な
も
の
に
と
ど
ま
る
可
能

性
が
高
い
。

・
三
つ
目
の
Ｅ
は
「Euro

area

」
で

あ
る
。
ユ
ー
ロ
圏
の
イ
ン
フ
レ
率
は

景
気
軟
調
で
デ
フ
レ
懸
念
が
高
ま
り
、

製
造
業
Ｐ
Ｍ
Ｉ
も
回
復
傾
向
は
維
持

す
る
も
の
の
、
弱
含
み
で
推
移
。
ま

た
、
目
先
は
ギ
リ
シ
ャ
の
政
局
不
安

が
リ
ス
ク
要
因
で
あ
る
。

◇
二
つ
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
Ｅ

・
最
初
の
Ｅ
は
「Exchange」

。
為
替

相
場
で
あ
り
、
衆
議
院
選
挙
で
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
が
信
任
さ
れ
、
今
後
の
為

替
相
場
は
円
安
基
調
が
続
く
。
ま
た
、

二
つ
目
の
Ｅ
で
あ
る
「Energy

」。

原
油
相
場
が
大
幅
に
下
落
し
、
円
建

て
で
も
下
落
基
調
で
推
移
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
か
ら
、
日
本
企
業
の
収
益
は

上
方
修
正
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

・
さ
ら
に
、
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
（
年
金
積
立
金

管
理
独
立
行
政
法
人
）
の
運
用
方
針

見
直
し
に
よ
る
外
国
証
券
投
資
比
率

の
向
上
か
ら
さ
ら
な
る
円
安
圧
力
が

か
か
る
可
能
性
が
高
い
。

◇
各
国
の
金
融
政
策

・
日
銀
と
Ｅ
Ｃ
Ｂ
は
さ
ら
な
る
量
的
緩

和
を
進
め
る
方
向
に
あ
る
。
ま
た
、

日
本
の
イ
ン
フ
レ
率
は
日
銀
目
標

（
消
費
税
の
影
響
を
除
く
）
の
二
％

に
は
達
し
な
い
。

・
Ｆ
Ｒ
Ｂ
は
米
国
経
済
の
順
調
な
景
気

拡
大
を
踏
ま
え
、
2
〜
3
回
の
利
上

げ
を
行
う
可
能
性
が
高
い
。

◇
豪
州
経
済
の
展
望

・
日
本
の
投
資
家
は
豪
ド
ル
投
資
を
し

て
い
る
割
合
が
高
い
こ
と
か
ら
、
豪

州
経
済
を
展
望
す
る
と
、
資
源
価
格

の
下
落
か
ら
鉱
業
部
門
の
設
備
投
資

は
減
少
す
る
こ
と
が
避
け
ら
れ
ず
、

ま
た
政
策
金
利
も
低
金
利
が
長
期
間

継
続
す
る
公
算
が
高
く
、
さ
ら
に
は

失
業
率
も
高
止
ま
り
と
厳
し
い
状
況

で
推
移
す
る
。

◇
相
場
見
通
し

・
二
〇
一
五
年
の
円
ド
ル
相
場
は
ソ
ロ

ス
チ
ャ
ー
ト
で
見
る
と
、
一
二
〇
円

後
半
へ
の
円
安
も
現
実
味
を
帯
び
て

く
る
。

・
株
価
は
、
米
国
の
利
上
げ
で
、
二
〇

一
五
年
の
年
末
で
一
九
〇
〇
〇
円
を

超
え
、
二
〇
一
七
年
半
ば
に
は
二
一

〇
〇
〇
円
も
展
望
で
き
る
。

◇
市
場
環
境
見
通
し
（
ま
と
め
）

・
株
は
日
米
と
も
二
〇
一
五
年
前
半
に

一
旦
ピ
ー
ク
を
つ
け
る
可
能
性
が
あ

る
。
Ｎ
Ｙ
ダ
ウ
は
、
利
上
げ
観
測
が

一
時
的
な
重
石
に
な
り
、
三
月
に
上

限
で
1
8
5
0
0
ド
ル
近
く
ま
で
上

昇
し
た
後
、
年
央
に
か
け
、
下
限
で

1
7
5
0
0
ド
ル
前
後
ま
で
が
下
が

る
可
能
性
が
あ
る
。
日
経
平
均
は
消

費
税
の
重
石
な
く
な
る
こ
と
か
ら
、

前
半
に
上
限
で
1
8
5
0
0
円
を
つ

け
る
局
面
が
あ
る
も
の
の
、
Ｎ
Ｙ
ダ

ウ
と
同
様
年
央
に
か
け
、
下
限
で
1

6
5
0
0
円
前
後
ま
で
下
落
す
る
可

能
性
が
あ
る
。

・
為
替
は
主
要
国
の
金
利
見
通
し
を
踏

ま
え
る
と
、
強
い
順
に
ド
ル＞

豪
ド

ル＞

ユ
ー
ロ＞

（
�
）円
と
な
る
。

◇
日
本
経
済
の
展
望

・
財
政
・
金
融
政
策
に
加
え
原
油
安
と

い
う
1
9
8
0
年
代
後
半
と
共
通
し

た
�
神
風
�
吹
い
て
お
り
、
日
本
経

済
は
堅
調
に
推
移
す
る
。

平
成
二
六
年
度
第
十
四
回
ト
ッ
プ
セ

ミ
ナ
ー
は
、
一
月
三
〇
日
㈮
十
三
時
三

〇
分
よ
り
、
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
三
階

チ
ェ
リ
ー
ル
ー
ム
に
お
い
て
、
教
育
経

済
学
を
専
門
に
研
究
さ
れ
て
い
る
慶
應

義
塾
大
学
総
合
政
策
学
部

准
教
授

中
室
牧
子
氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、

「
な
ぜ
教
育
に
科
学
的
根
拠
が
必
要
か

〜
科
学
的
な
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
教

育
政
策
と
は
」
と
題
し
て
開
催
さ
れ
、

一
一
五
名
の
方
々
が
参
加
し
た
。
講
演

の
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
通
り
。

な
お
、
講
演
終
了
後
、
埼
玉
県
教
育

局
市
町
村
支
援
部

義
務
教
育
指
導
課

長

大
江
耕
太
郎
氏
よ
り
埼
玉
県
の
学

力
・
学
習
状
況
調
査
に
つ
い
て
の
説
明
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も
行
わ
れ
た
。

□
講
演
の
ポ
イ
ン
ト

◇
学
力
の
決
定
要
因
と
は

・
日
本
の
小
・
中
学
生
の
学
力
テ
ス
ト

の
点
数
に
与
え
る
影
響
を
み
て
み
る

と
、
家
庭
要
因
が
五
〇
％
程
度
を
占

め
て
い
る
と
い
う
研
究
結
果
が
出
て

い
る
。

・
仮
に
「
家
庭
環
境
」
が
子
ど
も
の
学

力
の
変
化
の
五
〇
％
を
説
明
し
て
い

る
と
す
る
と
、
全
国
学
力
テ
ス
ト
の

都
道
府
県
の
順
位
（
一
位
秋
田
県
、

二
位
福
井
県
…
）
は
単
に
家
庭
環
境

の
順
位
を
見
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
可

能
性
が
あ
る
。

・
文
部
科
学
省
の
実
施
し
て
い
る
テ
ス

ト
に
は
私
立
学
校
は
参
加
し
て
お
ら

ず
、
私
立
学
校
生
が
多
く
受
験
し
て

い
る
大
手
予
備
校
「
四
谷
大
塚
」
の

全
国
統
一
テ
ス
ト
の
結
果
（
成
績
上

位
3
0
0
0
番
以
内
に
入
る
都
道
府

県
別
確
率
）
を
み
る
と
、
一
位
東
京
、

二
位
神
奈
川
…
と
な
っ
て
お
り
、
家

庭
の
平
均
所
得
の
高
い
県
ほ
ど
学
力

が
高
い
と
い
う
傾
向
が
み
ら
れ
、
全

国
学
力
テ
ス
ト
一
位
の
秋
田
県
は
む

し
ろ
下
位
の
常
連
と
な
っ
て
い
る
。

・
こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
社
会
科

学
の
知
見
に
よ
る
と
、
学
力
に
影
響

を
与
え
る
要
因
は
①
家
庭
環
境
、
②

学
校
、
③
友
人
や
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
で

あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。

・
こ
の
う
ち
、
家
庭
環
境
（
家
族
構
成
、

家
計
の
教
育
支
出
の
多
寡
、
遺
伝
な

ど
）
は
学
校
政
策
で
は
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
家

庭
環
境
の
要
因
を
取
り
除
い
た
上
で
、

学
校
が
学
力
を
向
上
さ
せ
ら
れ
る
よ

う
な
政
策
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

◇
統
計
は
ウ
ソ
を
つ
く

・
平
成
二
五
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状

況
調
査
の
結
果
を
活
用
し
た
学
力
に

与
え
る
要
因
分
析
に
関
す
る
研
究
に

よ
る
と
、「
朝
食
等
の
生
活
習
慣
が

き
ち
ん
と
し
て
い
る
」
子
ど
も
の
学

力
が
高
い
と
い
う
分
析
結
果
を
導
き

出
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て

「
相
関
関
係
」を
表
し
て
い
る
の
み
で
、

「
因
果
関
係
」
を
示
し
て
い
る
の
で

は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
統
計
結
果
に

は
十
分
な
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
。

◇
教
育
政
策
分
析
の
方
針

・
教
育
政
策
と
し
て
は
、子
ど
も
が「
学

校
」
で
何
を
学
ん
だ
か
、「
学
校
」
が

学
力
を
ど
の
よ
う
に
改
善
し
た
か
が

分
析
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
。

・
子
ど
も
に
対
す
る
学
力
調
査
と
並
行

し
て
、
家
庭
環
境
、
学
校
、
友
人
や

ク
ラ
ス
メ
イ
ト
に
関
す
る
デ
ー
タ
を

収
集
し
、
統
計
的
な
分
析
手
法
を
用

い
て
、
家
庭
環
境
が
学
力
の
変
化
に

与
え
る
影
響
を
取
り
除
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

・
学
校
や
ク
ラ
ス
の
環
境
が
子
ど
も
の

学
力
に
与
え
た
要
因
を
詳
細
に
分
析

し
、
も
っ
と
も
大
き
な
影
響
を
与
え

て
い
る
要
因
に
集
中
的
に
資
源
を
投

下
す
る
の
が
効
率
的
か
つ
効
果
的
。

◇
世
界
に
お
け
る
教
育
効
果
の
測
定
は

「
実
験
」
が
主
流

・『
貧
乏
人
の
経
済
学
』の
著
者
で
あ
り

経
済
学
者
で
も
あ
る
、
バ
ナ
ジ
ー
と

デ
ュ
フ
ロ
が「
研
究
活
動
を
行
動
に
」

と
い
う
モ
ッ
ト
ー
を
掲
げ
て
米
国
マ

サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
に「
貧

困
ア
ク
シ
ョ
ン
ラ
ボ
」を
設
立
し
た
。

・
こ
の
貧
困
ア
ク
シ
ョ
ン
ラ
ボ
は
、
政

治
的
流
行
に
振
り
回
さ
れ
な
い
開
発

政
策
を
科
学
的
根
拠
に
基
づ
く
（
エ

ビ
デ
ン
ス
ベ
ー
ス
ト
）
も
の
に
す
る

た
め
に
、
毎
日
の
よ
う
に
ラ
ン
ダ
ム

化
比
較
試
験
と
呼
ば
れ
る
社
会
実
験

に
よ
っ
て
政
策
の
効
果
測
定
を
実
施
。

過
去
一
〇
年
間
の
間
で
最
も
多
く
実

施
し
た
社
会
実
験
は
、実
は
教
育
分
野

で
実
に
五
〇
〇
近
く
に
上
っ
て
い
る
。

◇
実
験
に
必
要
な
デ
ー
タ
開
示

・
日
本
で
は
実
験
的
手
法
を
用
い
た
研

究
は
慶
應
義
塾
大
学
の
赤
林
英
夫
教

授
が
横
浜
市
の
デ
ー
タ
を
用
い
て
少

人
数
学
級
の
費
用
対
効
果
を
検
証
し

た
事
例
を
除
く
と
ほ
と
ん
で
事
例
が

な
い
。

・
デ
ー
タ
と
し
て
「
全
国
・
学
習
状
況

調
査
」
が
あ
る
が
こ
れ
は
統
計
で
は

な
い
。
ま
た
学
校
資
源
や
教
員
の
デ

ー
タ
が
非
公
開
で
あ
り
、
ま
ず
デ
ー

タ
を
公
開
し
、
研
究
者
に
よ
る
分
析

を
可
能
と
し
、
そ
し
て
そ
の
分
析
結

果
を
第
三
者
機
関
が
政
策
評
価
を
行

う
よ
う
な
仕
組
み
の
構
築
が
必
要
で

あ
る
。

◇
教
育
実
験
予
算
獲
得
の
た
め
の
戦
略

・
少
子
化
も
あ
っ
て
教
育
分
野
へ
の
予

算
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
教
育
効
果

測
定
の
実
験
等
に
係
る
予
算
獲
得
が

難
し
い
。

・
日
本
で
実
施
さ
れ
て
き
た
政
策
は
、

費
用
対
効
果
が
低
い
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
る
う
え
、
一
人
一
台
の

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
配
布
な
ど
、
本
来
政

策
手
段
で
あ
る
べ
き
も
の
が
政
策
目

的
化
し
て
い
る
。

・
過
去
に
実
施
し
て
き
た
様
々
な
政
策

の
費
用
対
効
果
が
低
い
こ
と
、
手
段

が
目
的
化
し
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と

が
、
予
算
獲
得
の
根
拠
と
説
得
性
に

欠
け
、
教
育
財
源
の
確
保
を
難
し
く

し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
デ
ー
タ
に

基
づ
く
エ
ビ
デ
ン
ス
を
提
示
し
、
教

育
実
験
の
た
め
の
予
算
獲
得
を
戦
略

的
に
行
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

◇
非
認
知
能
力
の
重
要
性

・
Ｉ
Ｑ
に
代
表
さ
れ
る
認
知
能
力
は
小

学
校
低
学
年
以
降
大
き
く
変
化
し
な

い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
忍
耐
力
や
自

制
心
な
ど
の
非
認
知
能
力
や
性
格
的

特
性
は
成
人
後
ま
で
可
鍛
性
が
あ
る
。

・
日
本
で
も
、デ
ー
タ
を
用
い
、中
・
高

校
生
の
時
に
培
わ
れ
た
勤
勉
性
、
協

調
性
、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
な
ど
が
、学

歴
、
雇
用
、
収
入
に
影
響
す
る
こ
と

を
実
証
的
に
分
析
し
た
事
例
が
あ
る
。

・
ま
た
ア
ジ
ア
人
の
行
う
「
し
つ
け
」

が
自
制
心
や
勤
勉
性
を
身
に
つ
け
る

う
え
で
有
効
で
、
幼
少
期
に
き
ち
ん

と
そ
う
し
た
し
つ
け
を
受
け
た
子
ど

も
は
、
学
力
・
収
入
と
も
に
高
い
と

い
う
分
析
結
果
も
あ
る
。

◇
ま
と
め

・
ど
こ
の
誰
か
の
子
育
て
が
う
ま
く
い

っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
が
他
の

子
ど
も
に
あ
て
は
ま
る
わ
け
で
は
な
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平
成
二
六
年
度
第
十
五
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

『
な
ぜ
、日
本
人
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
苦
手
な
の
か
〜
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
を
超
え
たPh.P

手
法
を
活
用
す
る
』と
題
し
て
、

政
策
研
究
大
学
院
大
学
教
授
岡
本

薫

氏
が
講
演

平
成
二
六
年
度
第
六
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

『
国
土
強
靭
化
と
は
、そ
し
て
国
土
強
靭
化
計
画

と
は
？
』と
題
し
て
ア
ビ
ー
ム
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

㈱
執
行
役
員
プ
リ
ン
シ
パ
ル
松
田
智
幸
氏
が
講

演
〜
Ｎ
Ｔ
Ｔ
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
ズ
の
レ
ジ
リ
エ
ン

ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
紹
介
も
行
わ
れ
る

く
、
こ
う
い
う
こ
と
を
す
れ
ば
「
平

均
的
に
」
子
育
て
上
の
目
標
が
達
成

さ
れ
る
と
い
う
ほ
う
が
よ
ほ
ど
有
益

で
あ
る
。

・
こ
の
こ
と
は
政
策
に
と
っ
て
も
同
じ

で
、「
こ
の
よ
う
な
教
育
が
良
い
」

と
い
う
思
い
込
み
に
よ
っ
て
、
多
額

の
財
政
出
動
に
耐
え
ら
れ
る
経
済
環

境
に
は
な
い
。

・
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
ま
ず
社
会
実

験
を
行
う
こ
と
に
社
会
的
な
寛
容
を

与
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
し

て
研
究
者
に
対
し
デ
ー
タ
を
開
示
し
、

政
策
効
果
の
因
果
的
な
効
果
の
測
定

を
可
能
な
状
況
を
作
り
出
す
べ
き
で

あ
る
。

平
成
二
六
年
度
第
十
五
回
ト
ッ
プ
セ

ミ
ナ
ー
は
、
二
月
二
五
日
㈬
十
四
時
よ

り
、
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
四
階
市
民

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
政
策
研
究
大
学
院

大
学
教
授

岡
本

薫
氏
を
講
師
と
し

て
お
迎
え
し
、「
な
ぜ
、
日
本
人
は
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
が
苦
手
な
の
か
〜
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

を
超
え
たPh.P

（
ピ
ー
エ
イ
チ
ピ
ー
）

手
法
を
活
用
す
る
」
と
題
し
て
開
催
、

四
五
名
の
方
々
が
参
加
し
た
。

岡
本
教
授
か
ら
は
、
日
本
人
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
失
敗
の
ほ
と
ん
ど
が
、
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
の
「
Ｐ
」
の
段
階
で
起
き
て
い

る
こ
と
を
踏
ま
え
、「
Ｐ
」の
段
階
を『
現

状
把
握
』『
原
因
特
定
』『
目
標
設
定
』『
手

段
選
択
』『
集
団
的
意
思
決
定
』
の
五
段

階
に
分
け
、
そ
し
て
「
Ｐ
」
が
で
き
た

後
の『
手
段
実
施
の
確
保
』『
結
果
と
目

標
の
比
較
』
の
二
つ
の
、
合
計
七
つ
の

プ
ロ
セ
ス
で
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
成
功
に

導
く
『Ph.P

手
法
』
と
い
う
ロ
ジ
カ
ル

な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
実
践
す
る
新
し
い

考
え
方
に
つ
い
て
、
多
く
に
事
例
を
挙

げ
な
が
ら
詳
細
に
解
説
い
た
だ
い
た
。

□
七
つ
の
プ
ロ
セ
ス
の
概
要

◇
ス
テ
ッ
プ
一
「
現
状
を
正
確
に
把
握

す
る
」

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
は「
現
状
」を「
目

標
」
に
近
づ
け
る
た
め
に
行
う
も
の
で

あ
り
、「
現
状
把
握
」
で
失
敗
し
た
ら
そ

の
後
何
を
や
っ
て
も
ダ
メ
。

◇
ス
テ
ッ
プ
二
「
原
因
を
特
定
す
る
」

「
原
因
特
定
」
を
伴
わ
な
い
対
策
は

有
効
性
を
欠
く
ば
か
り
か
、
そ
れ
ま
で

う
ま
く
い
っ
て
い
た
部
分
も
破
壊
し
て

し
ま
う
こ
と
が
多
い
。
つ
ま
り
「
問
題

の
原
因
」
だ
け
で
な
く
「
今
は
う
ま
く

い
っ
て
い
る
こ
と
の
原
因
」
に
つ
い
て

も
、
因
果
関
係
を
特
定
し
て
お
く
必
要

が
あ
る
。

◇
ス
テ
ッ
プ
三
「
目
標
を
設
定
す
る
」

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
そ
も
そ
も
何
ら
か

の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
行
う
も
の

で
あ
り
、
適
切
な
目
標
設
定
な
く
し
て

は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
成
り
立
た
な
い
。

具
体
的
に
い
え
ば「
達
成
可
能
」で「
具

体
的
」
な
目
標
を
選
ぶ
こ
と
が
不
可
欠
。

◇
ス
テ
ッ
プ
四
「
手
段
を
選
択
す
る
」

目
標
を
達
成
で
き
る
「
実
行
可
能
」

で「
有
効
」な「
手
段
」が
開
発
・
選
択
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
手
段
の
良
し

悪
し
は
「
目
標
を
達
成
で
き
る
か
」
と

い
う
こ
と
だ
け
で
決
ま
る
。
そ
れ
以
外

の
要
素
は
一
切
考
慮
す
る
必
要
は
な
い
。

◇
ス
テ
ッ
プ
五「
集
団
意
思
を
形
成
す
る
」

組
織
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
多
く
の
人

が
関
わ
る
。
し
た
が
っ
て
ス
テ
ッ
プ
一

か
ら
四
の
す
べ
て
に
つ
い
て
関
係
者
全

員
の
認
識
や
方
針
が
統
一
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

◇
ス
テ
ッ
プ
六「
手
段
実
施
を
確
保
す
る
」

手
段
の
実
施
状
況
・
進
捗
状
況
を
常

に
モ
ニ
タ
ー
す
る
。

◇
ス
テ
ッ
プ
七
「
結
果
と
目
標
の
比
較

を
す
る
」

評
価
で
は
な
く
、
そ
の
本
質
を
常
に

明
示
す
る
た
め「
結
果
と
目
標
の
比
較
」

を
行
う
。

こ
の
よ
う
に
七
つ
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

サ
イ
ク
ル
を
次
々
に
回
し
て
い
く
こ
と

で
成
功
に
導
く
手
法
が
「Ph.P

」
手
法

で
あ
る
。

国
土
強
靭
化
（
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
レ
ジ

リ
エ
ン
ス
）
計
画
�
を
政
府
が
策
定
し

た
こ
と
を
ご
存
知
の
方
は
多
い
こ
と
と

思
い
ま
す
。し
か
し
、大
半
の
方
は
政
府

の
公
共
投
資
拡
大
の
た
め
の
計
画
だ
と

思
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

実
は
、
国
土
強
靭
化
計
画
は
、
従
来

の
狭
い
意
味
で
の
「
防
災
」
の
範
囲
を

第15回トップセミナー

第6回特別セミナー

アビームコンサルティング
松田智幸氏

講演する岡本薫氏

ＮＴＴファシリティーズ
正代尊久氏
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第
三
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会

「
イ
ン
テ
ル
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
戦
略
の
講
演
」と「
Ｎ
Ｐ
Ｏ

と
企
業
と
の
マッ
チ
ン
グ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」開
催

平
成
二
六
年
度
第
四
回
人
事
労
務
委
員
会

『
組
織
開
発
が
最
強
の
メ
ン
タ
ル
ヘル
ス
対
策
に
な

る
〜
組
織
開
発
を
通
じ
た
健
康
経
営
の
実
現
』

と
題
し
て
一
般
社
団
法
人
中
小
企
業
Ｅ
Ａ
Ｐ
普

及
推
進
協
議
会
代
表
理
事
宮
川
浩
一
氏
が
講
演

超
え
て
、
国
土
政
策
・
産
業
政
策
も
含

め
た
総
合
的
な
計
画
で
あ
り
、
国
の
あ

ら
ゆ
る
基
本
計
画
の
上
位
に
位
置
づ
け

ら
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
ア
ン
ブ
レ
ラ
計
画

で
す
。
そ
し
て
、
単
な
る�
ハ
コ
モ
ノ
�

投
資
で
は
な
く
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両

面
か
ら
、
そ
し
て
国
だ
け
で
は
な
く
、

地
方
自
治
体
や
民
間
事
業
者
等
と
連
携

し
な
が
ら
、
国
土
強
靭
化
に
取
り
組
む

計
画
で
す
。

平
成
二
六
年
度
第
六
回
特
別
セ
ミ
ナ

ー
は
、
十
二
月
十
九
日
㈮
十
四
時
よ
り

十
六
時
ま
で
、
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル

四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
こ
う
し

た
国
土
強
靭
化
政
策
の
重
要
性
を
踏
ま

え
、
同
政
策
に
深
く
か
か
わ
っ
て
お
ら

れ
る
、
ア
ビ
ー
ム
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

株
式
会
社
執
行
役
員

プ
リ
ン
パ
ル

松
田

智
幸

氏
を
講
師
と
し
て
お
迎

え
し
、「
国
土
強
靭
化
と
は
、
そ
し
て
国

土
強
靭
化
計
画
と
は
？
」
と
題
し
て
開

催
、
二
八
名
の
方
々
が
参
加
し
た
。

松
田
氏
か
ら
は
、「
国
土
強
靭
化
で
地

域
は
ど
う
変
わ
る
の
か
。
強
靭
な
地
域

づ
く
り
に
向
け
て
地
方
自
治
体
は
、
そ

し
て
民
間
事
業
者
は
ど
の
よ
う
な
連
携

を
す
べ
き
な
の
か
」
等
に
つ
い
て
語
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
終
了
後
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
フ
ァ
シ
リ
テ

ィ
ー
ズ

ス
マ
ー
ト
ビ
ジ
ネ
ス
部

部

門
長

正
代

尊
久
氏
よ
り
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
ズ
の
レ
ジ
リ
エ
ン

ス
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
ご
紹
介
も
行

わ
れ
た
。

平
成
二
六
年
度
第
三
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員

会
は
、
十
二
月
十
日
㈬
、
十
三
時
三
〇

分
よ
り
一
六
時
四
十
五
分
ま
で
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
お

い
て
、「
イ
ン
テ
ル
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
戦
略
の
講

演
」
と
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
企
業
の
マ
ッ
チ
ン

グ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
二
本
立
て
で
開
催

さ
れ
、
五
十
五
名
の
方
々
が
参
加
し
た
。

委
員
会
は
ま
ず
「
イ
ン
テ
ル
の
Ｃ
Ｓ

Ｒ
戦
略
」
と
題
し
て
、
イ
ン
テ
ル
㈱
Ｃ

Ｓ
Ｒ
統
括
部
長
江
頭
靖
二
氏
よ
り
講
演

が
行
わ
れ
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
統

合
、
次
世
代
の
育
成
、
教
育
支
援
な
ど

イ
ン
テ
ル
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
の
内
容
が
紹

介
さ
れ
た
。

続
い
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
に
移
り
、
四
団
体
か
ら
各
々
の
取

組
み
等
に
つ
い
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
行
い
、
そ
の
後
質
疑
応
答
が
行
わ
れ

た
。ま

た
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
終
了
後
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
と
企
業
の
担
当
者
が
名
刺
交
換
等
を

行
い
、
連
携
・
協
働
に
向
け
交
流
を
深

め
た
。

当
日
、
ご
発
表
い
た
だ
い
た
団
体
は

以
下
の
通
り
で
す
。

①
ア
ザ
レ
ア
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
振
興
会

②
救
急
医
療
の
質
向
上
協
議
会

③
カ
ロ
ー
レ

④
Ｎ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ

従
業
員
の
健
康
の
維
持
・
増
進
と
会

社
の
生
産
性
向
上
を
目
指
す
健
康
経
営

の
実
現
に
向
け
、
多
く
の
企
業
で
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に
取
り
組
ん
で
き
て

お
り
ま
す
が
、
現
状
、
有
効
な
効
果
を

見
出
せ
て
い
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
近
年
、
新
し
い
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
対
策
と
し
て
「
ス
ト
レ
ス
対
処

能
力

Ｓ
Ｏ
Ｃ
（
首
尾
一
貫
感
覚
�

Sense
of
Coherence

）」
と
い
う
概

念
が
示
さ
れ
、
こ
の
Ｓ
Ｏ
Ｃ
の
醸
成
に

向
け
た
組
織
開
発
手
法
に
注
目
が
集
っ

て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
平
成
二

六
年
度
第
四
回
人
事
労
務
委
員
会
は
、

十
二
月
十
五
日
㈪
十
三
時
三
〇
分
よ
り

十
六
時
三
〇
分
ま
で
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

ビ
ル
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
従

業
員
の
個
人
的
ま
た
は
仕
事
に
関
わ
る

問
題
の
早
期
発
見
や
解
決
を
サ
ポ
ー
ト

し
組
織
全
体
の
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る

取
り
組
み
、
Ｅ
Ａ
Ｐ（Em

ployee
A
s-

sistance
Program

）
を
推
進
し
て

い
る
一
般
社
団
法
人
中
小
企
業
Ｅ
Ａ
Ｐ

普
及
推
進
協
議
会

代
表
理
事

宮
川

浩
一
氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
て
、

「
組
織
開
発
が
最
強
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
対
策
に
な
る
〜
組
織
開
発
を
通
じ
た

健
康
経
営
の
実
現
」
と
題
し
て
開
催
さ

れ
、
三
三
名
の
方
々
が
参
加
し
た
。

宮
川
氏
か
ら
は
、「
企
業
に
お
け
る
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
問
題
の
現
状
と
課
題
」、

「
な
ぜ
メ
ン
タ
ル
へ
ル
ス
対
策
は
効
果

が
な
い
の
か
」、「
0
次
予
防
の
考
え
方

と
組
織
の
ス
ト
レ
ス
対
処
能
力
の
高
め

方
」、「
組
織
開
発
が
最
強
の
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
対
策
」、「
健
康
経
営
の
実
現
へ
」

に
つ
い
て
調
査
結
果
や
研
究
結
果
に
基

づ
き
詳
細
な
説
明
が
行
わ
れ
た
。

中
で
も
組
織
開
発
の
重
要
性
に
つ
い

て
次
の
よ
う
に
言
及
さ
れ
た
。

◇
組
織
開
発
と
は
、
人
の
集
ま
り
を
組

アザレア・バレーボール振興会救急医療の質向上協議会カローレＮＩＮＯＫＵＲＡ

第3回ＣＳＲ委員会講演する江頭靖二氏
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平
成
二
六
年
度
第
五
回
人
事
労
務
委
員
会

『
働
き
が
い
の
あ
る
会
社
に
向
け
て
、先
進
企
業

の
取
り
組
み
事
例
に
学
ぶ
』を
テ
ー
マ
に
開
催

―
終
了
後
表
彰
式
・
交
流
会
も
開
催

平
成
二
六
年
度
第
三
回
グ
ロ
ー
バ
ル
委
員
会

『
改
め
て
考
え
る
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
進
出
・
展
開
の

ポ
イ
ン
ト
〜
海
外
展
開
支
援
現
場
か
ら
の
教
訓

と
参
考
事
例
』を
テ
ー
マ
に
開
催

織
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
に
作
り
こ

ん
で
い
く
た
め
の
働
き
か
け
の
こ
と

あ
る
。

◇
具
体
的
に
は
、
人
の
集
ま
り
に
一
体

感
を
も
た
せ
た
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
活
発
に
し
た
り
、
一
緒
に

働
く
人
の
相
互
理
解
を
深
め
て
良
好

な
人
間
関
係
を
築
く
と
い
う
取
り
組

み
で
し
た
が
、
徐
々
に
組
織
の
競
争

力
を
高
め
る
た
め
の
経
営
活
動
へ
と

進
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

◇
ま
と
ま
り
が
あ
り
、
風
通
し
が
よ
く
、

組
織
に
属
す
る
人
々
の
間
に
信
頼
関

係
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
組
織
に

と
っ
て
の
最
低
条
件
で
す
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
が
整
っ
た
だ
け
で
企
業
業
績

の
向
上
や
戦
略
目
標
の
達
成
が
実
現

で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
組

織
の
基
盤
が
整
っ
た
と
こ
ろ
で
、
も

う
一
段
目
線
を
あ
げ
て
、「
強
い
組

織
」
を
つ
く
る
た
め
に
組
織
の
能
力

を
向
上
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◇
ま
た
、
具
体
的
な
組
織
開
発
活
動
を

推
進
す
る
た
め
に
は
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ

ン
に
よ
り
指
示
が
必
要
で
あ
り
、
ワ

ー
ク
ア
ウ
ト
、
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
フ

ォ
ー
カ
ス
、
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
、
Ａ

Ｉ
（A

ppreciative
Inquiry

）
な

ど
の
手
法
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活
用
す

る
こ
と
有
効
的
で
あ
る
。

平
成
二
六
年
度
第
五
回
人
事
労
務
委

員
会
は
、
二
月
二
七
日
㈮
一
五
時
よ
り
、

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
市
民
ホ
ー
ル
に

お
い
て
「
働
き
が
い
の
あ
る
会
社
に
向

け
て
、
先
進
企
業
の
取
り
組
み
事
例
に

学
ぶ
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
、
四
五

名
の
方
々
が
参
加
し
た
。

現
在
、
わ
が
国
企
業
を
取
り
巻
く
経

営
環
境
は
少
子
高
齢
化
の
進
行
、
人
口

減
少
社
会
の
到
来
、
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争

の
激
化
な
ど
、
引
き
続
き
厳
し
い
情
勢

が
続
い
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
、
各
企
業
で
は
、
自
社

の
成
長
・
発
展
を
目
指
し
、様
々
な
取
組

み
を
実
施
し
て
き
て
い
る
が
、
こ
う
し

た
厳
し
い
状
況
が
続
く
今
だ
か
ら
こ
そ
、

な
お
さ
ら
組
織
活
性
化
策
の
重
要
性
が

高
ま
っ
て
き
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
認
識
に
基
づ
き
、
二
六
年

度
の
第
五
回
人
事
労
務
委
員
会
は
、
ま

ず
Ｇ
Ｐ
Ｔ
ＷGreatPlacetoW

ork
(R)InstituteJapan

）二
〇
一
五
年「
働
き

が
い
の
あ
る
会
社
」ラ
ン
キ
ン
グ
「
従

業
員
一
〇
〇
〇
人
以
上
」
部
門
で
十
四

位
に
入
賞
さ
れ
た
良
品
計
画
㈱
総
務
人

事
担
当
人
事
企
画
課
長
土
井
加
奈
子
氏

よ
り
、「
働
き
が
い
に
つ
い
て
」
と
題
し

て
講
演
が
行
わ
れ
、
続
い
て
、
本
会
会

員
で
二
〇
一
五
年
働
き
が
い
の
あ
る
会

社
ラ
ン
キ
ン
グ
に
入
賞
し
た
岩
堀
建
設

工
業
㈱
の
取
締
役
事
業
部
長
岩
本
聡
氏

か
ら
「『
地
方
創
生
』
は
社
員
の
誇
り

か
ら
」
と
題
し
て
講
演
が
行
わ
れ
た
。

な
お
、
本
委
員
会
終
了
後
、
Ｇ
Ｐ
Ｔ

Ｗ
の
「
埼
玉
県
に
お
け
る
働
き
が
い
の

あ
る
会
社
」
と
し
て
の
表
彰
式
が
行
わ

れ
、
Ｇ
Ｐ
Ｔ
Ｗ
二
〇
一
五
全
国
ラ
ン
キ

ン
グ
の
「
従
業
員
一
〇
〇
〜
九
九
九

人
」
部
門
で
二
二
位
と
三
年
連
続
入
賞

し
た
ケ
イ
ア
イ
ス
タ
ー
不
動
産
㈱
（
本

庄
市
）、
と「
従
業
員
二
五
―
九
九
人
」

で
二
四
位
と
二
年
振
り
二
度
目
の
入
賞

を
さ
れ
た
岩
堀
建
設
工
業
㈱（
川
越
市
）、

中
原
建
設
㈱
（
川
口
市
）
と
本
会
会
員

以
外
で
は
㈱
ジ
ャ
ス
ト（
さ
い
た
ま
市
）

の
四
社
が
表
彰
さ
れ
、
そ
の
後
交
流
会

が
開
催
さ
れ
た
。

平
成
二
六
度
第
三
回
グ
ロ
ー
バ
ル
委

員
会
は
、
一
月
十
九
日
㈪
一
四
時
よ
り
、

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
四
階
市
民
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
株
式
会
社
フ
ォ
ー
バ
ル

海
外
デ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン

リ
サ
ー
チ
＆
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
グ
ル
ー
プ

長

広
幡
勝
典
氏
を
講
師
と
し
て
お
迎

え
し
、「
改
め
て
考
え
る
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
進

出
・
展
開
の
ポ
イ
ン
ト
〜
海
外
展
開
支

援
現
場
か
ら
の
教
訓
と
参
考
事
例
」と

第4回人事労務委員会

埼玉県における働きがいのある会社表彰式
左からケイアイスター不動産様、岩堀建設工業様、
良品計画・土井加奈子氏、ＧＰＴＷ代表岡元利奈子氏、
中原建設様、ジャスト様

第5回人事労務委員会

講演する土井加奈子氏

講演する宮川浩一氏

講演する岩本聡氏
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平
成
二
六
年
度
第
四
回
グ
ロ
ー
バ
ル
委
員
会（
第
八
回
埼
玉
ア
ジ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

『
世
界
が
注
目
す
る
モ
デ
ィ
ノ
ミ
ク
ス
〜
再
び
羽
ば

た
く
巨
大
成
長
市
場
イ
ン
ド
』を
テ
ー
マ
に
開
催

平
成
二
六
年
度
第
三
回
企
業
戦
略
研
究
会

「
Ｍ
＆
Ａ
セ
ミ
ナ
ー
」開
催

題
し
て
開
催
さ
れ
、十
九
名
が
参
加
し
た
。

講
演
の
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
通
り
。

◇
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
進
出
へ
の
課
題

・
外
的
要
因
に
起
因
す
る
課
題
と
し
て

は
、
中
国
に
よ
る
南
シ
ナ
海
の
領
海

侵
犯
、
宗
教
・
文
化
の
違
い
等
に
よ

る
政
情
不
安
と
タ
イ
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
外
国
投
資
規
制
の
変
更
な
ど
の

規
制
強
化
等
が
あ
る
。

・
内
的
要
因
に
起
因
す
る
課
題
と
し
て

は
、労
働
契
約
不
備
に
よ
る
労
働
争
議
、

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
ト
ラ
ブ

ル
、現
地
企
業
と
の
競
争
、模
倣
品
被

害
な
ど
の
知
的
財
産
保
護
等
が
あ
る
。

◇
海
外
進
出
失
敗
事
例

・
経
営
ト
ッ
プ
の
判
断
や
取
引
先
か
ら

の
誘
い
だ
け
で
海
外
進
出
を
決
定
し

た
も
の
の
、
当
て
に
し
て
い
た
取
引

先
の
海
外
進
出
が
延
期
、
計
画
し
て

い
た
発
注
が
得
ら
れ
な
い
状
況
に
な

り
海
外
進
出
を
断
念
し
た
事
例
。

�
需
要
予
測
、
販
路
開
拓
、
取
引
先

開
拓
等
の
調
査
を
通
じ
た
客
観
的
分

析
に
よ
る
事
業
計
画
の
立
案
が
不
可

欠
で
あ
る
。

・
当
初
、
自
社
製
品
に
競
争
力
が
あ
る

と
判
断
し
た
が
、
現
地
で
の
競
合
他

社
製
品
と
の
納
期
、
仕
様
、
価
格
差

を
補
え
ず
採
算
が
悪
化
、
販
売
不
振

と
な
り
撤
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
事

例
。
�
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
は
途
上
国

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
日
本
の
最
先
端

技
術
を
必
要
と
し
な
い
ケ
ー
ス
も
相

当
あ
る
。「
売
り
た
い
商
品
」
で
は

な
く
「
売
れ
る
商
品
」
が
「
良
い
商

品
」
と
な
る
と
い
う
当
た
り
前
の
こ

と
を
再
認
識
す
べ
き
で
あ
る
。

◇
海
外
進
出
成
功
事
例

・
現
地
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
現
地
の
実

情
に
合
わ
せ
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
構

築
や
現
地
技
術
力
を
見
極
め
「
小
さ

く
生
ん
で
」「
大
き
く
育
て
る
」
戦

略
が
成
功
要
因
と
な
る
。

◇
海
外
進
出
へ
の
教
訓

・
海
外
進
出
決
定
の
プ
ロ
セ
ス
で
は
、

ま
ず
海
外
進
出
目
的
の
明
確
化
、
自

社
の
課
題
分
析
と
仮
説
の
設
定
、
そ

し
て
仮
説
の
段
階
か
ら
全
員
参
加
の

意
識
醸
成
が
重
要
で
あ
る
。

・
仮
説
に
基
づ
く
調
査
設
計
、
調
査
結

果
の
分
析
・
検
証
を
踏
ま
え
、
進
出

時
期
か
ら
逆
算
し
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

や
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、

全
社
員
が
そ
の
進
捗
状
況
を
共
有
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

平
成
二
六
度
第
四
回
グ
ロ
ー
バ
ル
委

員
会
は
、
二
月
十
八
日
㈬
一
三
時
三
〇

分
よ
り
、
埼
玉
り
そ
な
銀
行
さ
い
た
ま

営
業
部
会
議
室
に
お
い
て
、
埼
玉
県
、

埼
玉
り
そ
な
銀
行
と
の
共
催
で
「
第
八

回
埼
玉
ア
ジ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と
し
て
、

「
世
界
が
注
目
す
る
モ
デ
ィ
ノ
ミ
ク
ス

〜
再
び
羽
ば
た
く
巨
大
成
長
市
場
イ
ン

ド
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
、
一
九
四

名
が
参
加
し
た
。

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
ま
ず
上
田

清
司
埼
玉
県
知
事
の
主
催
者
挨
拶
で
始

ま
り
、続
い
て
、デ
ィ
ー
パ
・
ゴ
パ
ラ
ン
・

ワ
ド
ワ
閣
下

駐
日
イ
ン
ド
特
命
全
権

大
使
の
基
調
講
演
、
そ
の
後
「
高
度
経

済
成
長
を
狙
う
、
多
様
性
の
大
国

イ

ン
ド
」と
題
し
て
、日
本
経
済
新
聞
社
編

集
局NikkeiA

sian
Review

編
集

部
編
集
委
員
山
田
剛
氏
よ
り
講
演
が
行

わ
れ
た
。

休
憩
の
後
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
に
移
り
、「
イ
ン
ド
で
の
事
業
展

開
〜
可
能
性
と
課
題
〜
」
を
テ
ー
マ
に

モ
デ
レ
ー
タ
ー
山
田
剛
氏
、
パ
ネ
リ
ス

ト
と
し
て
、
㈱
イ
ン
ド
・
ビ
ジ
ネ
ス
・

セ
ン
タ
ー
代
表
取
締
役
社
長

島
田
卓

氏
、
プ
ラ
イ
ウ
ォ
ー
タ
ー
ハ
ウ
ス
ク
ー

パ
ー
ズ
㈱
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

サ
ン
ジ
ー

ヴ
・
ス
ィ
ン
ハ
氏
、
日
本
貿
易
振
興
機

構
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
地
域
研
究
セ
ン

タ
ー
南
ア
ジ
ア
研
究
グ
ル
ー
プ
長

近

藤
則
夫
氏
、
㈱
エ
イ
チ
ワ
ン
取
締
役

小
井
土
隆
一
氏
の
四
氏
に
よ
り
活
発
な

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
盛
会

裏
に
終
了
し
た
。

二
〇
一
四
年
の
日
本
企
業
の
Ｍ
＆
Ａ

は
依
然
活
発
な
取
引
が
行
わ
れ
、
企
業

の
重
要
な
戦
略
と
し
て
Ｍ
＆
Ａ
が
定
着

し
て
き
て
い
る
状
況
が
う
か
が
わ
れ
ま

す
。
ま
た
、
昨
今
で
は
中
堅
・
中
小
企

業
で
も
事
業
の
多
角
化
、
集
約
化
に
加
、

基調講演をする
ディーパ・ゴパラン・
ワドワ閣下 駐日イ
ンド特命全権大使

講演する日本経済新
聞社編集局
Nikkei Asian Review
編集部編集委員

パネルリストの皆様

第3回グローバル委員会

第8回埼玉アジアフォーラム

講演する広幡勝典氏

開会挨拶をする
上田清司埼玉県知事
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平
成
二
六
年
度
第
三
回
地
域
社
会
問
題
委
員
会

『
公
共
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
動
向
と
民
間

に
期
待
さ
れ
る
役
割
』と
題
し
て
。埼
玉
り
そ
な

産
業
経
済
振
興
財
団
萩
原
淳
司
氏
が
講
演

平
成
二
六
年
度
少
子
高
齢
化
対
策
研
究
会

「
超
高
齢
社
会
日
本
の
社
会
保
障
制
度
の
あ
り
方

と
は
〜
将
来
の
医
療
。介
護
は
ど
う
な
る
の
か
」

と
題
し
て
埼
玉
大
学
新
井
光
吉
教
授
が
講
演

後
継
者
不
在
を
理
由
と
し
た
事
業
承
継

を
目
的
と
し
た
Ｍ
＆
Ａ
も
増
加
し
て
お

り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
平
成
二

六
年
度
第
三
回
企
業
戦
略
研
究
会
は
、

一
月
二
九
日
㈭
十
四
時
よ
り
、
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
お

い
て
、
野
村
證
券
株
式
会
社
さ
い
た
ま

支
店
と
共
催
で
�
Ｍ
＆
Ａ
セ
ミ
ナ
ー
�

と
し
て
開
催
さ
れ
、
六
六
名
の
方
々
が

参
加
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
は
、
ま
ず
、
野
村
證
券
さ

い
た
ま
支
店
長

藤
井
公
房
氏
よ
り
開

会
挨
拶
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
講
演
一

と
し
て
、
野
村
證
券
株
式
会
社
企
業
情

報
部
次
長
の
宮
田
寛
氏
に
よ
り
「
最
近

の
Ｍ
＆
Ａ
動
向
」
と
題
す
る
講
演
が
行

わ
れ
、「
Ｍ
＆
Ａ
市
場
の
動
向
」、「
Ｍ
＆

Ａ
の
主
な
手
法
」、「
Ｍ
＆
Ａ
の
一
般
的

な
プ
ロ
セ
ス
」
等
に
つ
い
て
説
明
が
行

わ
れ
た
。

続
い
て
、
講
演
二
と
し
て
、
国
内
最

大
級
の
独
立
Ｍ
＆
Ａ
仲
介
・
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
会
社
で
中
堅
・
中
小
企
業
の

Ｍ
＆
Ａ
成
約
実
績
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
株

式
会
社
日
本
Ｍ
＆
Ａ
セ
ン
タ
ー
執
行
役

員
の
鈴
木
安
夫
氏
よ
り
「
中
堅
・
中
小

企
業
の
Ｍ
＆
Ａ
活
用
法
〜
Ｍ
＆
Ａ
業
務

を
通
じ
て
事
業
の
�
存
続
と
発
展
�
に

貢
献
す
る
」
と
題
す
る
講
演
が
行
わ
れ
、

「
Ｍ
＆
Ａ
の
失
敗
事
例
」、「
Ｍ
＆
Ａ
の
必

要
性
」、「
事
業
承
継
と
Ｍ
＆
Ａ
」、「
企
業

戦
略
と
し
て
の
Ｍ
＆
Ａ
」
等
に
つ
い
て
。

事
例
を
踏
ま
え
た
説
明
が
行
わ
れ
た
。

日
本
で
は
、
高
度
経
済
成
長
期
に
整

備
し
て
き
た
イ
ン
フ
ラ
が
老
朽
化
し
、

大
量
更
新
時
代
に
突
入
、
イ
ン
フ
ラ
の

更
新
や
維
持
管
理
に
必
要
な
財
源
の
確

保
が
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と

か
ら
、
全
国
の
市
町
村
で
公
共
施
設
・

イ
ン
フ
ラ
の
見
直
し
が
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
行
政
内
に
人
員
・
ノ

ウ
ハ
ウ
と
も
圧
倒
的
に
不
足
し
て
お
り
、

こ
こ
に
民
間
の
大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
が
あ
り
、
公
共
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
は
、
今
後
、
長
期
に
わ
た
り
大

企
業
か
ら
中
小
企
業
ま
で
民
間
に
と
っ

て
大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
期
待

で
き
る
分
野
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
平
成
二

六
年
度
第
三
回
の
地
域
社
会
問
題
委
員

会
は
、
公
共
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
研
究
テ
ー
マ
と
さ
れ
て
お
ら
れ
る
公

益
財
団
法
人
埼
玉
り
そ
な
産
業
経
済
振

興
財
団

主
席
研
究
員

萩
原

淳
司

氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、『
公

共
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
動
向
と

民
間
に
期
待
さ
れ
る
役
割
』
と
題
し
て

講
演
会
が
開
催
さ
れ
、
十
五
名
の
方
々

が
参
加
し
た
。

日
本
は
既
に
超
高
齢
社
会
に
入
る
と

と
も
に
、
人
口
減
少
社
会
に
突
入
し
て

お
り
ま
す
が
、
二
〇
二
五
年
に
は
、
団

塊
の
世
代
が
全
て
七
五
歳
以
上
の
後
期

高
齢
者
と
な
る
な
ど
、
今
後
も
高
齢
化

は
急
速
に
進
行
し
て
い
き
ま
す
。

一
方
、
既
に
主
要
国
最
悪
の
状
況
と

な
っ
て
い
る
日
本
の
財
政
は
、
更
な
る

高
齢
化
の
進
行
か
ら
、
二
〇
一
四
年
予

算
ベ
ー
ス
で
三
七
兆
円
の
医
療
給
付
費
、

九
・
五
兆
円
の
介
護
給
付
費
が
、
二
〇

二
五
年
（
厚
生
労
働
省
「
社
会
保
障
に

係
る
将
来
推
計
」／
平
成
二
四
年
三
月
）

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
五
四
兆
円
、
十
九
・

八
兆
円
へ
と
急
増
す
る
な
ど
、
日
本
の

財
政
は
益
々
厳
し
さ
を
増
す
も
の
と
予

想
さ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
平
成
二

六
年
度
第
一
回
少
子
高
齢
化
対
策
研
究

会
は
、
下
記
の
通
り
、
埼
玉
大
学
経
済

学
部

教
授

新
井

光
吉

氏
を
講

師
と
し
て
お
迎
え
し
、「
超
高
齢
社
会

第3回企業戦略研究会

少子高齢化対策研究会

開会挨拶をする藤井公房氏

第3回地域社会問題委員会

講演する宮田寛氏

講演する萩原淳司氏

講演する新井光吉氏

講演する鈴木安夫氏
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平
成
二
六
年
度
埼
玉
大
学
・
本
会
合
同
特
別
公
開
講
座

『
長
期
的
な
ア
ジ
ア
経
済
の
成
長
性
』と
題
し
て

経
済
学
部
・
田
口
博
之
教
授
が
講
演

働
く
女
性
応
援
講
座

平
成
二
六
年
度
第
四
講
開
催

働
く
女
性
応
援
講
座

平
成
二
六
年
度
第
五
講
開
催

日
本
の
社
会
保
障
制
度
の
あ
り
方
と
は

〜
将
来
の
医
療
、
介
護
は
ど
う
な
る
の

か
」
と
題
し
て
開
催
し
、
三
〇
の
方
々

が
参
加
し
た
。

新
井
教
授
か
ら
は
、
最
初
に
社
会
保

障
を
取
り
巻
く
環
境
に
つ
い
て
触
れ
ら

れ
、
そ
の
後
医
療
制
度
の
歴
史
、
医
療

保
険
・
介
護
保
険
の
課
題
、
今
後
の
改

革
案
等
に
つ
い
て
詳
細
な
解
説
が
行
わ

れ
た
。

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
を
中
心
と
し
た
ア

ジ
ア
経
済
は
、
人
口
高
齢
化
と
い
う
成

長
抑
制
要
因
を
か
か
え
な
が
ら
も
、
依

然
、
成
長
セ
ク
タ
ー
と
し
て
世
界
経
済

の
牽
引
役
を
担
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
下
、
日
本
の
多
く
の

企
業
が
ア
ジ
ア
諸
国
へ
進
出
、
ア
ジ
ア

諸
国
で
の
売
上
、
収
益
状
況
の
ウ
エ
イ

ト
が
国
内
を
上
回
る
企
業
も
出
て
き
て

お
り
、
ア
ジ
ア
経
済
の
将
来
は
日
本
企

業
の
将
来
を
左
右
す
る
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
状
況
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。と

り
わ
け
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
系

企
業
を
含
む
生
産
拠
点
が
、
例
え
ば
タ

イ
の
よ
う
な
中
所
得
国
か
ら
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
、
ラ
オ
ス
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
と
い
っ

た
後
発
国
に
ま
で
広
が
り
つ
つ
あ
り
、

こ
う
し
た
世
界
で
も
例
を
み
な
い
形
で

形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
広
大
な
生
産
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
こ
そ
が
、
ア
ジ
ア
経
済
を
支

え
る
大
き
な
原
動
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
な
か
で
特
に
、
日
本
の
人
材
・
技

術
力
と
ア
ジ
ア
の
も
つ
潜
在
的
な
成
長

力
を
結
び
付
け
て
互
い
に
共
存
・
共
栄

を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
、企
業
・
政
府
・

人
材
の
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
で
戦
略
的
に

重
要
な
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
情
勢
等
を
踏
ま
え
、
平
成

二
六
年
度
埼
玉
大
学
特
別
公
開
講
座
は

一
月
二
一
日
㈬
十
四
時
よ
り
ソ
ニ
ッ
ク

シ
テ
ィ
ビ
ル
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、
埼
玉
大
学
経
済
学
部
教
授

田
口

博
之

氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、

「
長
期
的
な
ア
ジ
ア
経
済
の
成
長
性
」

と
題
し
て
開
催
さ
れ
、
二
九
名
の
方
々

が
参
加
し
た
。

田
口
教
授
か
ら
は
、「
日
本
と
タ
イ
と

の
つ
な
が
り
」、「
最
近
の
タ
イ
の
政
治

情
勢
」、「
ア
ジ
ア
の
高
齢
化
」、「
ア
ジ

ア
経
済
の
潜
在
力
」、「
タ
イ
か
ら
広
が

る
生
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
日
本
の
役

割
」、「
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
ミ
ャ
ン
マ
ー
の

可
能
性
」
等
に
つ
い
て
、
現
地
調
査
結

果
を
踏
ま
え
、
分
か
り
や
す
く
解
説
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

働
く
女
性
応
援
講
座
平
成
二
六
年
度

第
四
講
は
十
二
月
六
日
㈯
十
三
時
か
ら

十
六
時
ま
で
、
埼
玉
県
女
性
キ
ャ
リ
ア

セ
ン
タ
ー
と
本
会
と
の
共
催
で
、W
i
t
h

Y
o
u
・
埼
玉
セ
ミ
ナ
ー
室
で
開
催
さ

れ
、
仕
事
を
続
け
な
が
ら
キ
ャ
リ
ア
ア

ッ
プ
を
目
指
す
女
性
二
二
名
参
加
し
た
。

今
回
の
講
座
は
、「
仕
事
と
家
庭
の
両

立
を
楽
し
み
な
が
ら
乗
り
切
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
テ
ー
マ
に
キ
ャ
リ

ア
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
技
能
士

井

上
訓
子
氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、

「
職
場
の
人
た
ち
、
近
隣
の
人
た
ち
に

応
援
さ
れ
る
ア
ナ
タ
に
な
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
コ
ツ
を
身
に
付
け
る
」

こ
と
を
目
的
に
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形

式
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
じ

て
他
者
の
考
え
を
聴
い
た
り
、
自
分
の

考
え
を
伝
え
る
こ
と
か
ら
自
分
を
客
観

的
に
見
つ
め
直
し
、
生
き
生
き
と
し
た

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
つ
く
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

働
く
女
性
応
援
講
座
平
成
二
六
年
度

第
五
講
は
一
月
二
一
日
㈬
十
時
か
ら
十

六
時
ま
で
、
埼
玉
県
女
性
キ
ャ
リ
ア
セ

ン
タ
ー
と
本
会
と
の
共
催
で
、W
i
t
h

Y
o
u
・
埼
玉
セ
ミ
ナ
ー
室
で
開
催
さ

れ
、
女
性
三
四
名
が
参
加
し
た
。

今
回
の
講
座
は
、「
チ
ー
ム
力
を
高
め

る
」
を
テ
ー
マ
に
早
川
オ
フ
ィ
ス
早
川

優
子
氏
よ
り
講
義
が
行
わ
れ
、「
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
と
は
」、「
強
み
を
生
か
し
弱
み

を
個
性
と
と
ら
え
る
」、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
タ
イ
プ
を
知
る
」
な
ど
、

�
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
自
分
が
チ

ー
ム
に
ど
の
よ
う
に
働
き
か
け
る
こ
と

が
で
き
る
の
か
�に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

ま
た
、
講
義
終
了
後
、
十
五
時
分
よ

り
参
加
し
た
メ
ン
タ
ー
五
名
と
の
質
疑

応
答
も
行
わ
れ
た
。

働く女性応援講座第4講

平成26年度合同特別公開講座

働く女性応援講座第5講

講演する田口博之教授
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�調査対象 ……………………………566社
有効回答数 ………………………214社
回収率……………………………37．8％

�業種内訳 �内製造業 ……………100社
�内非製造業 …………114社

�資本金別
�5000万円以下………………………97社
�5000万円超～1億円以下…………56社
�1億円超～3億円以下……………15社
�3億円超……………………………46社

�調査期間……………2月5日～2月20日

企業経営動向調査（15年1月）結果
調調 査査 概概 要要

企企業業経経営営動動向向調調査査結結果果

�最近自社業況DI は、製造業で10ポイ
ント、非製造業で4ポイント改善して
おり、特に非製造業ではDI は「0」
となっている。

�先行きのDI についても、引き続き改
善傾向が続くとみており、業種別では
製造業に比べ、非製造業の改善度合い
が高い。

15年1月調査

－3

－6

0

5

－1

11

14年10月調査

－9

－16

－4

－5

－10

0

3．自社の業況DI
（「上昇」－「下降」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�最近の業界景気は、前回調査比製造業、
非製造業ともに10ポイント程度改善し
ているものの、DI は依然「マイナス」
にとどまり、引続き厳しい状況が続く
とみている。

�先行きも製造業、非製造業とも10ポイ
ント程度改善し、業界の景気も緩やか
に改善するとみている。

15年1月調査

－10

－12

－7

1

－4

5

14年10月調査

－18

－21

－16

－14

－23

－6

2．業界の景気DI
（「上昇」－「下降」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�最近の景況判断は、前回調査比20ポイ
ント程度改善し、景気は拡大するとの
見方が多くなっている。

�先行きはさらに改善すると見ており、
年央にかけて国内景気は順調に拡大す
るとの見方が多くなっている。

15年1月調査

7

6

8

20

15

25

14年10月調査

－12

－10

－14

－15

－23

－8

1．国内景気DI
（「上昇」－「下降」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

Ⅰ．景況判断
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Ⅱ－1．経営動向（売上高）

�最近の生産・営業用設備DI は過剰感
が低下し、ほぼ適正水準となっている。

�先行きのDI では、特に製造業では－
10と不足感が高まるとみており、この
状況が今後も推移すると設備投資拡大
への可能性が高まってくるものとみら
れる。

15年1月調査

－3

－1

－4

－6

－10

－3

14年10月調査

3

4

3

3

3

3

2．生産・営業用設備DI
（「過剰」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�最近の在庫水準DI は、在庫過剰感は
低下しており、特に非製造業ではほぼ
適正在庫水準となっている。

�先行きは、さらに過剰感は低下し、製
造業、非製造業ともにほぼ適正在庫水
準になるとみている。

15年1月調査

6

10

2

－1

3

－4

14年10月調査

12

23

3

3

9

－3

1．製品の在庫水準DI
（「過大」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�売上高DI は10－12月期に前四半期比製造業、
非製造業ともに改善、特に非製造業での改善
幅が大きくなっている。

�今後の見通しについては、1－3月期で製造
業、非製造業ともに悪化。特に製造業では33
ポイント悪化し－23となるのに対し、非製造
業は＋13と「プラス」を維持しており、製造
業の方が厳しい見方をしている。4－6月期
も製造業は改善するも「マイナス」、非製造
業は悪化し＋4とみており、全社ベースでは
ほぼ横ばいと明るい見通しはみられない。

（注）14／10－12、15／1－3月期の上段の（ ）内の数値は14年10月調査時の見通し

見 通 し

15／4－6

－1

－7

4

15／1－3

（－12）
－4

（－13）
－23

（－12）
13

実 績

14／10－12

（29）
19

（25）
10

（31）
27

14／7－9

2

0

4

1．売上高DI
（対前四半期比）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

Ⅲ．その他

�経常利益DI は10－12月期に前四半期比、製
造業で12ポイント、非製造業で21ポイント改
善。業種別にみると、製造業は－2と依然減
益とみる企業が多いのに対し、非製造業は＋
17と収益環境が好転していることが窺われる。
�今後の見通しについては、1－3月期は一転
悪化に転じ、4－6月期も改善はみられず、
先行きに厳しい見方をしている。

（注）14／10－12、15／1－3月期の上段の（ ）内の数値は14年10月調査時の見通し

見 通 し

15／4－6

－8

－10

－6

15／1－3

（－12）
－6

（－16）
－22

（－10）
8

実 績

14／10－12

（18）
8

（23）
－2

（14）
17

14／7－9

－8

－14

－4

2．経常利益DI
（対前四半期比）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業
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�最近の雇用人員DI は、製造業、非製
造業ともに不足状態。特に非製造業は
大幅な不足状態が続いている。

�先行きのDI は、製造業は不足感がさ
らに拡大、非製造業でも依然大幅な不
足状態が続くとみている。

15年1月調査

－23

－8

－37

－28

－16

－39

14年10月調査

－23

－4

－39

－21

－1

－38

3．雇用人員DI
（「過剰」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�最近の資金繰りDI はほぼ横ばいで推
移。特段繁忙感はみられない。

�先行きDI は依然「楽とする」回答が
多いものの、「厳しい」という回答が
わずかながら増加している。

15年1月調査

8

1

14

6

0

11

14年10月調査

6

4

7

3

3

4

4．資金繰りDI
（「楽」－「厳しい」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�最近の販売価格DI は、前回調査比横
ばいで推移しており、販売価格下落傾
向は落ち着いてきている。

�先行きのDI は、最近比で下落傾向が
やや高まる見込であり、依然として販
売価格引上げは難しい状況にあると窺
われる。

15年1月調査

－4

－9

1

－7

－14

－1

14年10月調査

－5

－10

－1

－10

－10

－9

5．販売価格DI
（「上昇」－「下落」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き

�最近の仕入価格DI は低下傾向にある
ものの、依然上昇するとの見方が多い

�先行きDI は、最近比ほぼ横ばいで推
移。仕入価格の上昇傾向は依然続くと
の見方となっている。

15年1月調査

27

32

21

31

34

28

14年10月調査

42

43

42

34

39

38

6．仕入価格DI
（「上昇」－「下落」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
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幻肢痛・上肢片麻痺のリ
ハビリテーション、遠隔
操作のトレーニング、エ
ンターテイメントなど。

学歴・略歴
原 正之
（はら まさゆき）
2008年3月、横浜国立大
学大学院工学府システム
統合工学専攻博士課程後
期修了、博士（工学）。東
京大学・特任助教、スイ
ス連邦工科大学ローザン
ヌ校（EPFL）・Scientist、
東京大学・助教を経て、
2014年9月より現職。専
門は、ロボット工学、機
械工学、認知神経科学。

ヒトの筋や皮膚などを刺激して
力・触覚情報を提示する装置はハプティックイン
タフェースと呼ばれ、この技術の適用によって視・
聴覚情報と融合した新たなマルチメディアサービ
スの提供が可能になると期待されています。従来
研究ではハプティック技術を医療分野で応用する
ことに主眼が置かれていましたが、私の研究では
認知神経科学分野をターゲットとしています。今
回は、スイス連邦工科大学（EPFL）の認知神経
科学者との共同プロジェクトである『ヒトの身体
所有感操作に関する研究』について簡単に紹介し
たいと思います。
身体所有感とは『身体／身体部位が自分に属し
ている』というロバストな感覚のことですが、近
年の研究によって視覚刺激と同
期した触刺激によりこの感覚を
体外に擬似的にシフトできるこ
とがわかってきています。例え
ば、ラバーハンド・イリュージ
ョンと呼ばれる現象では、目の
前に置かれたゴム手と衝立など
で隠された自分の手が絵筆など
で連続かつ同期して刺激される
と、徐々にゴム手が自分の手の

ように感じるようになります。この錯覚を引き起
こすために、従来の研究では実験者が手動で触刺
激を両方の手に与えていましたが、私達の研究グ
ループでは力提示機能を備えたマスタスレーブシ
ステムを用いることで、実験参加者自身がマスタ
デバイスを介して様々な力学特性を持つバーチャ
ルハンドにインタラクションできるユニークな手
法を可能にしました。この新しい手法を active
self-touch と名付け、これまでに能動的な自己触
刺激や力フィードバックの変化がヒトの身体所有
感に及ぼす影響などについて明らかにしてきまし
た。さらには、active self-touch 条件で身体所有
感操作した際の脳活動について議論を可能にする
ために、fMRI 実験用プラットフォームの開発・

評価なども行ってきました。
現在もこの共同プロジェ
クトは続いており、ヒトの
身体所有感の発生メカニズ
ムを様々な観点から明らか
にし、その知見を上肢片麻
痺のリハビリテーションな
どで応用することを目指し
て、学際的かつ国際的に研
究を進めています。

1：フレキシブル太陽電
池への応用

2：有機・無機ハイブリ
ッドペロブスカイト
を用いたフォトダイ
オードや発光ダイオ
ードへの応用。

学歴・略歴
石川 良
（いしかわ りょう）
2013年3月埼玉大学大学
院理工学研究科博士後期
課程修了 博士（理学）。
2013年4月より現職。専
門は太陽電池

現在、再生可能エネルギーが注
目を集めており、中でも太陽光発電の導入量が急
速に伸びている。市販されている太陽電池の主流
は結晶シリコンを用いたものであるが、その作製
プロセスには1000℃以上の高温プロセスを必要と
し、大量のエネルギーを要している。より低エネ
ルギー・コストで製造可能であり、軽くて折り曲
げ可能なフレキシブル太陽電池への展開が期待さ
れている薄膜太陽電池には、カドミウムとテルル
の化合物を用いたCdTe 太陽電池や有機半導体を
用いた有機薄膜太陽電池がある。
図のような灰チタン石と同じ結晶構造をペロブ
スカイト構造と呼ぶ。有機カチオン：A（主に
CH3NH3＋）、金属：B（主に鉛）、ハロゲン：X（主
にヨウ素）で構成されたペロブスカイト化合物は
幅広い波長で光吸収係数が大きく、高い正孔・電
子移動度を示し、溶液プロセスで150℃以下の低
温で成膜可能な物質である。この有機・無機ハイ
ブリッドペロブスカイトを光吸収層とするペロブ
スカイト太陽電池（PSC）は2008年に桐蔭大の宮
坂らにより初めて報告され、ここ数年で急速に光
電変換効率を高めており最高で20．1％と薄膜太陽

電池の中でもトップクラスの性能を示し注目を集
めている。PSCにおいて透明導電膜上に電子輸
送層を導入することにより性能を高めているが、
成膜に400～500℃の高温プロセスを必要とする酸
化チタンが一般的である。電子輸送層形成に高温
を必要としていては耐熱性の基板・透明導電膜を
必要とし、フレキシブル太陽電池の作製は困難で
ある。私は火炎噴霧法により合成された酸化亜鉛
ナノ粒子を用いて、150℃以下という低温で成膜
した酸化亜鉛層がペロブスカイト太陽電池におい
ても電子輸送層として機能することを示した。ま
た PSCの問題点として安定性（耐湿度、温度）
が存在するが、ハロゲンと有機カチオンの置換に
より耐熱・耐湿性の向上が実現できており、これ
を用いた PSCで5％前後の光電変換効率を得て
いる。現在、更なる特性の向上を目指している。

埼埼玉玉大大学学研研究究者者ととのの出出会会いいのの広広場場
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 根岸 茂文、事務局次長 宮田 信久 �048‐647‐4100
�048‐641‐0924

シリーズ
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第888888888888888888888888777777777777777777777777回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

産業への展開研 究 の 内 容

ロボット・ハプティック技術の認知神経科学研究への応用
埼玉大学大学院理工学研究科 戦略的研究部 原 正 之 助教

有機・無機ハイブリッドペロブスカイト太陽電池に関する研究
埼玉大学大学院理工学研究科 物質科学部門 石 川 良 助教
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オフィスビル等における照明用電力を削減する手法の一つと
して昼光利用があります。2011年3月の東日本大震災以降、昼
光利用の必要性が益々高まっています。
伊藤研究室では日射遮蔽装置の光学特性値、熱物性値の測定
を行い、地域毎に最適な日射遮蔽装置の選択の一助となるデー
タベースを作成しています（図1）。
前報ではブラインドメーカーと共同で昼光利用型ブラインド
の開発について報告しましたが、本報ではオフィスにおける自
動制御ブラインドの制御手法の一つである画像を用いたビル影
制御について報告します。現在行われているビル影制御は主に
シミュレーションにより行われています。その為、周辺建物の
位置や高さといった情報を建物ごとに取得する必要があります
が、これらの詳細なデータを取得することは困難であり、また
竣工後において新たに周辺に建物が建造されたり、既存の建物
が改築された場合は、その都度シミュレーションをやり直さな
ければ正しい運用は不可能でした。

現在、ブラインドメーカーと開発しているシステムは魚眼レ
ンズ付きデジタルカメラを用いてそれらの画像から室内の輝度
分布を取得してブラインドを制御する方法です。この方法を採
用することによってこれからの問題を解決することが可能とな
ります。このシステムを開発するために伊藤研究室では数値計
算や実大実験を行っています。
この様にただ提案するだけでなく、本学の学生が得意とする
装置の作製、検証・評価
を一貫して行っています。
今後、昼光を利用し照
明エネルギーを削減しか
つ質の高い光環境を実現
したい時、これらの知見
が役に立つと思います。
その際は是非、ご連絡く
ださい。

研究では「ことば」を「文化」「社会」
という観点から包括的に分析し、主に日
本語と英語圏文化による言語コミュニケ

ーション方法の比較を行ってきました。実際に使用されている
会話特徴を観察し、その相違点から言語の根本にある物事のと
らえ方の違いを分析し、さらに、外国語としてどのように習得
が行われているのかを研究しています。これまで研究で明らか
にしたことを、異文化理解・言語習得の観点から英語教育の場
で活かすことを目的に研究を継続しています。
製造業界でもグローバル化というのが当たり前になっている
現在、学生たちが将来企業に就職した際に、実践で活用できる
英語コミュニケーション力を育成することを目標に英語プログ
ラムを考えています。業務上でも様々な国の人たちと働く機会
もあり、英語が共通のコミュニケーション言語となる場合も考

えられます。また、外国人観光客が昨今多く日本を訪れ、日常
的にも英語でコミュニケーションを取る場面に出くわすことも
考えられます。またオリンピック開催、小学校での早期英語教
育開始等、さらに英語でコミュニケーションを取ることができ
ることが重要視されています。
しかし、英語ができる、つまり英語を知っているだけでは十
分ではなく、実際の場面で使用し、英語を「ツール」として相
手とコミュニケーションを取ることができる力、自分の考えを
しっかり伝える力、英語を手段として他のことを学ぶことがで
きること、また日本の良さを伝えることが必要です。学生には、
英語授業を通して、製造業界特有の専門的な用語や表現といっ
た知識だけではなく、積極的にコミュニケーションを取る姿勢、
異文化を理解することを学んでほしいと思います。

「「ももののつつくくりり大大学学」」へへよよううここそそ
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 根岸 茂文、事務局次長 宮田 信久 �048‐647‐4100
�048‐641‐0924

連 載
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第666666666666666666666666888888888888888888888888回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

輝度画像によるブラインド制御方法の開発
建設学科 伊 藤 大 輔 講師

伊藤 大輔（いとう だいすけ）講師 東海大学連合大学院修了、博士（工学）、独立行政法人建築研究所専門研究員を経て、
2009年9月よりものつくり大学講師。日本建築学会、照明学会所属。（連絡先：048‐564‐3857／ito@iot.ac.jp）。

実践で役立つ英語コミュニケーション力育成
製造学科 土 井 香乙里 講師

土井 香乙里（どい かおり）講師 早稲田大学大学院教育学研究科博士後期課程。早稲田大学人間科学学術院人間情報科学科
助手、同研究センター客員講師、東京電機大学理工学部（EEP）インストラクターを経て、2010年9月から、ものつくり大学講
師。社会言語学・英語教育。（連絡先：048‐564‐3844／k_doi@iot.ac.jp）

図1：伊藤研測定風景
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二
月
三
日
㈫
、
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ

ル
国
際
会
議
室
に
お
い
て
、
埼
玉
県
出

身
の
実
業
家
、
渋
沢
栄
一
の
精
神
を
受

け
継
ぐ
全
国
の
企
業
経
営
者
に
贈
ら
れ

る
「
第
十
三
回
渋
沢
栄
一
賞
」
の
表
彰

式
が
開
催
さ
れ
、
六
花
亭
製
菓
株
式
会

社
（
北
海
道
帯
広
市
）
代
表
取
締
役
社

長
の
小
田

豊
氏
と
株
式
会
社
ジ
ー
シ

ー
（
東
京
都
文
京
区
）
取
締
役
会
長
中

尾
眞
氏
の
二
氏
が
受
賞
し
た
。

表
彰
は
、
渋
沢
栄
一
賞
選
考
委
員
長

の
利
根
忠
博
本
会
名
誉
会
長
の
講
評
の

後
、
上
田
清
司
埼
玉
県
知
事
か
ら
表
彰

状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
た
。
そ
し
て

渋
沢
栄
一
記
念
財
団
と
渋
沢
栄
一
の
生

誕
地
深
谷
市
か
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
記
念
品

が
贈
呈
さ
れ
た
。

受
賞
理
由
は
次
の
と
お
り
。

■
小
田

豊
氏
（
六
花
亭
製
菓
㈱
代
表

取
締
役
社
長
）

◇
会
社
概
要

和
洋
菓
子
の
製
造
・
販
売
。
美
術
館

の
運
営
。
一
九
三
三
年
創
業
、
従
業
員

一
三
〇
〇
名
（
グ
ル
ー
プ
全
体
）、
資

本
金
約
一
億
円
（
グ
ル
ー
プ
全
体
）。

◇
優
れ
た
経
営
面

・「
お
菓
子
は
地
域
の
文
化
」、「
無
理

な
規
模
拡
大
は
必
ず
商
品
の
質
を
落

と
す
」
と
い
う
考
え
か
ら
出
店
を
北

海
道
の
み
に
限
っ
て
い
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
北
海
道
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
菓

子
製
造
業
に
成
長
さ
せ
た
。

・「
売
上
目
標
な
し
」、「
マ
ニ
ュ
ア
ル

な
し
」、「
人
事
部
な
し
」
と
い
う
独

特
の
経
営
哲
学
を
実
践
。
社
内
の
一

体
感
・
共
通
認
識
醸
成
の
た
め
、
社

員
か
ら
の
意
見
・
提
案
を
募
集
し
、

社
内
日
刊
新
聞
と
し
て
昭
和
六
二
年

か
ら
毎
日
発
行
し
て
い
る
。

◇
地
域
及
び
社
会
貢
献
面

・
美
術
館
が
点
在
す
る
「
中
札
内
美
術

村
」、北
海
道
の
山
野
草
が
四
季
折
々

に
咲
く
「
六
花
の
森
」
の
建
設
・
運

営
や
、
五
〇
年
に
わ
た
る
月
刊
児
童

詩
誌
「
サ
イ
ロ
」
の
発
行
な
ど
様
々

な
文
化
活
動
事
業
を
運
営
し
て
い
る
。

・
北
海
道
の
食
文
化
の
向
上
・
推
進
を

目
的
と
し
た
基
金
の
理
事
長
と
し
て
、

食
文
化
の
発
展
に
功
績
に
あ
る
方
の

表
彰
等
を
実
施
し
て
い
る
。

■
中
尾

眞
氏
（
㈱
ジ
ー
シ
ー
取
締
役

会
長
）

◇
会
社
概
要

歯
科
医
療
材
料
・
機
器
の
開
発
・
製

造
・
販
売
を
行
う
。
歯
科
医
療
総
合
メ

ー
カ
ー
。
一
九
二
一
年
創
業
、
従
業
員

数
九
五
五
名
、
資
本
金
八
・
八
億
円
。

◇
優
れ
た
経
営
面

・
海
外
進
出
を
積
極
的
に
進
め
、
近
年

で
は
欧
・
米
に
続
き
ア
ジ
ア
に
も
製

造
拠
点
を
設
け
る
と
と
も
に
、
海
外

統
括
拠
点
を
ス
イ
ス
に
設
け
、
受
賞

者
自
ら
赴
任
し
海
内
で
の
活
動
も
強

化
し
て
い
る
。
歯
科
材
料
分
野
で
は

国
内
外
で
ト
ッ
プ
グ
ル
ー
プ
に
位
置

す
る
。

・
独
自
の
品
質
経
営
「
Ｇ
Ｑ
Ｍ
」
に
よ

り
、「
日
本
品
質
管
理
賞
」
や
、
中

国
・
米
国
工
場
で
「
デ
ミ
ン
グ
賞
」。

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
工
場
の
Ｅ
Ｆ
Ｑ
Ｍ
」・

「
Ｅ
Ｅ
Ａ
賞
」
受
賞
な
ど
、
品
質
経

営
に
関
し
て
国
内
外
か
ら
高
い
評
価

を
得
て
い
る
。

◇
地
域
及
び
社
会
貢
献
面

・
ベ
ト
ナ
ム
で
の
数
千
人
の
子
ど
も
た

ち
に
歯
科
治
療
を
行
う
国
際
プ
ロ
グ

ラ
ム
や
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
の
学
校
の

子
ど
も
た
ち
へ
の
歯
科
治
療
や
健

康
・
口
腔
衛
生
教
育
を
行
う
国
際
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
て
、
歯
科
材
料

の
提
供
な
ど
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、

様
々
な
地
域
で
歯
科
治
療
・
教
育
に

関
す
る
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

・
日
本
の
大
学
関
係
者
と
協
力
し
、
発

展
途
上
国
の
教
育
者
・
研
究
者
の
見

学
を
受
け
入
れ
て
い
る
。

本
会
は
、
渋
沢
栄
一
賞
の
創
設
に
深

く
関
わ
り
、
近
代
日
本
を
築
い
た
渋
沢

翁
の
生
き
方
や
功
績
を
全
国
に
発
信
し

た
い
と
す
る
埼
玉
県
の
活
動
を
全
面
的

に
支
援
し
本
賞
の
普
及
に
努
め
て
い
る
。

お

だ

ゆ
た
か

な
か

お

ま
こ
と

小小
田田

豊豊
氏氏
、、
中中
尾尾

眞眞
氏氏
がが

渋渋
沢沢
栄栄
一一
賞賞
をを
受受
賞賞

〜〜
第第
十十
三三
回回
渋渋
沢沢
栄栄
一一
賞賞
表表
彰彰
式式
開開
催催

講評を行う利根忠博
本会名誉会長

知事・受賞者・関係者歓談する受賞者・関係者

第第1133回回渋渋沢沢栄栄一一賞賞表表彰彰式式

小田豊氏（右）中尾眞氏代理㈱ジーシ
ー取締役高橋誠二氏

開会挨拶をする
上田清司埼玉県知事
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新新
規規
高高
校校
卒卒
業業
予予
定定
者者

就就
職職
面面
接接
会会
開開
催催

埼
玉
県
教
育
委
員
会
主
催
に
よ
る
四

者
面
談
会
が
二
月
一
日
㈰
、
埼
玉
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
深
谷
で
開
催
さ
れ
た
。
本

会
推
薦
の
会
員
企
業
経
営
者
五
名
（
別

記
）
と
学
校
側
か
ら
は
二
十
五
組
、
七

十
二
名
が
参
加
し
た
。
こ
の
面
談
会
は

平
成
十
五
年
度
よ
り
実
施
し
て
お
り
今

年
度
で
通
算
十
二
年
目
と
な
る
。

こ
の
四
者
面
談
会
で
は
高
校
生
が
企

業
経
営
者
か
ら
企
業
や
社
会
が
求
め
る

人
材
像
や
企
業
人
に
な
る
た
め
の
心
構

え
、
学
生
時
代
に
な
す
べ
き
事
な
ど
に

つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と
で

自
分
を
見
つ
め
直
し
進
路
選
択
能
力
を

向
上
さ
せ
る
と
共
に
、
生
徒
・
保
護
者

の
職
業
意
識
形
成
を
支
援
し
、
望
ま
し

い
勤
労
観
・
職
業
観
を
育
成
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
に
於

い
て
参
加
校
は
就
職
希
望
者
の
多
い
専

門
高
校
に

限
ら
ず
県

北
部
の
普

通
高
校
の

生
徒
も
毎

年
多
数
参

加
し
て
い

る
。
ま
た
、

教
員
に
対

し
て
は
学

校
に
お
け

る
キ
ャ
リ

ア
教
育
推

進
に
対
し

て
重
要
な

意
識
改
革

の
場
と
も

な
っ
て
い

る
。面

談
終

了
後
の
生

徒
ア
ン
ケ

ー
ト
で
は
、「
自
分
の
価
値
観
が
変
わ

る
き
っ
か
け
を
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
社
会
に
出
て
か
ら
も
努
力
と
勉
強

を
継
続
し
て
い
き
た
い
」「
面
談
を
通

じ
て
自
分
の
良
さ
気
付
か
せ
て
も
ら
っ

た
。
社
長
さ
ん
か
ら
自
分
の
行
動
に
つ

い
て
理
解
・
承
認
し
て
も
ら
い
自
信
に

な
り
ま
し
た
」「
自
分
が
今
何
を
す
れ

ば
よ
い
の
か
、
し
っ
か
り
と
具
体
的
な

目
標
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た
」
等
の
感

想
が
多
く
見
ら
れ
た
。
社
会
が
求
め
る

人
材
と
は
、
意
欲
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神

の
あ
る
者
だ
と
知
り
、
ど
の
よ
う
な
活

動
も
気
持
ち
や
考
え
方
で
変
え
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
を
理
解
し
た
こ
と
が
伺

え
た
。
進
路
選
択
に
お
け
る
俯
瞰
的
な

立
場
か
ら
、
価
値
観
を
変
え
る
具
体
的

な
示
唆
を
も
ら
え
た
よ
う
で
あ
る
。
ま

た
、
保
護
者
か
ら
は
「
一
つ
ひ
と
つ
の

言
葉
が
重
く
子
ど
も
の
心
に
響
い
て
い

た
と
思
い
ま
す
。
人
生
の
勉
強
と
し
て

よ
い
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
」「
子

ど
も
の
将
来
の
進
路
へ
の
助
言
だ
け
で

な
く
、
人
と
し
て
の
考
え
方
を
お
聞
き

し
、
私
も
成
長
さ
せ
て
い
た
だ
け
た
よ

う
な
気
が
し
ま
す
」「
家
庭
で
の
生
活

指
導
が
改
め
て
大
切
だ
と
実
感
し
ま
し

た
」
先
生
方
か
ら
は
「
経
営
者
の
話
を

聞
け
て
私
自
身
の
視
野
が
広
が
っ
た
。

今
後
の
進
路
決
定
に
向
け
た
指
導
の
参

考
と
し
て
校
内
で
も
共
有
し
、
進
路
指

導
体
制
の
改
善
に
努
め
た
い
」「
学
校

で
は
学
べ
な
い
企
業
経
営
者
か
ら
の
生

き
た
言
葉
で
の
ア
ド
バ
イ
ス
は
、
普
通

高
校
の
生
徒
に
は
聞
く
機
会
が
少
な
い

た
め
大
変
あ
り
が
た
く
参
考
に
な
っ

た
」
な
ど
の

感
想
が
寄
せ

ら
れ
た
。
こ

の
よ
う
に
四

者
面
談
会
は

毎
年
参
加
し
た
生
徒
・
保
護
者
。
教
員

か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

◆
参
加
企
業
経
営
者
（
敬
称
略
）

▽
石
塚

巧

キ
ヤ
ノ
ン
電
子
株
式

会
社

常
務
取
締
役

▽
斉
木

政
美

サ
ン
ケ
ン
電
気
株
式

会
社

管
理
本
部
総
務
人
事
統
括
部

人
事
部
長

▽
高
橋

祐
介

高
橋
商
事
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

▽
中
込

秀
明

富
士
電
子
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

▽
牛
窪

啓
詞

株
式
会
社
愛
工
舎
製

作
所

代
表
取
締
役

厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局
主
催
、
県

教
育
委
員
会
後
援
に
よ
る
新
規
高
等
学

校
卒
業
予
定
者
就
職
面
接
会
が
一
月
二

十
九
日
㈭
、
本
会
会
員
企
業
人
事
担
当

者
を
含
む
1
0
5
社
の
参
加
に
よ
り
大

宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
で
開
催
さ
れ
た
。

一
月
末
現
在
、
県
内
新
規
高
校
卒
業

予
定
者
の
就
職
内
定
率
は
90
・
9
％
で

あ
り
、
過
去
十
年
で
最
高
値
で
あ
っ
た

昨
年
同
期
よ
り
2
・
3
ポ
イ
ン
ト
上
昇

し
て
い
る
。
し
か
し
、
6
9
3
名
が
未

内
定
と
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
い
る
。

埼
玉
労
働
局
と
県

教
育
委
員
会
は
企
業

と
高
校
生
の
マ
ッ
チ

ン
グ
の
機
会
と
し
て

例
年
本
面
接
会
を
開

催
し
て
い
る
。
各
回

の
参
加
者
は
第
1
回

（
十
一
月
十
一
日
）

が
6
3
0
名
（
生
徒

5
0
7
名
・
教
員
1
2
3
名
）、
参
加
企

業
1
5
1
社
、
第
2
回
（
一
月
二
十
九

日
）
が
2
4
0
名
（
生
徒
1
7
7
名
・

教
員
63
名
）、
参
加
企
業
2
5
7
社
で

あ
っ
た
。

本
会
は
今
後
も
各
関
係
課
所
と
連
携

を
図
り
若
年
者
雇
用
の
促
進
を
図
る
と

共
に
、
地
元
産
業
界
の
安
定
雇
用
に
資

す
る
た
め
の
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
の

で
企
業
の
皆
様
に
も
御
理
解
と
御
協
力

を
お
願
い
し
た
い
。

企企
業業
経経
営営
者者
とと
生生
徒徒
・・
保保
護護
者者
・・

教教
員員
にに
よよ
るる
四四
者者
面面
談談
会会
開開
催催

面
談
の
様
子

斉木政美 サンケン
電気㈱管理本部総務
人事統括部人事部長

石塚 巧 キヤノン
電子㈱常務取締役

高橋祐介 高橋商事
㈱代表取締役社長

中込秀明 富士電子
㈱代表取締役社長

牛窪啓詞 ㈱愛工舎
製作所代表取締役

面
談
打
合
せ
の
様
子

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
よ
る
相
談

の
様
子

面
接
会
場
の
様
子
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女
性
の
活
躍
推
進
は
、
わ
が
国
経
済

社
会
の
持
続
的
な
発
展
に
と
っ
て
重
要

な
成
長
戦
略
で
あ
る
。
埼
玉
県
で
も
、

女
性
が
働
き
手
と
な
り
、
自
己
実
現
を

し
て
生
き
生
き
と
輝
き
活
躍
す
る
社
会

の
実
現
を
は
か
る
た
め
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク

ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

県
内
企
業
に
お
い
て
も
女
性
社
員
の
キ

ャ
リ
ア
意
識
の
向
上
、
キ
ャ
リ
ア
形
成

の
促
進
な
ど
、
女
性
が
働
き
が
い
を
も

っ
て
就
労
で
き
る
職
場
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
県
教

育
委
員
会
で
は
、
県
立
高
校
の
女
子
生

徒
の
職
業
観
や
就
労
意
欲
を
高
め
よ
う

と
、
経
済
団
体
等
と
連
携
し
た
就
職
指

導
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
を
は
か
る

た
め
、
働
き
続
け
る
意
欲
や
キ
ャ
リ
ア

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
能
力
の
向
上
を
ね
ら
い

と
し
て
「
女
子
高
校
生
の
働
き
続
け
る

意
欲
育
成
推
進
事
業
」
を
実
施
し
て
い

る
。
本
会
で
は
、
本
事
業
に
対
し
、
県

立
高
校
へ
の
指
導
者
推
薦
な
ど
、
次
の

よ
う
な
県
立
学
校
三
校
の
取
り
組
み
に

協
力
し
て
い
る
。

■
平
成
二
十
六
年
十
二
月
十
七
日
㈬

県
立
本
庄
高
等
学
校
（
体
育
館
）

講
演
題

「
希
望
を
も
っ
て
高
い
目
標

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
の

重
要
性
」

対

象

全
校
生
徒
9
6
1
人
（
男
子

4
1
6
人
、女
子
5
4
5
人
）

キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
能
力
育
成

を
目
的
と
し
た
進
路
講
演
会
が
十
二
月

十
七
日
、
県
立
本
庄
高
校
の
全
生
徒
9

6
1
人
を
対
象
に
開
か
れ
た
。

同
校
は
、
昨
年
度
か
ら
進
学
重
視
型

単
位
制
高
校
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト

を
切
っ
た
93
年
目
を
迎
え
る
県
北
の
伝

統
高
校
で
あ
る
。
将
来
、
社
会
に
貢
献

し
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
活
躍
で
き
る
人

材
の
育
成
を
目
指
し
た
教
育
活
動
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
高
い
目
標
に
向
か
っ

て
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
意
識
を
も
ち
、
自

身
の
夢
や
学
習
に
意
欲
的
に
立
ち
向
か

っ
て
ほ
し
い
と
本
講
演
会
を
企
画
し
た
。

講
演
で
は
、
同
校
の
Ｏ
Ｂ
で
も
あ
る

本
協
会
の
根
岸
茂
文
専
務
理
事
（
昭
和

47
年
度
卒
業
生
）
が
「
希
望
を
も
っ
て

高
い
目
標
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
の

重
要
性
」
と
題
し
、
自
身
の
学
生
時
代

の
経
験
談
や
心
に
残
る
多
く
の
言
葉
を

交
え
な
が
ら
後
輩
を
指
導
し
た
。
ま
た
、

社
会
人
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
目
標
と

な
る
人
物
の
生
き
方
や
経
験
を
紹
介
し
、

将
来
に
向
け
た
エ
ー
ル
と
し
て
「
安
定

な
ん
て
簡
単
に
求
め
ず
、
高
い
目
標
に

向
か
っ
て
希
望
を
も
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け
た
。

■
平
成
二
十
六
年
十
二
月
十
九
日
㈮

県
立
常
盤
高
等
学
校
（
別
館
三
階
ホ
ー

ル
）

講
演
題

「
働
く
と
い
う
こ
と
は
」

対

象

全
校
生
徒
3
9
9
人
一
年
〜

五
年
生
（
男
子
13
人
、
女
子

3
8
6
人
）

将
来
の
生
き
方
を
考
え
、
自
己
を
見

つ
め
直
し
、
社
会
人
と
し
て
必
要
な
能

力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

進
路
講
演
会
が
十
二
月
十
九
日
、
県
立

常
盤
高
校
の
全
生
徒
3
9
9
人
を
対
象

に
開
か
れ
た
。

同
校
は
看
護
師
養
成
5
年
一
貫
校
で

あ
り
、
全
員
が
看
護
師
の
資
格
取
得
を

目
指
し
て
い
る
。
看
護
専
攻
科
修
了
後
、

看
護
師
資
格
を
取
得
し
て
大
部
分
の
生

徒
が
病
院
に
就
職
す
る
が
、
助
産
師
、

保
健
師
な
ど
更
な
る
資
格
取
得
に
向
け

て
進
学
し
た
後
で
就
職
す
る
生
徒
も
い

る
。
中
学
生
の
段
階
で
進
路
を
決
定
し

て
お
り
、
看
護
職
者
に
な
る
と
い
う
目

的
意
識
は
高
い
が
、
考
え
方
が
看
護
・

医
療
に
偏
り
や
す
い
た
め
、
講
演
会
を

通
し
て
幅
広
い
視
点
か
ら
働
く
こ
と
や

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
た
い
と
企

画
さ
れ
た
。

講
演
で
は
、
本
協
会
の
根
岸
茂
文
専

務
理
事
か
ら
看
護
の
世
界
で
働
く
と
い

う
だ
け
で
な
く
、
社
会
人
と
し
て
働
く

と
い
う
こ
と
に
対
し
、
自
分
ら
し
い
生

き
方
と
し
て
参
考
と
な
る
人
物
の
紹
介

を
交
え
て
示
さ
れ
た
。将
来
、社
会
へ
ど

う
貢
献
す
る
か
、
自
分
の
理
想
と
す
る

働
く
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
学
習
に
取
り

組
む
姿
勢
を
も
っ
て
い
れ
ば
、
看
護
師

と
し
て
働
く
覚
悟
や
将
来
の
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
る
と
呼
び
か
け
た
。

■
平
成
二
十
七
年
一
月
二
十
二
日
㈭

県
立
鴻
巣
女
子
高
校
（
体
育
館
ほ
か
）

対

象

2
学
年

1
9
4
名
（
普
通

科
�
1
1
2
名
、
保
育
科
�

42
名
、家
政
科
学
科
�
40
名
）

自
ら
将
来
を
描
い
て
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ

ン
ニ
ン
グ
で
き
る
能
力
育
成
を
目
的
と

し
た
進
路
講
演
会
と
座
談
会
が
一
月
二

十
二
日
、
県
立
鴻
巣
女
子
高
校
の
生
徒

1
9
4
人
を
対
象
に
開
か
れ
た
。

○
第
Ⅰ
部
【
講
演
会
】

講
演
題

「
失
敗
に
負
け
ず
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
こ
と
の
重
要
性
」

同
校
は
、
保
育
科
、
家
政
科
学
科
、

普
通
科
の
三
学
科
を
有
し
、
互
い
に
競

い
高
め
合
い
な
が
ら
生
徒
一
人
ひ
と
り

の
夢
の
実
現
を
支
援
す
る
教
育
活
動
に

日
々
取
り
組
ん
で
い
る
女
子
高
校
で
あ

る
。
専
門
学
科
の
生
徒
は
入
学
前
か
ら

目
的
意
識
を
も
っ
て
い
る
が
、
普
通
科

の
生
徒
は
自
己
の
キ
ャ
リ
ア
に
対
す
る

意
識
が
曖
昧
な
生
徒
が
多
い
。
そ
の
た

め
、
自
立
し
た
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン

グ
能
力
を
向
上
さ
せ
よ
う
と
企
画
さ
れ

た
。講

演
で
は
、
本
協
会
の
根
岸
茂
文
専

務
理
事
か
ら
働
く
こ
と
や
働
き
続
け
る

こ
と
に
つ
い
て
、
今
ど
ん
な
時
代
で
ど

ん
な
人
材
が
求
め
ら
れ
る
か
、
自
身
が

県県
女女
子子
高高
校校
生生
のの
働働
きき
続続
けけ
るる

意意
欲欲
育育
成成
推推
進進
事事
業業
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ど
の
よ
う
な
人
生
を
歩
む
べ
き
か
指
針

を
示
し
、
社
会
で
努
力
し
て
活
躍
し
て

い
る
目
標
に
し
て
ほ
し
い
人
を
紹
介
し
、

「
女
性
が
自
立
し
て
活
躍
す
る
社
会
が

望
ま
れ
て
い
る
、
皆
さ
ん
も
失
敗
を
恐

れ
ず
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し
い
」
と
呼

び
か
け
た
。

○
第
Ⅱ
部
【
座
談
会
】

対

象

生
徒
30
名（
全
4
グ
ル
ー
プ
）

講

師
・
Ａ
Ｇ
Ｓ
株
式
会
社江

原

知
穂

氏

・
む
さ
し
証
券
株
式
会
社

森
本

美
和

氏

・
株
式
会
社
テ
レ
ビ
埼
玉

菅

美
香

氏

・
株
式
会
社
サ
イ
サ
ン

内
藤
裕
季
子

氏

座
談
会
で
は
、
希
望
す
る
生
徒
30
名

が
4
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
社
会
で

活
躍
し
て
い
る
4
名
の
講
師
か
ら
、

日
々
体
験
し
て
い
る
こ
と
、
普
段
思
っ

て
い
る
こ
と
、
仕
事
へ
の
や
り
が
い
、

高
校
時
代
の
体
験
談
な
ど
が
語
ら
れ
た
。

生
徒
に
と
っ
て
、
働
く
こ
と
の
意
義
に

つ
い
て
多
く
の
刺
激
と
な
り
、
将
来
の

就
業
意
欲
に
結
び
つ
い
て
も
ら
い
た
い

と
行
わ
れ
た
。
質
問
し
や
す
い
講
師
の

人
柄
と
少
人
数
で
対
話
し
や
す
い
会
場

の
中
で
、
各
グ
ル
ー
プ
と
も
時
間
を
超

過
し
活
発
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。

参
加
し
た
生
徒
は
、
真
剣
な
ま
な
ざ
し

で
講
師
か
ら
の
熱
心
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

傾
聴
し
、
働
く
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ

て
い
た
。

生
徒
の
事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
を
見
る
と
、

「
本
当
に
自
分
の
し
た
い
こ
と
を
す
る

こ
と
が
重
要
で
、
今
の
状
態
で
満
足
す

る
の
で
な
く
常
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ

と
も
大
切
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。
今
自

分
が
や
っ
て
い
る
こ
と
が
後
に
つ
な
が

っ
て
い
る
ん
だ
、
そ
う
思
う
と
今
を
頑

張
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。」

「
今
ま
で
も
こ
の
よ
う
な
お
話
し
は
た

く
さ
ん
聞
い
て
き
た
が
今
日
の
講
演
は

い
つ
も
と
は
違
っ
た
。「
失
敗
す
る
こ

と
よ
り
も
何
も
し
な
い
こ
と
を
恐
れ

ろ
」
深
い
言
葉
だ
と
思
っ
た
。
今
日
の

講
演
は
今
後
の
進
路
に
大
き
く
影
響
す

る
と
思
う
。」

「
私
は
ま
だ
進
路
に
迷
い
が
あ
る
た
め

今
日
の
講
演
は
す
ご
く
よ
か
っ
た
。
大

学
へ
行
く
だ
け
で
な
く
い
ろ
い
ろ
な
道

が
あ
る
と
わ
か
っ
た
。
一
番
大
事
な
の

は
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
に
向
か
っ
て

行
動
す
る
こ
と
。
始
め
る
こ
と
。」

「
私
は
行
き
た
い
大
学
が
あ
り
ま
す
が
、

難
し
い
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

講
演
を
聴
い
た
あ
と
必
ず
行
き
た
い
と

い
う
気
持
ち
に
変
化
し
ま
し
た
。
根
岸

先
生
が
紹
介
し
て
く
れ
た
目
標
に
し
て

欲
し
い
人
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。」
等
の
言
葉
が
あ
っ
た
。

こ
れ
か
ら
の
日
本
は
男
女
と
も
に
働

く
こ
と
に
つ
い
て
の
意
識
や
働
き
続
け

る
意
欲
（
勤
労
観
・
職
業
観
）
を
育
成

す
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
。
日
本
の
将

来
に
自
信
を
も
ち
、
前
向
き
、
外
向
き
、

上
向
き
の
気
持
ち
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
っ
て
ほ
し
い
。
時
代
に
求
め
ら
れ
る

人
材
の
要
件
は
、
常
に
前
向
き
で
成
長

を
求
め
続
け
る
人
。
リ
ス
ク
を
恐
れ
ず
、

常
に
学
び
続
け
、
挑
戦
し
続
け
る
こ
と

で
し
か
成
長
は
な
い
。
そ
し
て
、「
学

歴
、
職
業
歴
な
ど
の
キ
ャ
リ
ア
は
、
梯

子
で
は
な
く
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
。
安

定
な
ん
て
求
め
ず
、
変
革
を
求
め
て
ほ

し
い
。
そ
れ
が
希
望
に
つ
な
が
る
」
と

エ
ー
ル
を
贈
り
た
い
。

講師と生徒による座談会の様子

ＡＧＳ株式会社
江原 知穂 氏

株式会社テレビ埼玉
菅 美香 氏

むさし証券株式会社
森本 美和 氏

株式会社サイサン
内藤 裕季子 氏
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川
越
駅
西
口
に「
ウ
ェ
ス
タ
川
越
」

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

ウェスタ川越

埼
玉
県
が
人
材
確
保
を

支
援
し
ま
す

「
合
同
企
業
説
明
会
」を

開
催
し
ま
す

平
成
26
年
度
埼
玉
県
就
労

実
態
調
査
結
果
に
つ
い
て

平
成
26
年
労
働
組
合
基
礎
調

査
結
果（
埼
玉
県
）に
つ
い
て

「
ウ
ェ
ス
タ
川
越
」
は
、
埼
玉
県
西
部

の
産
業
振
興
、
文
化
芸
術
の
振
興
、
に
ぎ

わ
い
の
創
出
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

埼
玉
県
と
川
越
市
、
民
間
事
業
者
が
整
備

す
る
複
合
拠
点
施
設
で
す
。

新
し
く
誕
生
す
る
「
ウ
ェ
ス
タ
川
越
」

を
ぜ
ひ
御
利
用
く
だ
さ
い
。

【
県
の
施
設
】

県
の
施
設
は
、
3
月
23
日
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。

�
多
目
的
ホ
ー
ル
・
会
議
室

約
6
5
0
㎡
の
平
土
間
式
ホ
ー
ル
と
使

い
勝
手
の
良
い
3
室
の
会
議
室
は
、
展
示

会
、
商
談
会
な
ど
様
々
な
用
途
に
御
利
用

い
た
だ
け
ま
す
。

�
創
業
支
援
ル
ー
ム

新
た
に
創
業
を
予
定
し
て
い
る
方
や
、

創
業
間
も
な
い
企
業
の
立
上
げ
か
ら
成
長

段
階
ま
で
を
支
援
す
る
た
め
の
25
室
（
約

8
㎡
〜
約
25
㎡
）
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

�
川
越
地
方
庁
舎

3
月
23
日
以
降
、
順
次
、
従
来
の
川
越

地
方
庁
舎（
※
）、
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

川
越
支
所
、
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
は

「
ウ
ェ
ス
タ
川
越
」
に
移
転
し
ま
す
。

※
従
来
の
川
越
地
方
庁
舎
�
川
越
比
企
地

域
振
興
セ
ン
タ
ー
、
川
越
県
税
事
務
所
、

消
費
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
川
越
、
西
部

環
境
管
理
事
務
所
、
川
越
農
林
振
興
セ

ン
タ
ー
、
出
納
総
務
課
川
越
駐
在
、
西

部
教
育
事
務
所

【
川
越
市
、
民
間
事
業
者
の
施
設
】

川
越
市
の
約
1
、7
0
0
席
の
大
ホ
ー

ル
、
市
民
活
動
・
生
涯
学
習
施
設
、
男
女

共
同
参
画
推
進
施
設
な
ど
、
民
間
に
ぎ
わ

い
施
設
の
「
ウ
ニ
ク
ス
川
越
」
が
3
月
以

降
順
次
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

�
問
い
合
わ
せ
先

ウ
ェ
ス
タ
川
越

指
定
管
理
者
Ｎ
ｅ
Ｃ

Ｓ
Ｔ
（
ネ
ク
ス
ト
）

（
0
4
9
―
2
4
9
―
3
7
7
7
）

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

info@
w
esta-kaw

agoe.jp

Ｈ
Ｐ

http://w
w
w
.w
esta-kaw

agoe.jp/

〜
人
材
探
し
に
ご
苦
労
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

か
？
〜

県
で
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し
て
県

内
企
業
の
人
材
探
し
の
お
手
伝
い
を
し
て

い
ま
す
。

「
こ
ん
な
人
材
が
欲
し
い
」「
求
人
募
集

ま
で
手
が
回
ら
な
い
」な
ど
、求
人
に
関
す

る
こ
と
な
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
支
援
内
容
の
例
】

�
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
の
求
人
申
し
込
み
の

お
手
伝
い

�
県
就
職
支
援
施
設
で
の
情
報
提
供

な
ど

�
問
い
合
わ
せ
先

県
就
業
支
援
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
4
5
4
2
）

県
で
は
、
学
生
等
を
対
象
に
し
た
「
合

同
企
業
説
明
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
説
明
会
は
、
就
活
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
イ
ベ
ン
ト
の
一
環
と
し
て
開
催
す
る
も

の
で
、
参
加
企
業
は
ブ
ー
ス
を
構
え
て
参

加
者
に
採
用
情
報
な
ど
の
説
明
が
で
き
ま

す
。な

お
、
参
加
企
業
は
県
内
経
済
団
体
等

と
連
携
し
て
決
定
す
る
予
定
で
す
。

詳
細
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

�
参
加
企
業

県
内
の
中
小
企
業

�
参
加
者

平
成
28
年
3
月
卒
業
予
定
の
新
卒
者
及

び
既
卒
3
年
以
内
の
未
就
職
者

�
日
時

平
成
27
年
5
月
26
日
㈫

午
後
1
時
〜
午
後
4
時

�
場
所

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

〇
問
い
合
わ
せ
先

県
就
業
支
援
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
4
5
3
8
）

―
県
内
中
小
企
業
の
正
社
員
の
割
合
は

69
・
5
％
で
前
年
比
1
・
6
ポ
イ
ン
ト

増
―

県
で
は
、
県
内
1
、5
0
0
事
業
所（
中

小
企
業
1
、3
3
0
、
大
企
業
1
7
0
）

を
対
象
に
実
施
し
た
就
労
実
態
に
関
す
る

調
査
結
果
を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。
こ
の

調
査
は
、
県
内
中
小
企
業
の
就
労
状
況
を

把
握
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て
い
る

も
の
で
す
。

�
調
査
結
果
の
概
要

①
正
社
員
の
雇
用
状
況

正
社
員
の
割
合
は
69
・
5
％
で
、
前
年

と
比
較
す
る
と
、
1
・
6
ポ
イ
ン
ト
増
加

し
ま
し
た
。

②
役
職
者
に
占
め
る
女
性
の
割
合

女
性
の
役
職
者
の
割
合
は
9
・
5
％
で
、

大
企
業
（
10
・
5
％
）
と
ほ
ぼ
同
割
合
と

な
り
、
と
も
に
男
性
の
役
職
者
の
割
合
と

比
べ
て
大
き
く
差
が
開
い
て
い
ま
す
。

③
正
社
員
の
離
職
率

過
去
3
年
間
に
採
用
さ
れ
た
正
社
員
の

離
職
率
は
39
・
8
％
で
、
特
に
「
宿
泊
業
、

飲
食
業
」「
不
動
産
業
、物
品
賃
貸
業
」「
医

療
・
福
祉
」
で
は
50
％
を
超
え
て
い
ま
す
。

④
仕
事
と
家
庭
の
両
立
支
援

仕
事
と
育
児
・
介
護
の
両
立
支
援
制
度

が
あ
る
事
業
所
の
割
合
は
、
育
児
81
・
6

％
、
介
護
76
・
9
％
で
、
と
も
に
前
年
よ

り
増
加
し
ま
し
た
。

詳
細
は
Ｈ
Ｐ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

http
://w

w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/a
0808/shuroujittaichousa.htm

l

�
問
い
合
わ
せ
先

県
勤
労
者
福
祉
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
4
5
1
8
）

―
県
内
の
労
働
組
合
数
は
3
年
ぶ
り
の
減

少
、
組
合
員
数
は
4
年
ぶ
り
の
増
加
―

県
で
は
、
平
成
26
年
6
月
30
日
現
在
の

県
内
の
労
働
組
合
数
及
び
組
合
員
数
を
取

り
ま
と
め
ま
し
た
。
こ
の
調
査
は
、
県
内

の
す
べ
て
の
労
働
組
合
を
対
象
に
、
組
合

員
数
の
状
況
等
に
つ
い
て
毎
年
実
施
し
て

い
る
も
の
で
す
。

�
調
査
結
果
の
概
要

①
組
合
数
及
び
組
合
員
数

県
内
の
労
働
組
合
数
は
1
、8
2
2
組

合
、
組
合
員
数
は
3
6
8
、4
0
8
人
で

す
。
前
年
と
比
較
し
て
、
組
合
数
は
39
組

合
（
2
・
1
％
）
減
少
し
、
組
合
員
数
は

3
、0
4
9
人
（
0
・
8
％
）
増
加
し
ま
し

た
。

②
産
業
別
組
織
状
況

製
造
業
が
5
8
6
組
合
、9
8
、5
9
9

人
で
組
合
数
、
組
合
員
数
と
も
に
最
も
多

く
、
組
合
数
は
全
体
の
32
・
2
％
、
組
合

員
数
は
全
体
の
26
・
8
％
を
占
め
て
い
ま

す
。前
年
と
比
較
す
る
と
、組
合
数
は
0
・

2
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
、
組
合
員
数
は
1
・

3
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
ま
し
た
。

③
推
定
組
織
率

労
働
組
合
員
数
を
県
内
の
推
定
雇
用
者

数
で
除
し
た
推
定
組
織
率
は
前
年
と
同
じ

14
・
6
％
と
な
り
ま
し
た
。

詳
細
は
Ｈ
Ｐ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

http
://w

w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/a
0808/rodokum

iaikisochousa.htm
l

�
問
い
合
わ
せ
先

県
勤
労
者
福
祉
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
4
5
1
7
）

埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼
玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉
県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県

かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
らららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
らららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

コバトン
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シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
経
営
戦
略
と

し
て
の
国
際
標
準
化
」
を
開
催

―
標
準
化
を
戦
略
的
に
活
用
す

る
た
め
の
方
策
探
る

経
団
連
は
2
月
9
日
、
東
京
・
大
手

町
の
経
団
連
会
館
で
経
済
産
業
省
、
日

本
工
業
標
準
調
査
会（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
）、
日

本
規
格
協
会
、
国
際
標
準
化
協
議
会
と

と
も
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
経
営
戦
略
と

し
て
の
国
際
標
準
化
〜
ビ
ジ
ネ
ス
エ
コ

シ
ス
テ
ム
思
考
の
戦
略
的
活
用
」
を
開

催
し
た
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
う
わ
が
国
企
業

の
海
外
市
場
進
出
に
よ
り
、
国
際
標
準

化
へ
の
対
応
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い

る
。
昨
年
、
経
済
産
業
省
は
標
準
化
官

民
戦
略
会
議
を
立
ち
上
げ
、
経
団
連
の

日
覺
昭
廣
知
的
財
産
委
員
長
を
は
じ
め

と
し
た
業
界
団
体
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
メ

ン
バ
ー
に
よ
る
検
討
の
結
果
、
官
民
で

進
め
る
べ
き
取
り
組
み
を
ま
と
め
た

「
標
準
化
官
民
戦
略
」
が
5
月
に
策
定

さ
れ
た
。
同
戦
略
の
な
か
に
は
、
経
団

連
等
関
係
団
体
を
通
じ
た
経
営
者
層
へ

の
戦
略
的
な
標
準
化
に
関
す
る
啓
発
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
経
団
連
で

は
、
経
営
者
層
か
ら
標
準
化
実
務
担
当

者
ま
で
を
幅
広
く
対
象
と
し
て
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

当
日
は
日
覺
委
員
長
の
開
会
あ
い
さ

つ
、
野
間
口
有
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
会
長
と
藤
澤

浩
道
元
Ｉ
Ｅ
Ｃ（
国
際
電
気
標
準
会
議
）

副
会
長
か
ら
の
基
調
講
演
の
後
、
渡
部

俊
也
東
京
大
学
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
研
究
セ

ン
タ
ー
教
授
を
モ
デ
レ
ー
タ
ー
と
し
て

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
。

パ
ネ
リ
ス
ト
は
片
瀬
裕
文
経
済
産
業
省

産
業
技
術
環
境
局
長
、
藤
澤
・
元
Ｉ
Ｅ

Ｃ
副
会
長
、
二
瓶
亮
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
専
務

執
行
役
員
、
近
藤
賢
二
三
菱
電
機
常
務

執
行
役
、
成
富
正
徳
大
成
プ
ラ
ス
相
談

役
、
山
下
光
彦
日
産
自
動
車
取
締
役
。

■
基
調
講
演

野
間
口
氏
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
国

際
標
準
化
活
動
に
つ
い
て
、
標
準
化
に

よ
る
オ
ー
プ
ン
の
面
と
、
収
益
源
と
な

る
コ
ア
技
術
で
あ
る
ク
ロ
ー
ズ
の
面
を

使
い
分
け
る
事
業
戦
略
が
有
効
と
強
調
。

藤
澤
氏
か
ら
は
、
海
外
に
お
け
る
国

際
標
準
化
の
動
向
を
踏
ま
え
、
国
際
標

準
化
は
自
ら
新
市
場
の
流
れ
を
つ
く
る

こ
と
で
あ
る
と
と
も
に
、
人
的
・
組
織

的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に
よ
る
初
期

投
資
・
リ
ス
ク
管
理
の
一
環
で
あ
る
と

指
摘
し
た
。

■
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

冒
頭
片
瀬
氏
か
ら
、
標
準
化
に
関
す
る

制
度
の
充
実
に
政
府
と
し
て
も
取
り
組

ん
で
い
る
の
で
、
企
業
の
経
営
戦
略
に

標
準
化
を
盛
り
込
ん
で
ほ
し
い
と
の
期

待
が
示
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
、
⑴
標

準
化
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
る
こ
と

は
、
市
場
や
他
社
の
動
向
等
に
関
す
る

情
報
の
入
手
と
そ
れ
を
活
用
し
た
有
効

な
検
討
に
つ
な
が
る
⑵
個
々
の
技
術
で

は
な
く
シ
ス
テ
ム
全
体
で
の
標
準
化
を

考
え
る
べ
き
で
あ
る
⑶
グ
ロ
ー
バ
ル
化

に
よ
る
企
業
の
海
外
進
出
や
Ｉ
Ｔ
化
に

よ
り
産
業
の
境
目
が
な
く
な
り
つ
つ
あ

る
と
い
っ
た
背
景
に
鑑
み
、
標
準
化
へ

は
今
後
当
た
り
前
に
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
⑷
コ
ア
技
術
の
ブ
ラ
ッ
ク

ボ
ッ
ク
ス
化
に
よ
り
、
中
国
で
も
オ
ー

プ
ン
ク
ロ
ー
ズ
戦
略
を
実
現
で
き
て
い

る
⑸
限
ら
れ
た
人
手
で
、
政
府
の
支
援

制
度
を
活
用
し
て
標
準
化
に
取
り
組
ん

で
い
る
⑹
イ
ン
フ
ラ
部
分
の
標
準
化
を

制
す
る
こ
と
が
、
市
場
で
の
優
位
性
に

大
き
く
影
響
す
る
⑺
標
準
化
す
べ
き
部

分
か
ど
う
か
は
、
経
営
ト
ッ
プ
が
判
断

す
べ
き

と
い
っ
た
意
見
が
あ
っ
た
。

渡
部
氏
は
、「
標
準
は
自
社
を
取
り

巻
く
ビ
ジ
ネ
ス
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
な
か

に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
同
士
の
関
係

性
に
対
し
て
影
響
力
を
与
え
ら
れ
る
重

要
な
ツ
ー
ル
で
あ
り
、
知
財
と
の
併
用

で
そ
の
影
響
力
は
さ
ら
に
大
き
く
な
る

の
で
、
こ
れ
ら
を
戦
略
的
に
活
用
す
べ

き
で
あ
る
」
と
総
括
し
た
。

労
働
安
全
衛
生
法
（
安
衛
法
）
の
一
部
改

正
で
、「
心
理
的
な
負
担
の
程
度
を
把
握
す

る
た
め
の
検
査
（
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
）
制

度
」
が
従
業
員
五
〇
人
以
上
の
事
業
者
に
義

務
付
け
ら
れ
、
本
年
一
二
月
一
日
か
ら
施
行

さ
れ
る
。

こ
の
検
査
は
、
医
師
、
保
健
師
そ
の
他
の

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
に
よ
っ
て
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
検
査
結

果
は
、
検
査
を
実
施
し
た
医
師
等
か
ら
直
接

本
人
に
通
知
さ
れ
、
あ
ら
か
じ
め
本
人
の
同

意
を
得
な
い
で
、
検
査
結
果
を
事
業
者
に
提

供
し
て
は
な
ら
な
い
。と

い
う
の
は
、
こ
の
ス

ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
は
、
労

働
者
自
身
の
セ
ル
フ
ケ
ア

及
び
職
場
環
境
改
善
を
通

じ
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調

の
未
然
防
止
を
図
る
一
次

予
防
が
目
的
で
あ
り
、
健

康
診
断
と
は
異
な
る
。

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
実
施
主
体
と
な
れ

る
者
と
し
て
は
、
安
衛
法
第
六
六
条
の
一
〇

第
一
項
に
規
定
さ
れ
て
い
る
「
医
師
、
保
健

師
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
」

と
さ
れ
て
い
る
が
、
医
師
、
保
健
師
等
の
有

資
格
者
が
い
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
サ
ー
ビ
ス

の
外
部
機
関
も
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
や
面
接

指
導
の
実
施
を
事
業
者
か
ら
請
け
負
っ
て
実

施
す
る
こ
と
も
差
し
支
え
な
い
と
さ
れ
て
い

る
。と

は
い
え
、
当
該
事
業
場
の
産
業
医
等
が

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
実
施
者
と
な
る
こ
と

が
原
則
で
あ
る
た
め
、「
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ

ク
の
実
施
そ
の
も
の
を
外
部
機
関
に
業
務
委

託
す
る
場
合
に
も
、
当
該
事
業
場
の
産
業
医

等
が
共
同
実
施
者
と
し
て
関
与
し
、
個
人
の

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
結
果
を
把
握
す
る
な
ど
、

外
部
機
関
と
当
該
事
業
場
の
産
業
医
等
が
密

接
に
連
携
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。」（
検
討

会
報
告
）
と
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
れ
は
、
絶
対
的
要
件
で
は
な

く
、「
共
同
実
施
と
い
う
形
を
と
ら
な
い
場

合
に
も
、
あ
ら
か
じ
め
外
部
機
関
と
の
や
り

と
り
に
係
る
窓
口
の
役
割
を
産
業
保
健
ス
タ

ッ
フ
に
担
わ
せ
、
本
人
の
同
意
を
得
て
、
外

部
機
関
か
ら
事
業
者
に
個
人
の
ス
ト
レ
ス
チ

ェ
ッ
ク
結
果
を
提
供
す
る
際
に
は
、
当
該
産

業
保
健
ス
タ
ッ
フ
を
通
じ
て
事
業
者
に
提
供

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。」（
同
前
）
と
さ
れ

て
い
る
。

現
在
、
こ
の
制
度
の
一
二
月
一
日
か
ら
の

施
行
を
控
え
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
外
部

受
託
機
関
の
受
注
活
動
が
活
発
と
な
っ
て
お

り
、
他
社
と
の
サ
ー
ビ
ス
の
優
位
性
の
た
め
、

チ
ェ
ッ
ク
後
の
面
接
も
受
託
し
、
そ
の
結
果

の
提
供
（
そ
こ
ま
で
は
差
し
支
え
な
い
）
や

総
合
的
な
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
管
理
も
含
む
従

業
員
個
人
に
着
目
し
た
多
様
な
健
康
管
理
サ

ー
ビ
ス
も
受
託
業
務
に
加
え
て
請
け
負
う
受

注
Ｐ
Ｒ
も
み
ら
れ
る
。

し
か
し
、
あ
く
ま
で
も
従
業
員
個
人
の
心

身
の
健
康
管
理
は
事
業
者
の
責
務
で
あ
り
、

従
業
員
五
〇
人
以
上
の
事
業
場
で
は
、
当
該

事
業
者
の
産
業
医
、
産
業
保
健
ス
タ
ッ
フ
、

衛
生
管
理
者
、
衛
生
委
員
会
と
い
っ
た
自
社

の
健
康
管
理
体
制
で
行
う
べ
き
義
務
で
あ
り
、

あ
く
ま
で
も
外
部
委
託
は
検
査
、
健
診
や
医

師
面
接
と
い
っ
た
事
実
行
為
に
止
ま
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
意
味
で
「
貴
社
の
健

康
管
理
業
務
を
請
け
負
い
ま
す
。」
と
し
て
、

産
業
医
や
産
業
保
健
ス
タ
ッ
フ
の
代
行
と
し

て
安
衛
法
や
安
全
配
慮
義
務
上
の
健
康
管
理

義
務
ま
で
、
委
託
（
請
負
）
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

日日
本本
経経
団団
連連

提提
言言
・
提提
案案
なな
どど

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の

外
部
委
託
の
留
意

弁
護
士

安
西

�
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一
月
八
日
〜
三
月
二
七
日

◆
一
・
一
八

新
年
会
員
懇
談
会
（
パ
レ
ス
ホ

テ
ル
大
宮
）

◆
一
・
一
九

第
三
回
グ
ロ
ー
バ
ル
委
員
会

（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
・
二
一

埼
玉
大
学
合
同
特
別
公
開
講
座

（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
・
二
九

第
三
回
企
業
戦
略
研
究
会
（
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
・
三
〇

第
一
四
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

（
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
）

◆
二
・
二

西
部
地
区
協
議
会
（
東
上
パ
ー
ル

ビ
ル
ヂ
ン
グ
）

◆
二
・
三

キ
ャ
リ
ア
教
育
実
践
ア
ワ
ー
ド
表

彰
式
（
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
）

◆
二
・
四

南
部
地
区
協
議
会（
川
口
リ
リ
ア
）

◆
二
・
五

中
部
地
区
協
議
会
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ

テ
ィ
）

◆
二
・
九

北
部
地
区
協
議
会
（
マ
ロ
ウ
ド
イ

ン
熊
谷
）

◆
二
・
一
九

第
三
回
地
域
社
会
問
題
委
員
会

（
ソ
ニ
ク
ッ
シ
テ
ィ
）

◆
二
・
二
〇

も
の
つ
く
り
大
学
特
別
公
開
講

座
（
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
）

◆
二
・
二
三

第
一
回
少
子
高
齢
化
対
策
研
究

会
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
二
・
二
五

第
一
五
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
二
・
二
七

第
五
回
人
事
労
務
委
員
会
（
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
三
・
三

第
二
八
回
生
き
生
き
職
場
体
験
交

流
の
集
い
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
三
・
四

第
一
六
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
（
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
三
・
五

第
六
回
人
事
労
務
委
員
会
（
ソ
ニ

ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
三
・
九

第
七
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー
（
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
）

◆
三
・
一
一

第
一
七
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
三
・
一
二

第
八
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー
（
ソ
ニ

ク
ッ
シ
テ
ィ
）

◆
三
・
一
七

理
事
会
・
幹
事
会
（
パ
レ
ス
ホ

テ
ル
大
宮
）

◆
三
・
一
九

ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
推
進
委
員
会

（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
三
・
二
七

第
一
八
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

▼
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
に
惑
わ
さ
れ
る
主
婦
た
ち

…
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
が
近
づ
い
て
き
た
。

喜
ぶ
の
は
ご
主
人
達
で
、
仕
事
が
増
え
る
の

は
奥
様
達
で
あ
る
。
ご
主
人
は
「
義

理
チ
ョ
コ
」
や
「
手
作
り
チ
ョ
コ
」

そ
し
て
時
に
は
「
本
命
チ
ョ
コ
」
な

ど
と
職
場
な
ど
で
も
歓
喜
や
騒
動
に

も
な
っ
た
り
す
る
が
、
い
ず
れ
に
し

て
も
そ
れ
な
り
の
お
返
し
が
ホ
ワ
イ

ト
デ
ー
に
は
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

先
ず
は
頂
い
た
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
値

踏
み
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
比
較
的

に
簡
単
と
い
え
る
が
、
品
物
の
値
踏

み
で
、
間
違
っ
た
り
し
た
ら
大
恥
を

か
い
て
し
ま
う
事
に
も
な
り
、
ご
主

人
の
出
世
に
ま
で
響
い
て
く
る
事
も

あ
る
と
か
。
さ
て
、
値
踏
み
は
出
来

た
の
で
お
返
し
チ
ョ
コ
の
購
求
で
あ

る
。
数
が
多
く
な
る
と
色
々
な
金
額

の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
メ
モ
睨
み
な
が

ら
の
戦
争
だ
。
こ
れ
が
奥
様
方
の
お

仕
事
で
、
ご
主
人
の
評
価
も
奥
様
の

評
価
も
今
後
ど
の
様
に
変
わ
る
か
で
あ
ろ
う
。

「
意
外
と
ケ
チ
だ
よ
ね
」「
セ
ン
ス
無
い

よ
ね
」「
チ
ョ
コ
分
っ
て
な
い
ね
」
な
ど
な

ど
の
話
題
が
口
う
る
さ
い
Ｏ
Ｌ
か
ら
社
内
外

に
流
れ
る
。
た
か
が
チ
ョ
コ
さ
れ
ど
チ
ョ
コ

で
も
あ
る
。
立
派
な
評
価
を
Ｏ
Ｌ
達
か
ら
貰

え
、
そ
れ
ら
が
上
司
の
耳
に
も
入
り
出
世
に

も
繋
が
っ
て
く
る
と
な
る
と
、
さ
あ
ー
、
奥

様
達
の
腕
の
見
せ
所
と
な
っ
て
く
る
。
そ
ん

な
目
で
バ
レ
ン
タ
イ
ン
の
出
来
事
を
み
る
の

も
興
味
深
々
で
あ
る
。
現
役
を
退
い
た
爺
さ

ん
か
ら
は
。
世
の
奥
様
達

腕
の
見
せ
所

ガ
ン
バ
レ
！
と
。

▼
都
心
上
空
に
も
窓
ガ
ラ
ス
を
揺
ら
す
騒
音

が
…1

9
2
0
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
も

睨
ん
で
、
羽
田
空
港
を
ハ
ブ
空
港
に
と
考
え

て
い
る
。
こ
れ
は
結
構
な
事
で
あ
る
が
、
東

京
都
心
上
空
を
ジ
ェ
ッ
ト
機
が
昼
夜
飛
ぶ
こ

と
に
な
っ
た
ら
？
と
考
え
て
み
た
。
若
い
頃
、

入
間
基
地
の
近
く
の
公
共
施

設
で
企
業
の
社
員
研
修
を
行

っ
た
事
が
あ
っ
た
が
慣
れ
な

い
私
に
は
大
変
な
こ
と
で
、

飛
行
機
が
飛
び
交
う
度
に
研

修
は
一
時
中
断
せ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
。

都
心
住
民
達
の
騒
音
迷
惑

デ
モ
が
今
か
ら
浮
か
ん
で
く

る
。
桝
添
知
事
も
今
か
ら
騒

音
対
策
を
十
分
に
考
え
て
お

か
な
い
と
大
変
な
事
態
が
起

こ
り
得
る
可
能
性
は
多
大
で

あ
る
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
一

か
月
限
定
で
昼
夜
羽
田
へ
の

旅
客
機
の
離
着
陸
を
Ｏ
Ｋ
さ

せ
る
こ
と
も
一
策
か
も
し
れ

な
い
。
日
米
軍
基
地
な
ど
の

近
く
で
生
活
す
る
住
民
の
気
持
ち
を
都
心
の

ど
真
ん
中
に
住
み
騒
音
な
ど
と
は
無
関
係
と

の
顔
を
し
て
い
る
人
達
に
味
合
わ
せ
る
の
も

一
考
と
思
え
る
が
如
何
だ
ろ
う
か
？

こ
の
騒
音
被
害
と
常
に
た
ち
む
か
っ
て
い

る
人
達
の
お
蔭
で
、
安
全
・
安
心
神
話
が
日

本
に
は
あ
り
、
テ
ロ
な
ど
か
ら
守
ら
れ
て
い

る
事
を
決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
！

全国ネットの人材情報で、
出出向向・・移移籍籍等等のの支支援援！！

●お問い合わせ

�048‐642‐1121（土・日・祝日休）
http://www.sangyokoyo.or.jp/

出向・移籍の
専門機関

企業間の人材マッチングを
サポートしています。

無 料
情報の提供、相談、
あっせんの費用は
かかりません。

信頼と安心
経済・産業団体と
厚生労働省の協力
で設立された公益
法人です。

事
業
だ
よ
り

第204回

ここんんなな時時ににここんんなな事事をを！！
エッセイスト 和 宮 英 之

お気軽に
ご相談ください

埼玉
事務所

出向・移籍対象者 求 人

受受入入企企業業

情報の授受
相談など

斡旋・紹介

企業間交渉の
機会の設定など

セセンンタターー
情報の授受
相談など

送送出出企企業業
人人事事部部門門
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★
新
入
社
員
研
修

日
時

四
月
二
日
㈭
九
時
三
十
分
〜
一
六
時

四
十
五
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

基
調
講
演
・
講
義
・
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ

ー

基
調
講
演
講
師

㈱
テ
レ
ビ
埼
玉
報
道
制
作

局
制
作
部

菅

美
香
氏

講
師

り
そ
な
総
合
研
究
所
㈱
パ
ー
ト
ナ
ー

講
師

古
澤
美
奈
子
氏

★
第
一
回
介
護
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
会

日
時

四
月
八
日
㈬
一
四
時
〜
一
六
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

介
護
事
業
者
の
労
務
管
理
上
の
留
意

事
項
・
職
場
定
着
支
援
の
た
め
の
助

成
金
制
度
及
び
最
近
の
雇
用
均
等
行

政
等
に
つ
い
て

講
師

埼
玉
労
働
局
労
働
基
準
部
監
督
課
長

友
住
弘
一
郎
氏
他

★
理
事
会
・
幹
事
会

日
時

四
月
一
三
日
㈪
一
三
時
三
〇
分
〜
一

八
時

会
場

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮

内
容

議
案
、
講
演
会
、
懇
親
会

講
師

グ
ン
ゼ
㈱
取
締
役
・
元
尼
崎
市
長

白
井

文
氏

★
第
一
種
・
第
二
種
衛
生
管
理
者
の
た
め
の

対
策
講
座

日
時

四
月
一
四
日
㈫
・
一
五
日
㈬

五
月
一
八
日
㈪
・
一
九
日
㈫

九
時
三
〇
分
〜
一
六
時
三
〇
分

会
場

Ｊ
Ａ
共
済
埼
玉
ビ
ル

内
容

出
題
傾
向
分
析
と
合
格
学
習
法
・
関

係
法
令
・
理
解
度
テ
ス
ト
と
解
説
・

労
働
生
理
・
有
害
業
務

講
師

㈱
ウ
ェ
ル
ネ
ッ
ト
専
任
講
師

松
本

陽
子
氏

★
第
一
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

日
時

四
月
一
五
日
㈬
一
三
時
三
〇
分
〜
一

六
時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

チ
ー
ム
力
を
活
か
し
組
織
を
活
性
化

で
き
る
真
の
リ
ー
ダ
ー
に
な
る
！
〜

自
己
の
内
省
と
奉
仕
型
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
学
ぶ
〜

講
師

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ
㈱
パ
ー
ト
ナ
ー
エ

グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
コ
ー
チ
・
Ｂ
Ｃ
Ｓ
認

定
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ビ
ジ
ネ
ス

コ
ー
チ

加
地
照
子
氏

★
安
全
管
理
者
選
任
時
研
修

日
時

四
月
一
七
日
㈮
・
五
月
二
五
日
㈪
九

時
三
〇
分
〜
二
〇
時

会
場

Ｊ
Ａ
共
済
埼
玉
ビ
ル

内
容

安
全
管
理
・
安
全
教
育
・
危
険
性
又

は
有
害
性
等
の
調
査
及
び
そ
の
結
果

に
基
づ
き
講
ず
る
措
置
等
・
関
係
法

令

講
師

㈱
ウ
ェ
ル
ネ
ッ
ト
専
任
講
師

今
井

直
行
氏

★
第
二
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

日
時

四
月
二
〇
日
㈪
九
時
三
〇
分
〜
一
六

時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

チ
ー
ム
力
を
活
か
し
組
織
を
活
性
化

で
き
る
真
の
リ
ー
ダ
ー
に
な
る
！
組

織
推
進
力
の
秘
訣
で
あ
る
シ
ナ
ジ
ー

効
果
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
シ
ュ
ミ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
学
ぶ
〜

講
師

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ
㈱
パ
ー
ト
ナ
ー
エ

グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
コ
ー
チ
・
Ｂ
Ｃ
Ｓ
認

定
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ビ
ジ
ネ
ス

コ
ー
チ

加
地
照
子
氏

★
埼
玉
県
産
業
労
働
部
主
要
施
策
説
明
会

日
時

四
月
二
四
日
㈮
一
四
時
〜
一
六
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

埼
玉
県
産
業
労
働
部
主
要
施
策
説
明

★
平
成
二
七
年
度
定
時
総
会

日
時

五
月
一
三
日
㈬
一
三
時
三
〇
分
〜
一

八
時

会
場

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮

内
容

平
成
二
六
年
度
決
算
・
事
業
報
告
、

平
成
二
七
年
度
予
算
・
事
業
計
画
、

そ
の
他
、
懇
親
会

★
第
三
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

日
時

五
月
一
五
日
㈮
一
四
時
〜
一
六
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

人
事
・
総
務
の
た
め
の
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
制
度

講
師

㈱
野
村
総
合
研
究
所
未
来
創
発
セ
ン

タ
ー
制
度
戦
略
研
究
室
長

梅
屋
真

一
郎
氏

★
第
一
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

五
月
一
八
日
㈪
一
四
時
〜
一
六
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

中
堅
企
業

成
長
の
秘
訣

講
師

慶
応
義
塾
大
学
大
学
院
経
営
管
理
研

究
科
教
授

磯
辺
剛
彦
氏

★
第
二
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

五
月
二
五
日
㈪
一
四
時
〜
一
六
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

稲
盛
経
営
の
神
髄
〜
人
を
動
か
す
哲

学
と
は

講
師

岡
山
商
科
大
学
経
営
学
部
教
授
・
神

戸
大
学
経
済
経
営
研
究
所
リ
サ
ー
チ

フ
ェ
ロ
ー

長
田
貴
仁
氏

★
第
六
回
西
村
会
長
杯
争
奪
戦
会
員
親
睦
ゴ

ル
フ
大
会

日
時

五
月
二
九
日
㈮
八
時
一
四
分

会
場

武
蔵
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
豊
岡
コ
ー

ス

★
労
働
法
実
務
講
座

日
時

六
月
一
日
㈪
・
八
日
㈪
・
二
二
日
㈪
・

二
九
日
㈪
一
三
時
一
〇
分
〜
一
六
時

四
五
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

労
務
管
理
上
必
要
な
労
働
法
の
実
務

知
識

講
師

外
井
法
律
事
務
所
代
表
弁
護
士

外

井
浩
志
氏

同
所
属
弁
護
士

草
間
文
緒
氏

同
所
属
弁
護
士

浦
辺
英
明
氏

★
第
三
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

六
月
二
日
㈫
一
四
時
〜
一
六
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

不
祥
事
は
誰
が
起
こ
す
の
か
〜
多
く

の
事
例
を
踏
ま
え
不
祥
事
の
仕
組
み

と
予
防
策
を
徹
底
解
剖
〜

講
師

大
分
県
立
芸
術
文
化
短
期
大
学
教
授

植
村
修
一
氏

★
第
四
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

六
月
一
五
日
㈪
一
四
時
〜
一
六
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

東
大
物
理
学
者
が
教
え
る
�
考
え
る

力
�
の
鍛
え
方
〜
想
定
外
の
時
代
を

生
き
抜
く
た
め
の
ヒ
ン
ト

講
師

東
京
大
学
大
学
院
理
学
系
研
究
科

（
物
理
学
専
攻
）教
授

上
田
正
仁
氏

★
第
五
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

六
月
一
八
日
㈭
一
五
時
〜
一
六
時
五

〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

競
争
戦
略
の
考
え
方
〜
基
本
原
理
と

鳥
瞰
図
か
ら
読
み
解
く
〜

講
師

一
橋
大
学
大
学
院
商
学
研
究
科
教
授

加
藤
俊
彦
氏

★
第
六
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

六
月
二
四
日
㈬
一
四
時
〜
一
六
時

会
場

ソ
ニ
ク
ッ
シ
テ
ィ

内
容

企
業
に
と
っ
て
の
『
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
』
と
は
何
か
？
〜
成
熟
経

済
、
少
子
高
齢
化
時
代
に
必
須
の
仕

事
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
「
型
」

を
考
え
る

講
師

Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
（
カ
ン
ド
）
㈱
代
表
取

締
役

高
橋
輝
行
氏

〈
新
入
会
の
ご
案
内
〉

㈱
あ
さ
ひ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

代
表
取
締
役

岡
田

雄
二

比
企
郡
川
島
町
戸
守
七
〇
七

電
話
〇
四
九
―
二
九
七
―
五
五
七
七

（
資
）
三
億
九
千
五
百
万
円

（
従
）
一
五
名

建
設
機
械
器
具
賃
貸
業

㈱
ト
ミ
タ

代
表
取
締
役

冨
田

英
則

久
喜
市
久
喜
北
一
―
一
〇
―
一
七

電
話
〇
四
八
〇
―
三
一
―
七
二
四
一

（
資
）
七
千
四
百
六
十
四
万
円

（
従
）
四
名

農
業
用
機
械
器
具
の
販
売
、
自
動
車
の
販

売
り
そ
な
カ
ー
ド
㈱

代
表
取
締
役
社
長

山
口

伸
淑

江
東
区
東
陽
二
―
二
―
二
〇

電
話
〇
三
―
五
六
六
五
―
〇
六
五
〇

（
資
）
十
億
円

（
従
）
三
一
九
名

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
業
、
ロ
ー
ン
保
証
業

近
藤
建
設
㈱

代
表
取
締
役
社
長

宇
佐
見
佳
之

ふ
じ
み
野
市
上
福
岡
一
―
一
四
―
七

電
話
〇
四
九
―
二
六
四
―
七
三
四
五

（
資
）
七
千
五
百
万
円

（
従
）
一
一
九
名

建
築
業

㈱
芝
浦
電
子

代
表
取
締
役
社
長

橋
倉

宏
行

さ
い
た
ま
市
中
央
区
上
落
合
二
―
一
―
二

四電
話
〇
四
八
―
六
一
五
―
四
〇
〇
〇

（
資
）
二
十
一
億
四
千
千
百
万
円

（
従
）
三
五
五
一
名

サ
ー
ミ
ス
タ
温
度
・
湿
度
セ
ン
サ

㈱
セ
イ
ビ
埼
玉

代
表
取
締
役
社
長

日
下
部
浩
一

川
口
市
幸
町
一
―
三
―
三
一

電
話
〇
四
八
―
二
五
二
―
二
〇
五
四

（
資
）
二
千
万
円

（
従
）
二
五
〇
名

学
校
給
食
調
理
、
学
校
校
務
員
業
務
、
ビ

ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
務
請
負

㈱
タ
キ
ザ
ワ
漢
方
廠

代
表
取
締
役

瀧
沢

努

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
堀
の
内
町
二
―
六
二

三
―
一

電
話
〇
四
八
―
六
八
七
―
四
四
五
五

（
資
）
一
千
万
円

（
従
）
一
四
〇
名

医
薬
品
・
健
康
食
品
の
製
造
・
販
売

〈
代
表
者
変
更
〉

ア
サ
ヒ
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
㈱

代
表
取
締
役
社
長

横
塚

元
樹

（
旧

代
表
取
締
役

小
川

修
）

協
和
工
業
㈱

代
表
取
締
役

西
﨑

哲
章
（
旧

西
﨑

義
孝
）

㈱
久
喜
菖
蒲
工
業
団
地
管
理
セ
ン
タ
ー

代
表
取
締
役

柏
浦

茂
（
旧

木
村

吉
男
）

三
輪
精
機
㈱

代
表
取
締
役
社
長

西
海

栄
一
（
旧

末
永

昭
）

㈱
遠
山
鐵
工
所

代
表
取
締
役
社
長

遠
山

善
彦
（
旧

遠
山

秀
一
）

長
谷
川
香
料
㈱
深
谷
事
業
所

執
行
役
員
所
長

藤
原

保
徳

（
旧

常
務
執
行
役
員
所
長知

野

善
明
）

㈱
丸
広
百
貨
店

代
表
取
締
役
社
長

神
谷

勉
（
旧

大
久
保

敏
三
）

Ｕ
Ｄ
ト
ラ
ッ
ク
ス
㈱

代
表
取
締
役
社
長

村
上

吉
弘
（
旧

坂
上

優
介
）

㈱
リ
ケ
ン

熊
谷
事
業
所

事
業
所
長

近
藤

博
義

（
旧

取
締
役
事
業
所
長

鈴
木

信
）
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